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A1

A3

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

図 面 リ ス ト

-

-

旧県立美術館改修工事

2019.3

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

Ａ－００

株式会社　　コスモス設計

図　面　名　称図面番号 図　面　名　称図面番号 図　面　名　称図面番号 図　面　名　称図面番号図　面　名　称図面番号図面番号 図　面　名　称

意 匠 図 構 造 図

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

A-21

A-22

A-23

A-24

A-25

建築工事 特記仕様書 １

建築工事 特記仕様書 ２

建築工事 特記仕様書 ３

建築工事 特記仕様書 ４

A-00

- 表紙

図 面 リ ス ト

配置図・付近見取図

求積図・求積表（延べ面積）

求積図・求積表（建築面積）

仕上表-2

仕上表-1

１階改修平面図

２階改修平面図

３階改修平面図

塔屋階改修平面図

屋 根 伏 図

立 面 図

断 面 図 １

断 面 図 ２

A-26

A-27

A-28

A-30

A-31

A-32

A-33

A-34

A-35

A-36

A-37

A-38

A-39

A-40

A-41

A-42

A-44

A-45

A-46

A-47

A-48

A-49

A-43

A-52

A-51

A-50

A-53

A-54

A-29

A-55

１階天井伏図

２階天井伏図

３階天井伏図

１階撤去平面図

２階撤去平面図

３階撤去平面図

スタジオ廻り断面詳細図

1階玄関廻り・2階バルコニー断面詳細図

2階吹き抜け断面詳細図

断 面 図 ３

昇降機設備図（1）

昇降機設備図（2）

昇降機設備図（3）

改修建具表-1

改修建具表-2

改修建具表-3

既存建具表-1

既存建具表-2

既存建具表-3

家 具 図

懸垂幕詳細図１

懸垂幕詳細図２

サイン詳細図１

サイン詳細図２

現状外構図

外構平面図

樹木計画図

説明版詳細図

スタジオ展開図

外部階段平面詳細図

外部階段断面詳細図

遮音パネル詳細図

中性化工事図

2階吹き抜け伏図

２階ホール廻り改修平面詳細図

１階トイレ詳細図

屋外床デッキ廻り詳細図

エレベーター棟断面詳細図

エレベーター棟平面詳細図

A-56

補強詳細図（9）

補強詳細図（8）

補強詳細図（7）

補強詳細図（6）

補強詳細図（5）

補強詳細図（4）

補強詳細図（3）

補強詳細図（2）

補強詳細図（1）

既存柱･梁増打ちリスト

補強壁リスト

補強軸組図（4）

補強軸組図（3）

補強軸組図（2）

補強軸組図（1）

補強キープラン

耐震改修工事特記仕様書-2

耐震改修工事特記仕様書-1

S-29

S-28

S-27

S-26

S-25

S-24

S-23

S-22

S-21

S-20

S-19

S-18

S-17

S-16

S-15

S-14

S-13

S-12

耐震補強特記仕様書

S-11

S-10

S-09

S-08

S-07

S-06

S-05

S-04

S-03

S-02

S-01

階段室 鉄骨架構詳細図

階段室 基礎リスト･鉄骨リスト

階段室 杭伏図･1～R階伏図・軸組図

エレベータ棟 鉄骨架構詳細図

地盤調査図

ベースパック柱脚工法標準図

合成スラブ標準仕様書

鉄骨構造（2）

鉄骨構造（1）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

構造標準仕様書

S-33

S-32

S-31

S-30

S-34

補強詳細図（10）

「耐震ｹｰﾌﾞﾙﾌﾞﾚｰｽ」特機仕様書（1/3）

「耐震ｹｰﾌﾞﾙﾌﾞﾚｰｽ」特機仕様書（2/3）

「耐震ｹｰﾌﾞﾙﾌﾞﾚｰｽ」特機仕様書（3/3）

3階天井改修構造図

S-35

S-36

S-37

S-38

エレベータ棟 杭伏図･1～R階伏図・軸組図

エレベータ棟 基礎リスト･鉄骨リスト
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A1

A3

　　（　　　日×　　　人）

��������	
※平成29年5月1日以降適用（平成29年版）

延床面積

建築面積

階　　数

構　　造

棟 名 称

３　敷地面積　　

４　構造規模　　

　　・地表面粗度区分　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

　　・垂直積雪量：(　　　　　)ｍ　　・風速(Ｖｏ)：（　　　　　）m／s

２　　特記仕様書の適用等

章 特記事項項　　目

　1　ＪＩＳ及びＪＡＳマーク表示のある材料

　2　エコマーク認定製品（（公財）日本環境協会）

　3　秋田県認定リサイクル製品

　5　上記以外のもので以下の①～⑥の事項を満たす材料製造業者が製造した材料

※　本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、以下のいずれか 9　建築材料等

建設発生土

 

コンクリ－ト塊

 

アスファルト塊

 

建設発生木材

 

・特定建設資材廃棄物の発生材の処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 3.11)

・特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 3.11)

・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 3.11)

・現場再利用発生材　　（　　　　　　　　　　）

・　秋田県建設副産物対策に係わる取扱い要領に基づき、工事着手前に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進

・　本工事で発生する建設廃棄物のうち、県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物については、秋田県産業廃棄物

　　　　　　　　　　　処理方法：（　　　　　　　　　　）

種類

種類

再資源化等をする施設名・住所・搬出距離（km）

処分施設の名称・住所・搬出距離（km）

　び環境保全

工事期日より（　　　　日前）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 2. 1)

・適用する　　※適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 3. 3)

・工事補足説明事項

関連工事による施工時期の調整　　・有（内容：　　　　　　　　　　）　　・無

施工時期・時間の制限　　　　　　※指定しない　　　・（内容：　　　　　　　　　　）　

部位別施工順序　　　　　　　　　※指定しない　　　・図示による

工事用車両の駐車場所　　　　　　・有（図示による）　　　・無

資機材置場所　　　　　　　　　　・有（図示による）　　　・無

関係機関等との協議の未成立事項　・有（内容：　　　　　　　　　　）　　・無

関係機関等との協議結果　　　　　・有（内容：　　　　　　　　　　）　　・無

・図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 3. 5)

Ⅰ　工事概要

Ⅱ　建築工事仕様

 1　適用基準等 ※建築工事監督実施要領（秋田県建設交通部監修）（平成１６年版）

※建築工事施工管理要領（一般社団法人公共建築協会）（平成２６年改訂版）

※営繕工事写真撮影要領（平成２８年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課）

　・配置しない

　・必要（関係機関：　　　　　　　　　　　）　　　・必要なし

交通誘導員

　7　交通安全管理 関係機関との協議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (1. 3. 8)

　・配置する（・警備業法第１８条に規定する特定の種別の警備業務　・任意）

※「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定（平成９年建設省告示第１５３６号）」　に基づき、指定さ

※「建設機械に関する技術指針（平成３年建設省通知第２４７号）」に基づき、指定された排出ガス対策型建設機

 6　施工中の安全確保及

 2　工事実績情報の登録 ※適用する　　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 1. 4)

 3　概成工期

 8　発生材の処理等

章 特記事項項　　目

12　技能士

　とび（・とび作業）　鉄筋施工（・鉄筋組立作業）　コンクリ－ト圧送施工（・コンクリート圧送工事作業）

　型枠施工（・型枠工事作業）　鉄骨（・構造物鉄工作業）　ブロック建築（・コンクリートブロック工事作業）

　ＡＬＣパネル施工（・ＡＬＣパネル工事作業）　防水施工（・アスファルト防水工事作業・ウレタンゴム系塗膜

　防水工事作業・アクリルゴム系塗膜防水工事作業・合成ゴム系シート防水工事作業・塩化ビニル系シート防水工

　事作業・セメント系防水工事作業・シーリング防水工事作業・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

　・ＦＲＰ防水工事作業）　石材施工（・石張り作業）　タイル張り（・タイル張り作業）　建築大工（・大工工

　事作業）　建築板金（内外装板金作業）　左官（・左官作業）　内装仕上げ施工（・鋼製下地工事作業）　サッ

　シ施工（・ビル用サッシ施工作業）　自動ドア施工（・自動ドア施工）　ガラス施工（・ガラス工事作業）　カ

　ーテンウォール施工（・金属製カーテンウォール工事作業）　塗装（・建築塗装作業）　内装仕上げ施工（・プ

　ラスチック系床仕上げ工事作業・カーペット系床仕上げ工事作業・木質系床仕上げ工事作業・ボード仕上げ工事

　作業）　表装（・壁装作業）　熱絶縁施工（・吹付け硬質ウレタンフォーム断熱工事作業）　内装仕上げ施工（

　・カーテン工事作業）　路面標示施工（・溶融ペイントハンドマーカー工事作業・加熱ペイントマシンマーカー

　工事作業）　造園（・造園工事作業）

・適用しない

※適用する　　適用職種（一級、単一等級の職種作業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 5. 2)

11　特別な材料の工法 　標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法によるものととする。

　②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　④　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

る材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　　　木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド

　　　量」の区分に応じた材料を使用する。

　　　及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で設計図書等に規定する「ホルムアルデヒドの放散

までを満たすものとする。

　　　塑剤を除く。）が添加されていない材料を使用する。

　　　デヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

10　化学物質を放散する

　建築材料等

14　技術検査 ・中間検査　　　※実施する　　・実施しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 6. 2)

綴じこむもの　※完成図（意匠図及び構造図）　・施工図　・構造計算書

　　　　　　　※主要資材メ－カ－リスト　　※保証書　　※保守、保全に関する説明書

15　完成図書等 部数仕様　　　※製本１部　　※Ａ４版（黒表紙、金文字）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 7. 1)

添付するもの　※Ａ３版縮小原図（配置図、平面図、立面図、仕上表、一般断面図）とする。

13　化学物質の濃度測定

　・測定対象化合物質：ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　・測定対象室：測定対象室は、原則として全ての居室及び常時換気をしない書庫、倉庫等（改修工事においては

　　　　　　　　、内装改修等を行っ室に限る）とする。使用した材料、室の形状、換気設備等の使用が類似して

　　　　　　　　おり同様の測定結果となるこを行っ室に限る）とする。使用した材料、室の形状、換気設備等の

　　　　　　　　以上を測定してよい。

　　　　　　　　使用が類似しており同様の測定結果となることが予想される複数の室については、そのうち１室

　・測定個所数：測定個所数は、次による。また、全ての測定個所においてホルムアルデヒド、トルエン、キシレ

　　　　　　　　ン、エチルベンゼン及びスチレンの濃度を同時に測定する。

　・測定方法：測定は、パッシブ型採取機器を用いる。採取機器及び採取要領については監督職員の指示による。

16　工事写真 工事中、完成時ともカラ－写真とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 7. 1)

※電子納品対象工事　　　　　　　　　・電子納品対象外工事17　電子納品等

　ＣＤ－Ｒ（監督職員提出用）　提出部数（　　　）部

　ＣＤ－Ｒに格納するもの　　　※完成図　（※ＣＡＤ　※ＰＤＦ）　　※監督職員が指示した図面等

　　　　　　　　　　　　　　　※完成写真（※外観図５枚程度　　※内観図５枚程度）

　　　　　　　　　　　　　　　※工事概要ファイル

　　　４年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部】」、官庁営繕事業に係る電子納品ガイドライン（案）等の運用の

　　　改正について（平成２６年４月２５日付け営第８５号）」（（以下、「要領等」という。）に基づいて作成

　　　すること。

18　設備工事との取合い

梁・床・壁貫通部

壁埋込型器具類

天井埋込型器具類下地

● ●

●

● ●

●

● ●

●

電気 機械 建築

補強

スリーブ

補強

仮枠

切込、補強

墨出し

種　　　別 区　　　分

回数 中間検査の時期

第１回

第２回

測定個所数

室の床面積Ａ(㎡)

4

500＜Ａ

3

200＜Ａ≦500

2

50＜Ａ≦200

1

Ａ≦50

分　類

着　工　前

工　事　中

完　成　時

営繕年報用

規　格

　サ－ビス版

　サ－ビス版

・サ－ビス版

・キャビネ版

・キャビネ版

撮　影　箇　所

工事写真の撮り方建築設備編

工事写真の撮り方建築設備編

工事写真の撮り方建築設備編

同上　　　　　　　　　　　

外部１枚、内部１枚　　　　

提出部数

 9　建築材料等

　　　　　　　※電子納品対象工事にあってはＣＤ－Ｒ　　※その他監督職員の指示するもの

章 特記事項項　　目

18　設備工事との取合い

(３)　秋田県庁環境保全率先実行計画の推進（省略）

(４)　環境関連法規等の遵守

　　　環境に関する法令、条例、協定、その他の合意事項を順守し、環境汚染の防止に努めます。

20　環境への配慮

(１)　総合的な環境保全施策の推進

平成２５年４月１日秋田県庁環境方針

(２)　事業活動における積極的な環境配慮の実施

　　　公共事業の実施において、公共事業環境配慮システムを基に、環境に配慮した事業を実施し、環境負荷

19　瑕疵点検

・適用しない

防火戸

軽量鉄骨壁の機器取付け用の補強、吊ボルト用インサ－ト

自動閉鎖装置

開閉装置、二次配線・操作スイッチ

二次配管

● ●

機械室電気室等の設備機器の基礎、機械室電気室等の設備ピット

(蓋含む)、自立型制御盤の基礎、自立型アンテナの基礎、床点検

口、天井点検口、消火水槽用マンホ－ル

●

●

● ●

●

●

電動シャッター、自動扉

※施工図　　設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を受けること。

別途機器への接続

21　発注者が実施する調

　査等に対する協力

　当該工事が公共事業労務費調査等の対象工事となった場合には、調査に協力しなければならない。

22　工事の余裕期間 ※適用しない

・適用する（・発注者指定方式　・任意着手方式）

　　適用する場合は別に定める「余裕期間に係る特記事項」によること。

表示板の形式

建築工事の表示

工 事 名 称

構造・規模

工 事 期 間

建　築　主

設　計　者

工事監理者

工事監督者

工事施工者

注 1　表示板は、風圧に耐えるよう配慮すること。

　 2　地色は、マンセル記号１ＧＹ７．５/８とし黒文字（角ゴシック）で表現する。

　 3　建築主は、契約担当者名とすること。

　 4　表示板の大きさ

　※１号（横１８０㎝×縦９０㎝）　　　・２号（横２４０㎝×縦１２０㎝）

　・３号（横３６０㎝×縦１８０㎝）　　・その他（　　　　　　　　　）

 4　工事表示板の設置

表示時期　工事着工時から完成時まで

位置等　監督職員が指定する位置に一箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 2. 3. 1)

工事用水　　構内既存の施設　　・利用できる　（※有償　・無償）　　・利用できない

工事用電力　構内既存の施設　　・利用できる　（※有償　・無償）　　・利用できない

 3　工事用水及び電力

 2　監督職員事務所

・設ける　規模：・10㎡程度　　・20㎡程度　　・35㎡程度　　・65㎡程度　　・100㎡程度

　　　　　　　　・受注者事務所の中に監督員職用スペ－ス（　　　）㎡程度確保する。

・設けない

設置の有無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 2. 3. 1)

 1　仮設足場 外部足場　※枠組足場（※手すり先行工法　・その他　）

 1　支持力又は支持地盤

　の確認

　・杭の載荷試験（　　　）箇所　　最大荷重（　　）ｔ　構造図（　　　）による

　　（鉛直又は水平載荷試験）

　・地盤の載荷試験（　　　）箇所　最大荷重（　　）ｔ　試験する深さ設計GL-（　　）ｍ

　　（平板載荷試験）

載荷試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 4. 2. 3～4)

試験杭の位置、本数、及び寸法　※図示（構造図）による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 2. 2)

 3　山留め 有無　　・有り　　・無し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 3. 3. 1)

 2　建設発生土の処理

発生場所　（　　　　　　　　　　　　　　）

受入条件　（　　　　　　　　　　　　　　）

・構外指示の場所に搬出する（搬出先は特記1．3発生材の処理による）

・構内指示の場所にたい積する。

・構内指示の場所に敷きならす。

建設発生土量　（　　　　　　　　　　）m3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 3. 2. 5)

 1　埋戻し及び盛土の種

　別

・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 3. 2. 3)(表3. 2. 1)

　　　　・存置する（存置範囲（※図示　・　　　））

撤去　　※存置しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 3. 3. 3)

※表示しない 5　工事概要の表示

 2　既成コンクリート杭

　地業 ・遠心力高強度プレストレストコンクリ－ト杭（ＰＨＣ杭）

・プレストレストコンクリ－ト杭（ＰＲＣ杭）

杭の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 3. 2)

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

章 特記事項項　　目

杭の寸法、継手、性能等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 4. 3. 2～3)

　　　　　　　・無溶接継手　　　※評定による

　　　　　　　　・油圧ハンマー　・ディーゼルハンマー　・（　　　　）

　　　　　　　　・プレボーリングの併用　掘削深さ現地盤－（　　）ｍ　径（　　）mm

　　　　　　　　工法　・プレボーリング拡大根固め工法　・（　　　　　　　　）

　　　　　　　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　（　　）ｍ程度

　　　　　　　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　（　　）ｍ以上

・処理しない（切断しない）

・処理する　　処理方法（切断及び補強方法）　・図示　構造図（　　　）による

杭頭の中詰め材料　　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・（　　　　　）

杭頭の処理（切断方法）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 3. 7)

　　　　　　　・セメントミルク工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 3. 4)

　　　　　　　・特定埋込杭工法（建築基準法に基づく埋込み工法）　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 3. 5)

杭の施工方法　・打込み工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 3. 3)

先端形状　　　・開放型　　・半開放型　　・閉そく型　　・（　　　）　　　　　　　　　　　　　( 4. 3. 2)

継手　　　　　・アーク溶接継手　※標仕7.2.5(a)(b)　・図示（　　　）　　　　　　　　　　　　 ( 4. 3. 6)

試験杭　　　　位置　※図示　　　打込杭推定支持力の算定　※図示　・（　　）　　　　　　　　　( 4. 2. 2)

　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００㎜以下　　・（　　　　　）

　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　　・評定条件又は認定条件による

杭の精度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 4. 3. 3～5)

上杭

中杭

下杭

試験杭

本杭

上杭

中杭

下杭

種類 強度

ｺﾝｸﾘｰﾄ

(N/mm2)

杭径

(mm) (mm)

厚さ

(mm)

杭長

継手数 ｾｯﾄ数

長期設計

支持力

本杭

上杭

中杭

下杭

　　　　　　　・無溶接継手　　　※評定による

　　　　　　　　・油圧ハンマー　・ディーゼルハンマー　・（　　　　）

　　　　　　　　・プレボーリングの併用　掘削深さ現地盤－（　　）ｍ　径（　　）mm

　　　　　　　　工法　・中堀拡大根固め工法　・（　　　　　　　　）

・処理しない（切断しない）

・処理する　　処理方法（切断及び補強方法）　・図示　構造図（　　　）による

杭頭の中詰め材料　　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・（　　　　　）

　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００㎜以下　　・（　　　　　）

　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　　・評定条件又は認定条件による

試験杭　　　　位置　※図示　　　打込杭推定支持力の算定　※図示　・（　　）　　　　　　　　　( 4. 2. 2)

継手　　　　　・アーク溶接継手　※標仕7.2.5(a)(b)　・図示（　　　）　　　　　　　　　　　　 ( 4. 4. 5)

先端形状　　　・開放型　　・半開放型　　・閉そく型　　・（　　　）　　　　　　　　　　　　　( 4. 4. 2)

杭の施工方法　・打込み工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 4. 3)

　　　　　　　・特定埋込杭工法（建築基準法に基づく埋込み工法）　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 4. 4)

杭頭の処理（切断方法）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 4. 6)

杭の精度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 4. 4. 3～4)

 3　鋼杭地業 鋼杭の種類　　・鋼管杭　　・Ｈ形鋼杭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 4. 2)

種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・（　　　　　　）　　　　　　　　　　　　( 4. 4. 2)

杭の寸法、継手、性能等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 4. 2)

上杭

中杭

下杭

試験杭

種類

杭径

(mm) (mm) (mm)

杭長

継手数 ｾｯﾄ数

長期設計

支持力

板厚

寸法等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 2. 2)

(mm)

軸径 拡底径

(mm) (mm)

杭長

セット数

試験杭

本杭

長期設計

支持力 備考

鉄筋　　種類、帯筋、最小かぶり厚さ、重ね継手、定着長さ、鉄筋かごの補強

コンクリ－ト　セメント　※高炉セメントＢ種　・（　　　　）

　　　　　　　設計基準強度（Fc）　・（　　　　）

　　　　　　　コンクリ－トの種別　・Ａ種　・Ｂ種

　　　　　　　構造体補正　・３N/mm２　・（　　　）

　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張り　※行う　・行わない）

孔壁測定　・行う（測定方法、測定箇所は図示による）　　　・行わない

　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　　・評定条件又は認定条件による

　水平方向の位置ずれ　　・１００㎜以下

試験杭　　　　位置　※図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 5. 4)

　　　　・図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 5. 3)

掘削工法　　・ア－スドリル工法（※安定液使用）　　・リバ－ス工法　　　　　　　　　　　　　　( 4. 5. 4)

杭の精度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 4. 5. 4～5)

 5　砂利及び砂地業 ※再生クラッシャラン（※厚さ60mm　・厚さ　　mm）　　・（　　　　　　）　　　　　　　　　　　( 4. 6. 3)

 6　捨てコンクリート ※捨てコンクリート　（※厚さ50mm　・厚さ　　mm）　　・（　　　　　　）　　　　　　　　　　　( 4. 6. 4)

 7　床下防湿層 ※設ける　・設けない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4. 6. 5)

 8　地盤改良 六価クロム溶出試験　※行う　　試験方法（　　　　　　）　　検体数（　　　　　）

　　　　　　　　　　※行わない

１　工 事 名

２　工事場所

部

部

部

部

部

１

　

一

般

共

通

事

項

１

　

一

般

共

通

事

項

１

　

一

般

共

通

事

項

２

　

仮

設

工

事

４

　

地

業

工

事

３

　

土

工

事

４

　

地

業

工

事

５　建物用途　　建築基準法による用途（　　　　　　　　　      　）

６　消防法施行令別表第１の区分　　　（　　　      　　　　　　　）

コンクリート杭地業

 4　場所打ち

コンクリート杭地業

 2　既成

  可とし、その仕様等は監督職員の指示による。

　この表のほか監督職員が必要と認め、指示した箇所及び部数とする。また、上記の写真はデジタル写真も

建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の(１)から(４)

(１)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他

(２)　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

(３)　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可

(４)　(１)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセドアル

設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の①又は②に該当す

　　  以外の材料

　①　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

      (1)　項目は、番号に○印のついたものを適用する。

      (2)　特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

      (3)　特記事項に記載の（　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図面又は当該表を示す。

　　　     ・印と※印がついた場合は、共に適用する。

　　  (平成２８年版）」以下（以下「標準仕様書」という。）による。

１　　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

　 れた建設機械を使用する。　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 3.10)

　 械を使用する。　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 3.10)

　秋田県公安委員会告示第１４４号（平成１８年１０月６日）による。

　特定の種別の警備業務は、警備員等の検定等に関する規則（平成１７年国家公安委員会規則第２０号）及び

　  計画書を、また工事完成時に同計画書の実施書を監督員に提出するものとする。　　　　　　　　( 1. 3.11)

　  税が課税されるので適正に処理するものとする。

　4　建築材料･設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新年版）（（一社）公共建築協会）

　  （以下「評価名簿」という。）に記載の製品

　   ① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　   ② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　   ③ 安定的な供給が可能であること。

　   ④ 法令等で定める許可、認定又は免許を取得していること。

　   ⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　   ⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　　    外部機関が発行する証明書の写しを監督職員に提出をして承諾をうけるものとする。

　  に該当するものとする。

　　監督職員の承諾を受けること。

　　また、商品名等が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する場合は

　次の室の揮発性有機化合物等の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、

  監督職員に報告すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 1. 5. 9)

受注者は、次により電子納品を行うものとする。ただし、監督職員の承諾があった場合はこの限りでない。

(１)　完成図書等は、「官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン（営繕工事編）、営繕工事要領【平成２

(２)　電子データは、「要領等」に示されたファイルフォーマットに基づいて作成すること。

(３)　設計監理業務として行う営繕年報作成のため、工事諸元情報の提供に協力すること。

      「要領等」で特に記載のない項目については、原則として電子データを提出する義務はないが、解釈に疑

　　　義がある場合は監督職員と協議の上、電子化の是非を決定するものとする。

   施工範囲

　秋田県は県の事務事業において、環境にやさしい行動が定着することを目指し、環境に与える負荷を低減する

  取り組みを継続的に推進するため「あきたエコマネジメントシステム」構築し運用している。受注者は監督職員

  と協議を行い、県の定める環境方針を具体的に公共事業に反映させるよう努めなければならない。

　　 「自然と人との共存可能な社会構築」、「環境への負荷の少ない循環を基調とした社会の構築」、「地

　　  球環境保全への積極的な取組み」、「環境保全に向けての全ての主体の参加」を基本としながら　、

　    第二次秋田県環境基本計画に掲げる環境保全施策を推進します。

　　  の低減に努めます。

  積極的に行動します。

　秋田県庁は自らが行う事務事業活動が環境に及ぼす影響を継続的に改善していくため、次の方針に基づき

　（足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成２１年４月２４日）」に

　 より、設置については「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」によるものとする。）

　　　　　　　　　その他監督職員の指示するもの。縮小製本図を備える場合は（　  ）部

　　　　　備品：※机、いす、電話、書棚、黒板、ゴム長靴、雨合羽、保安帽、安全帯、冷暖房機器、

・表示する　（建物のイメ－ジがわかるようパ－ス等を活用して表示する。

　　　　　　  サイズ１，８００×９００　カラ－コピ－ラミネ－ト加工程度）

　　（　  　人・日）

・特別管理産業廃棄物　種　　類：（　　　　　　　　　　）

　　　  なお、5の材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料又は、

※適用する　　契約事項による瑕疵担保期間満了前に瑕疵点検を行うので受注者は立ち会うこと。

(kN/本)

(kN/本)

(kN/本)

補正年月日 補正内容 備　考 作成年月

工事名称

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

旧県立美術館改修工事

2019.3

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

建築工事 特記仕様書 １
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Ａ－０１

 4　電気保安技術者

 5　施工条件

３

１

１

１

３

ＲＣ造 Ｓ造

32

３

増築棟

３

秋田市千秋明徳町３番７号

第３種風致地区

 

5,051.75㎡

 

準防火地域

 

1,627.55㎡

 

旧県立美術館改修工事

1,676.53㎡

 

既存部

全体

300

秋田市建築課

秋田市長  穂積　志

株式会社コスモス設計

旧県立美術館改修工事

構造図 S-01図 構造設計特記仕様による。
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1

７ヶ所

市民活動スペース

スタジオＡ１

スタジオＢ
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スタジオＡ３

ＳＴＫ４９０

羽根付

先端羽根付鋼管杭

ｽｸﾘｭｰﾊﾟｲﾙEAZE工法同等以上 
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秋田市、秋田県警察署

がれき(石類)

29.75㎡

 

 

1,706.28㎡

 

2,883.42㎡

106.34㎡

2,989.76㎡

1.0

ＲＣ造　３階建て、鉄骨造 ３階建て 　 2,989.76㎡

集会場

集会場

契約後の協議による

契約後の協議による

契約後の協議による

契約後の協議による

契約後の協議による

館名文字

3 / 58



章 特記事項項　　目

 1　鉄筋の種類

鉄筋コンクリート用棒鋼

規格名称 種類の記号 径（ｍｍ）

※ＳＤ２９５Ａ

※ＳＤ３４５

※D16以下 ・(　　　　)

※D19以上 ・(　　　　)

 2　溶接金網

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 5. 2. 1)

ＪＩＳ規格品：網目形状（　　　　）寸法（　　　　）鉄線径（　　　　）　　　　　　　　　　　　( 5. 2. 2)

 3　鉄筋の継手

・基礎スラブなど

・その他（　　　　　）

適用箇所

・柱主筋

・梁主筋

・耐力壁

継手方法

　・機械式継手の場合　種類（　　　　　　　）

継手方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 5. 3. 4)( 5. 5. 2)

 4　耐久性上不利な箇所

施工箇所 標仕 表5.3.6の値に加える寸法（㎜）

 5　圧接完了後の試験

　　　　　抜取試験　　※超音波探傷試験　　・引張試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 5. 3. 5)

試験方法　外観試験　　※行う（全圧接部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 5. 4. 9)

 6　各部配筋

・基礎、基礎梁 ・図示（各部配筋参考図又は構造図）による　・（　　　　）

配筋、継手、定着等

・柱

・梁

・その他（　　　　　）

・スラブ

・階段

適用箇所

・図示（各部配筋参考図又は構造図）による　・（　　　　）

・図示（各部配筋参考図又は構造図）による　・（　　　　）

・図示（各部配筋参考図又は構造図）による　・（　　　　）

・図示（各部配筋参考図又は構造図）による　・（　　　　）

・図示（各部配筋参考図又は構造図）による　・（　　　　）

・図示（各部配筋参考図又は構造図）による　・（　　　　）

・図示（各部配筋参考図又は構造図）による　・（　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 5. 3. 7)

・壁　・壁開口部

・梁貫通孔

 1　コンクリートの種類

　※なし    ・あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

コンクリートの種別　※Ⅰ類　・Ⅱ類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 6. 2. 1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 6. 2. 1～4)

設計基準強度

（N/mm2）

※普通

・２１

・

スランプ

（cm）

・１５

・１８ 柱、梁、スラブ、壁

コンクリート種類 適用箇所

・軽量

・１種

・２種

・２１

・

　・普通ポルトランドセメント    ・混合セメントＡ種

　・その他（種類　　　　　　　　　　、適用箇所　　　　　　　　　　）

使用骨材　アルカリシリカ反応による区分

　※Ａ　・Ｂ（コンクリート中のアルカリ総量3.0㎏/m3以下であることを計画調合により確認）

混和材料　種類（　　　　）

セメントの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 6. 3. 1)

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

種類 施工箇所

種類 適用箇所

ひび割れ誘発目地の位置、形状、寸法等　・図示による　・(     )

外部に面するコンクリート打放し仕上げの打増し厚さ　・20㎜　・図示による　　　　　　　　　　　( 6. 8. 2)

適用期間　(　　)月　～　(　　)月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 6.11. 1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 6.14. 1)

設計基準強度(N/mm2) 適用箇所スランプ(cm)

・１５　・１８

・

※１８

※適用する　・適用しない

 1　鉄骨の製作工場

※適用する　　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 7. 1. 3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 7. 2. 1)

　形状、寸法　※図示による　・（　　　）

ＳＳ４００ ・規格品（JIS G 3101）　・7．2.10（ａ）に合格するもの

ＳＮ４００

ＳＮ４９０

ＳＳＣ４００

ＳＴＫ４００

ＳＴＫＲ４００

規格等材質

・規格品（JIS G 3136）

・規格品（JIS G 3136）

・規格品（JIS G 3350）　・7．2.10（ａ）に合格するもの

・規格品（JIS G 3444）　・7．2.10（ａ）に合格するもの

・規格品（JIS G 3466）　・7．2.10（ａ）に合格するもの

 2　コンクリートの品質

 3　打放し仕上げ

 4　コンクリートの材料

合板せき板を用いる打放し仕上げの種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 6. 2. 5)

 5　型枠

　※合板：厚さ　※12mm　・（   　）mm　　 　　・断熱材兼用型枠材

　・床型枠用鋼製デッキプレ－ト　　　　　　　  ・ＭＣＲ工法用シート

せき板の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 6. 8. 3)

 6　寒中コンクリート

 7　無筋コンクリート

 8　コンクリートの追加

製作工場の加工能力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 7. 1. 3)

　・Ｓグレード　　・Ｈグレ－ド　　・Ｍグレ－ド　　・Ｒグレ－ト　　・Ｊグレ－ド

　・監督職員が承諾した工場

 2　施工管理技術者

 3　鋼材の種類

章 特記事項項　　目

 8　鉄骨製作精度 ※「建築工事標準仕様書６鉄骨工事（ＪＡＳＳ６）」付則６「鉄骨精度検査基準」による　　　　　　( 7. 3. 3)

 6　アンカーボルト 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 7. 2. 4)( 7.10. 3)

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

　※標仕　表7.2.3による　　・（　　　）

ボルトの形状・寸法　　　　　　　　　　　※図示による　　・（　　　）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　※図示による　　・（　　　）

・建方用

・ＳＮＲ４００

・

・ＳＳ４００

・

※図示による

・Ｂ種

・

・Ａ種

・Ｃ種

・・構造用

保持及び埋込方法

・

・

・

種　類 材　質 適用箇所

 7　柱底均しモルタル 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 7. 2. 9)( 7.10. 3)

※Ａ種

適用箇所

無収縮モルタル評価名簿による

※無収縮モルタル　　　　

　※標仕7.2.9(b)による　

※無収縮モルタル　　　　

　※標仕7.2.9(b)による　

・Ｂ種

種　別 柱底均しモルタル材料

 5　普通ボルト ボルト及びナットの材料等　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 7. 2. 3)

　※標仕　表7.2.3による　　・（　　　　　）

 4　高力ボルト 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 7. 2. 2)

ボルトの形状・寸法　　　　　　　　　　　※図示による　　・（　　）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　※図示による　　・（　　）

※トルシア型高力ボルト

・ＪＩＳ型高力ボルト

・溶融亜鉛メッキ高力ボルト

※２種(S10T)　・　　　　　　

ボルトの径

※２種(F10T)　・　　　　　　

※１種(F8T) 　・　　　　　　

セットの種類ボルト種別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 8. 5. 4～5) 3　押出成形セメント板

出隅及び入隅のパネル接合の伸縮調整目地　※１５㎜　　 ・（　　　）

使用箇所

・間仕切壁

・外壁

・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　・Ｂ種

厚さ 長さ

 2　ＡＬＣパネル

・間仕切壁

・屋根・床

・外壁

※Ｆ種

使用箇所 構法種別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 8. 4. 2～5)

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

単位荷重

（N/㎡）

区分 厚さ 長さ 耐火性能

 1　ブロック

各部の配筋　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 8. 2. 5)( 8. 3. 3)

11　溶融亜鉛めっき 亜鉛めっきの種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 7.12. 3)(14. 2. 3)

種　別

※Ａ種　・　　

適用箇所

　溶融亜鉛めっき高力ボルトの摩擦面の処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 7. 2.14)

　・ブラスト処理

　・ブラスト処理以外の特別な処理　　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべり耐力等の確認方法（　　　　　　　　　）

 9　溶接接合 開先の形状　　　　　・図示（　　　　　）　　・（　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　( 7. 6. 4)

スカラップの形状　　・図示（　　　　　）　　・（　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　( 7. 6. 7)

　　　　　　　　　　・見え掛り部となる部分　・切除しない

　　　　　　　　　　・全て切除する　　　　　・図示（　　　　　）

エンドタブの切除する部分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 7. 6. 7)

完全溶込み溶接部の試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 7. 6.11)

※超音波探傷試験 ※4.0％ 　・2.5％ 二回抜き取り

試験の種別 備考

平均出検品質限界

ＡＯＱＬ

検査水準

※第６水準　・　　　　

10　耐火被覆 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 7. 9. 2)( 7. 9. 4～6)

・ラス張りモルタル塗り 標準仕様書１５章２節〔モルタル塗り〕による

建築基準法に基づく指定又は認定を受けたもの

建築基準法に基づく指定又は認定を受けたもの

備考材料及び工法種　別

・耐火吹付け材

・耐火板張り

・耐火材巻付け 建築基準法に基づく指定又は認定を受けたもの

屋根保護防水工法　防水層の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 9. 2. 3)( 9. 2. 5) 1　アスファルト防水

・Ａ－１

・Ａ－２

・Ａ－３

・ＡＩ－１

保護密着工法

保護密着断熱工法

保護絶縁工法

保護絶縁断熱工法

・ＡＩ－２

・ＡＩ－３

・Ｂ－１

・Ｂ－２

・Ｂ－３

・ＢＩ－１

・ＢＩ－２

・ＢＩ－３

断熱材の

厚さ(mm)

・コンクリート押え

・乾式保護材

・セメントれんが

施工箇所種　　別 立上り部の保護

材料　・耐力壁　　　　　　　　　　　※空洞ブロック16　　・（　　）　　　　　　　　　　　　　( 8. 2. 2)

　　　・帳壁等　　　　　　　　　　　※空洞ブロック16　　・（　　）　　　　　　　　　　　　　( 8. 3. 2)

　　　・衛生配管用裏積みブロック等　※空洞ブロック08　　・（　　）
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屋根露出防水工法　防水層の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 9. 2. 3～4)

　・図示による　　　・（　　　　　　　）

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレイン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

屋根防水　防水層の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 9. 2. 3～5)

断熱材の

厚さ(mm)

施工箇所種　　別

仕上塗料

使用量種類

露出絶縁断熱工法

露出絶縁工法

・Ｄ－１

・Ｄ－２

・Ｄ－３

・Ｄ－４

・ＤＩ－１

・ＤＩ－２

施工箇所種　　別

・適用する

　施工箇所（　　　　　）

・適用しない

・図示による

・(　　　　)

密着工法

・Ｅ－１

・Ｅ－２

下地のモルタル塗り 屋根排水溝

 1　アスファルト防水

 6　シーリング シーリング材の種類及び施工箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 9. 7. 2)

施工箇所種　類 記　号

シーリング材の目地寸法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 9. 7. 3)

　・コンクリートの打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地

　　※幅２０mm 以上，深さ１０mm 以上　　・（　　　　　　）

　・ガラス回りの目地（１６.１４.３［ガラス溝の寸法、形状等］による場合を除く）

　　※幅・深さとも５mm 以上　　　・（　　　　　　）

シーリング材の接着性試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 9. 7. 5)

　・上記以外の箇所の目地

　　※幅・深さとも１０mm 以上　　 ・（　　　　　　）

　　・実施しない　試験成績書により、監督職員の承諾を受けて省略

　　・実施する　　※簡易接着性試験　・引張接着性試験

 7　施工票

。

　屋根防水工事完了後、仕様、施工業者名、完成年月日を記載した施工票を監督職員の指示する位置に取り付ける

完成年月日

仕　　　様

施　工　者

125mm

8

5

m

m

 5　ケイ酸質系塗布防水 防水層の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 9. 6. 3)

種　別 施工箇所

防水層の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 9. 5. 3) 4　塗膜防水

種　　別

ウレタン塗膜工法

施工箇所

・Ｘ－１

・Ｘ－２

・Ｙ－１

・Ｙ－２

絶縁工法

密着工法

ゴムアスフルト系塗膜防水

仕上塗料

使用量種類

種別Ｘ－１の場合の脱気装置の種類及び設置数

　種　類　・主材料製造所の指定による　・（　　　　　　　　）

　設置数　（　　　　　）箇所

種別Y-2の場合の保護層　・設置する　　　・設置しない

防水層の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 9. 4. 3)

種　　別

断熱材の

厚さ(mm)

密着工法

機械的固定工法

接着工法

（断熱工法）

（断熱工法）

機械的固定工法

屋内保護密着工法 ・S-C1

・SI-M2

・SI-M1

・SI-F2

・SI-F1

・S-M3

・S-M2

・S-M1

・S-F1

・S-F2

仕上塗料

使用量種類

施工箇所

屋根露出防水工法　防水層の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 9. 3. 3)

・AS-T1

・AS-T2

・AS-T3

・AS-T4

・AS-J1

・ASI-T1

・ASI-J1

種　　別 施工箇所

露出密着工法

露出絶縁工法

露出絶縁断熱工法

断熱材の

厚さ(mm)

・設置する

・設置しない

防湿層

仕上塗料

使用量種類

10  1　施工 粗面仕上げとする場合の地中その他の材料等にのみ込みとなる部分の仕上げ　　　　　　　　　　　　(10. 1. 3)

　・図示による　　・（　　　　　）

屋内の床を本磨きとする場合のワックス使用　　・使用する　　・使用しない

 2　石材 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10. 2. 1)

・天然石

・テラゾ

区分 石材の種類 品質 形状 寸法 表面仕上げの種類施工箇所

 3　その他の材料 ・乾式工金物の取付け方式　　・スライド方式　　・ロッキング方式　　　　　　　　　　　　　　　(10. 2. 2)

・あと施工アンカーの材質及び寸法　（　　　　　　　　　　）

・外壁湿式工法に使用するドレインパイプの材質　（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　(10. 2. 3)

 4　外壁湿式工法 石裏面処理及び裏打ち処理　・適用する　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10. 3. 2)

石裏面処理及び裏打ち処理　・適用する　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10. 5. 2) 5　乾式工法

外壁に適用する場合の建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　　　　　　　　　　　　　　(10. 5. 3)

　・（　　　　　　　　　　　）
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 1　タイル材料

形状寸法

(mm)

色役物うわぐすり吸水率による区分

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

類 類 類

有 無

標

準

有 無

耐滑り性

耐凍害性

備考

利用

再生材

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

タイルの形状、寸法、種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(11. 2. 2)(11. 3. 2)(11. 4. 2)

　役物：標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(11. 2. 2)

タイルの見本焼き　※行わない　・行う

タイルの試験張り　※行わない　・行う

11

注

文

 2　陶磁器質タイル張り モルタル塗りを行うコンクリート素地面　・ＭＣＲ工法　・目荒らし工法　　　　　　　　(11. 2. 7)(11. 3. 7)

壁タイル張りの工法

・内装タイル

・外装タイル

・ユニットタイル

・改良積み上げ張り・接着剤張り

・密着張り・改良積み上げ張り・改良圧着張り・接着剤張り

・マスク張り・モザイクタイル張り・接着剤張り

工法タイルの種類

 3　陶磁器質タイル型枠 外装タイルの型枠先付けの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(11. 4. 3)

　・タイルシ－ト法　　　・目地桝法　　　・桟木法

石材の厚さ　（　　　　）

石裏面の処理及び裏打ち処理　・適用する　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　(10. 6. 2)(10. 7. 2)

目地へのシーリング材　　　　・適用する　・適用しない

アーチ、上げ裏、笠木、甲板等に取り付ける場合及び隔て板等に使用する場合の取付け工法　　　　　(10. 7. 1)

　・外壁湿式工法　　・内壁空済工法　　・乾式工法

12  1　木材 ※木材は、原則として県産材を使用する。

製材

・ＪＡＳ規格品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 2. 1)

・下地用針葉樹製材

・図示による

樹種・寸法・形状

・造作用針葉樹製材

・

・図示による

・

・図示による

・

・広葉樹製材

種別

※２級

等級

※Ａ種(１５％以下)

・Ｂ種(２０％以下)

含水率

・

・

・

※１等

※Ａ種(１５％以下)

・Ｂ種(１８％以下)

※１０％以下

・

適用箇所

・ＪＡＳ規格品以外　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 2. 1)

　・なし　　※有り（　　　　　）

　代用樹種を使用しない箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 2. 1)

造作用集成材

・ＪＡＳ規格品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 2. 1)

・造作用集成材

・化粧ばり造作用集成材

種別

・図示による

・

※Ａ種(１５％以下)

・

※Ａ種(１５％以下)

・Ｂ種(１８％以下)

等級

材面の

含水率樹種・寸法

化粧薄板

の厚さ

※１等

・

※１等

・Ｂ種(１８％以下)

※Ａ種(１５％以下)

・Ｂ種(１８％以下)

適用箇所

・化粧ばり構造用集成材

・造作用集成材

・化粧ばり造作用集成材

種別

・図示による

・

材面の

含水率樹種・寸法

化粧薄板

の厚さ

適用箇所

・ＪＡＳ規格品以外　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 2. 1)

品質

※１５％以下

・

※１５％以下

・

※１５％以下

・

・化粧ばり構造用集成材

造作用単板積層材

厚さ 表面の化粧加工

・有り

・天然木化粧加工

・なし（等級：　　　　　）

防虫処理 含水率 適用箇所

・適用する

・適用しない

※Ａ種(１５％以下)

・Ｂ種(１８％以下)

・ＪＡＳ規格品以外　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 2. 1)

厚さ 表面の化粧加工

・有り

・天然木化粧加工

・なし（等級：　　　　　）

防虫処理 含水率 適用箇所

・適用する

・適用しない

・ＪＡＳ規格品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 2. 1)

※１４％以下

・

床張り用合板等

・普通合板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 2. 1)

・

※5.5mm

厚さ 樹種 接着の程度

・１類

・

・広葉樹

・針葉樹

板面の品質

（※２等以上　・　　　）

（※C-D以上　 ・　　　）

防虫処理

・適用する

・適用しない

適用箇所

・構造用合板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 2. 1)

適用箇所

・塗装加工

・塗装加工

10５

　

鉄

筋

工

事

７

　

鉄

骨

工

事

９

　

防

水

工

事

　

　

石

工

事

　

　

タ

イ

ル

工

事

　

　

木

工

事

６

　

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

８

　

Ｃ

Ｂ

・

Ａ

Ｌ

Ｃ

押

出

成

形

板

工

事

　

　

石

工

事

９

　

防

水

工

事

７

　

鉄

骨

工

事

※２級以上

厚さ 樹種

※12mm

接着の程度

※Ｃ－Ｄ以上

・

板面の品質 防虫処理

・

・１類

・

・適用する

・適用しない

・適用する

強度等級

・適用しない

(　　　　　)

等級

パネル相互の目地幅　※長辺８㎜以上、短辺１５㎜以上　 ・（　　　）

 外壁パネル構法の場合のパネル幅を３００mm未満とする　・適用する　・適用しない

 出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との取合い部の伸縮目地

 目地幅（　　）㎜　　　耐火目地材の充填　・適用する　・適用しない

・ガス圧接（D   以上）　・重ね継手　・（　　　　）

・ガス圧接（D   以上）　・重ね継手　・（　　　　）

・ガス圧接（D   以上）　・重ね継手　・（　　　　）

・ガス圧接（D   以上）　・重ね継手　・（　　　　）

・ガス圧接（D   以上）　・重ね継手　・（　　　　）

コンクリート)

特殊な性能要求における（コンクリート建築基準法第３７条第二号に規定する国土交通大臣の認定を受けた

　  品質試験

　  の鉄筋のかぶり厚さ

  （平成２８年３月１５日付け営第９２９号）」による

　追加品質管理の方法及び適用基準等は「営繕工事におけるコンクリートの耐久性向上施策の取扱方針

　建築基準法第７７条の５６に基づき国土交通大臣から認可を受けた指定性能評価機関（日本鉄骨評価センター

  認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

  及び全国鉄骨評価機構）の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める次のグレードとして、国土交通大臣から

　無収縮モルタルの材料、調合等

　無収縮モルタルの材料、調合等

施

ゆ

う

無

ゆ

う

　  シート防水

 2　改質アスファルト

 3　合成高分子

　  ルーフィング防水

　  部位の石張り

 6　床及び階段・特殊

　  先付け

100x100

6φ正方形

工法種別

※Ｃ－ＵＩ

・Ｃ－ＵＰ

・下地材

・仕上げ材

・造作材

種別

・適用する

・適用しない

含水率

・適用する

・適用しない

防虫処理 難燃処理

※Ａ種(15％以下)

・Ｂ種(20％以下)

※Ａ種(15％以下)

・Ｂ種(18％以下)

※Ａ種

・Ｂ種

・

材面の品質 適用箇所

A1

A3

補正年月日 補正内容 備　考 作成年月

工事名称

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

旧県立美術館改修工事

2019.3

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

 

1/NON

 

 

1/NON

 

建築工事 特記仕様書 ２

Ａ－０２

・２１

ピット内 床、壁

６０

柱脚

19

19

19

19

19

捨てコン

柱脚

変成シリコン

MS-2

外壁、屋根、金属類の取り合い部

外部:外壁

鉄骨階段

屋根、庇、樋

御影石 １等

男子トイレ　御垂れ石

本磨き

図示

床 200角

外壁200角

PS-2

ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ

外部タイル部
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章 特記事項項　　目

 1　木材12 ・パーティクルボード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 2. 1)

表裏面の状態

による区分

曲げ強さに

による区分

接着剤による

区分 区分

難燃性による

※１３ ※Ｐ又はＭ ※１５mm

厚さ 適用箇所

・構造用パネル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 2. 1)

等級 厚さ 適用箇所

 2　表面仕上げ 見え掛り面の表面仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 1. 4)

・Ａ種（超自動機械かんな掛け仕上げ）

・Ｂ種（自動機械かんな掛け仕上げ）

・Ｃ種（サンダー掛け仕上げ）

種別 適用箇所又は部分

薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 3. 1) 3　防腐・防蟻処理

適用部位 保存処理性能区分

・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４

・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４

薬剤の塗布による防腐・防蟻処理

適用部位 処理の方法

※標仕１２．３．１　(３)(ⅱ)①～④よる

防虫処理の適用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12. 3. 2) 4　防虫処理

　・適用する　　適用部位　※造作材　・（　　　　　）

　　ラワン材を使用する場合（広葉樹製材の日本農林規格による保存処理の性能区分Ｋ1）

　・適用しない

 4　とい といの材種等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13. 5. 2)

※配管用鋼管

・硬質塩化ビニル管

・

※標仕 表13．5．3により行う　・行わない

材種 鋼管製といの防露巻き

 1　工法

あと施工アンカーとする場合の引抜き耐力の確認試験　※引張試験　・実施しない

14

 2　ステンレス表面仕上 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14. 2. 1)

※ＨＬ仕上げ

・Ｎｏ２Ｂ仕上げ（屋内で軽易な場合）

種類 施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）

 1　長尺金属板葺 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (13. 2. 2～3)

板及びコイルの種類

耐久性 めっき付着量

厚さ

・瓦棒葺（心木なし）※JIS G 3322の屋根用コイル

塗膜

・0.4

屋根葺形式

　建築基準法に基づき定まる耐風圧力及び積雪荷重に対応した工法　・（　　　　　　）

下葺材料　・アスファルトルーフィング９４０

　　　　　・改質アスファルトルーフィング下葺材　（・一般タイプ　・複層材タイプ　・粘着層付タイプ）

雪止め　　・設ける（図示による）　・設けない

13

　特殊工法は監督職員の承諾する専門工事業者とする。

 2　折板葺 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13. 3. 2)

折板の材料

・重ね形

・はぜ締め形

・

形式 山高 山ピッチ 厚さ

区分

材料による

区分

軒先面戸板

・鋼板製

・あり

・なし

断熱材張り　・あり（断熱材の種別：　　　　　厚さ：　　　　防火性能：　　　　　）

　　　　　　・なし

建築基準法に基づき定まる耐風圧力及び積雪荷重に対応した工法　・（　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13. 4. 2) 3　粘土瓦葺

※杉又はひのき

・

※幅21×高さ15

・

瓦桟木

材質 寸法

※杉又はひのき

・ ・

棟補強用心材

※幅40×高さ30

材質 寸法種類 大きさ 産地

粘土瓦

雪止め瓦　・使用する　・使用しない

・役物瓦　（　　　　　　　　　　　　）

建築基準法に基づき定まる耐風圧力及び積雪荷重に対応した工法　・（　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14. 2. 3)

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき ・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

施工箇所（手すり、タラップ以外）亜鉛めっきの種別

施工箇所（成形板、笠木、建具以外）

・A-1種　・A-2種　・B-1種　・B-2種

・C-1種　・C-2種　・D種

種別

屋外の場合の野野縁受，吊りボルト及びインサートの間隔　・（　　　　　　　）　　　　　　　　　(14. 4. 4)

天井下地材の補強

　・天井のふところが3mを超える場合の補強　　※方法は図示による　・（　　　　）

　＜屋内＞　※１９形　・２５形　　＜屋外＞　・１９形　※２５形

スタッド、ランナ－などの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14. 5. 3)

　※標仕 表１４．５．１による

　・スタッドの高さが５．０ｍを超える場合　　※図示による　・（　　　　）

　・

受材の取付工法　※構造体施工時の取付　・あと施工アンカー　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14. 1. 3)

 4　鉄鋼の亜鉛めっき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14. 2. 2)

 5　軽量鉄骨天井下地 野縁などの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14. 4. 2)

　・耐震性を考慮した補強　　※方法は図示による　・（　　　　）

　・耐風性を考慮した補強（屋外の軒天井、ピロティー天井等）

　　　　　　　　　　　　　　※方法は図示による　・（　　　　）

 6　軽量鉄骨壁下地

　

　

木

工

事

　

　

金

属

工

事

　

　

屋

根

及

び

と

い

工

事

　  表面処理

　  アルミニウム合金の

 3　アルミニウム及び

　屋根葺工法　・（　　　　　　     　）

章 特記事項項　　目

14 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14. 6. 2)

取付け用

下地

・押出し

・押出し

・ロール

板 厚

板 幅

・適用する

・適用しない

・アルミニウム

製法材種 寸法 形状 表面処理

15  1　セルフレベリング材

 2　仕上塗材仕上げ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(15. 5. 2)(15. 5. 6)(表15. 5. 1)

(スタッコ)

厚付け仕上塗材

・

・

・

薄付け仕上塗材

複層仕上塗材

軽量骨材仕上塗材

・

・

・

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

種類(呼び名)

種類　　※セメント系　　・せっこう系　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(15. 4. 2)

工法形状規格名称

※水系アクリルつやあり

上塗り材

※砂壁状

※平坦状

・吹付け

・こて塗り

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ＡＬＣパネルの場合の下地処理　内壁目地部の形状　※Ｖ形目地付き　・（　　　　）

所要量等の確認　　　　　※標仕 表１５．５．４による　・（　　　　　　）

　（防水形の仕上塗材及び軽量骨材仕上塗材の場合は、標仕　表15.5.4.以外は単位面積当たりの使用料による）

・手すり

・タラップ

・ステンレスＳＵＳ３０４

・鋼製

・鋼製

・ステンレスＳＵＳ３０４

材質

標仕　表１４．２．２の(　　)種

表面処理の種別

 3　マスチック塗材塗り マスチック塗材塗り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(15. 6. 2)

　・Ａ種　　・Ｂ種（仕上材塗りＥＰ－Ｇ　※Ｂ種　　・Ａ種）

ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・第三種　　　　　　　　　　　　　　　　(15. 8. 2) 4　ロックウール吹付け

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※Ｆ☆☆☆☆　・第三種

仕上げ吹付け厚さ　・（　　　　　）

16  1　アルミニウム製建具 外部に面する建具　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 2. 2)(16. 2. 4)

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

種別 気密性耐風圧性 水密性

建具表による

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

枠見込寸法

表面処理の種別

　　　　　　Ｂ－２種の場合　・ブロンズカラー（標準色）　・ブロンズカラー（黒色）　・ステンカラー

　　　　　　Ｃ－２種の場合　・ブロンズカラー（標準色）　・ブロンズカラー（黒色）　・ステンカラー

結露水の処理方法　　※図示による　　・（　　　）

水切り板、ぜん板等　※図示による　　・（　　　）

鉄骨下地の溶接箇所の錆止処理　　・Ａ種　　・Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 2. 5)

Ａ－３

Ａ－３

Ａ－４

Ｗ－４

Ｗ－４

Ｗ－５

 2　網戸(防虫網戸) 防虫網　  ※合成樹脂　・ガラス繊維入り合成樹脂　・ステンレス（SUS316）　　　　　　　　　　　(16. 2. 3)

 3　樹脂製建具 外部に面する建具　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 3. 2)

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

種別 気密性耐風圧性 水密性

建具表による

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

枠見込寸法

Ｓ－６

Ａ－３

Ａ－３

Ｗ－４

Ｗ－４

Ｗ－５

表面色　　※標準色　　・特注色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 3. 4)

 4　鋼製建具 簡易気密型ドアセット　　　　※適用する　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　(16. 4. 2)(16. 4. 3)

外部に面する建具の耐風圧性　※Ｓ－４　　・Ｓ－５

鋼板

※Z12又はF12

・(　　　　)

※Y08

・(　　　　)

※標仕 表 16.4.2による

・(　　　　)

JIS G 3302 (溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)

JIS G 3317 (溶融亜鉛－5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯)

厚さめっきの付着量

簡易気密型ドアセット　※適用する　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 5. 2) 5　鋼製軽量建具

鋼板　                ※亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板

鋼板の厚さ　　　　　　※標仕 表 １６．５．１による　　・（　　　）

簡易気密型ドアセット　　　　※適用する　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 6. 2) 6　ステンレス製建具

外部に面する建具の耐風圧性　※Ｓ－４　　・Ｓ－５

鋼板＜屋外＞　　・SUS430JIL 　・SUS443J1　　・SUS304　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 6. 3)

鋼板＜屋外＞　　・SUS430　　　・SUS430JIL 　・SUS443J1　　・SUS304　　　　　　　　　　　　　(16. 6. 3)

 7　建具の追加性能 適用箇所は建具表による　　　　　　　　　　　　　　　(16. 2. 2)(16. 3. 2)(16. 4. 2)(16. 5. 2)(16. 6. 2)

　断熱ドアセット・断熱サッシ　　　　・適用する（断熱性の等級：Ｈ－　　)　  ・適用しない

　防音ドアセット・防音サッシ　　　　・適用する（遮音性の等級：Ｔ－　　)　　・適用しない

　耐震ドアセット（樹脂製建具除く）　・適用する（面内変形追随性の等級：Ｄ－　　）　　・適用しない

 8　木製建具 建具材の含水率　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 7. 2)

合板のホルムアルデヒドの放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・第三種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 7. 2)

ふすまの材料　　・Ⅰ型　　・Ⅱ型　　　　　　　・第三種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 7. 2)

建具用接着剤のホルムアルデヒドの放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・第三種　　　　　　　　　　　　　　　(16. 7. 2)

フラッシュ戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 7. 3)

厚さ表面材

・普通合板

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

※２．５以上　・　　　　　　

※３．２以上　

※２．４以上　

 7　金属成形板張り

 8　アルミニウム製笠木

表面処理　　※Ａ－１種　　※Ｂ－１種　　・Ａ－２種　　・Ｂ－２種

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (14. 8. 2～3) 9　手すり及びタラップ

鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　　・角出し曲げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 6. 5)

表面の仕上げ　　※ＨＬ　・（　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 6. 4)

　

　

金

属

工

事

　

　

建

具

工

事

　

　

左

官

工

事

　  塗り

＜屋外＞　※Ｂ－１種　　・（　  　）　　＜屋内＞　※Ｃ－１種　　・（　　　）　 　　　 　　　(16. 2. 4)
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14　ガラス 板ガラス　品種、厚さによる種類等　※図示による

複層ガラスJIS R 3209による断熱性　日射熱遮へい性による区分

　※１種　・２種　・３種　・４種　・５種

ガラスの留め材　・シ－リング　・ガスケット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.14. 2)

　※防火戸のガラスの留め材は、建築基準法に基づき定められ又は認定を受けた条件による。

13　オーバーヘッドドア 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.13. 2)

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

※バランス式

・チェーン式

・電動式

セクション材料による区分 開閉機能

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

※溶融亜鉛めっき鋼板

・ステンレス鋼板(SUS304)

収納形式 ガイドレール

耐風圧性能JIS A 4715による強さの区分　・１２５　・１００　・７５　・５０

開閉形式　※手動式　・上部電動式（手動併用式）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.12. 2)12　軽量シャッター

耐風圧性能JIS A 4704による強さの区分　・５０　・６５　・８０

スラットの材質　　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3312)　　　　　　　　　　　　　　　(16.12. 3)

　　　　　　　　　・塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3322)

スラット形状　　　・インタ－ロッキング形　・オ－バ－ラッピング形　　　　　　　　　　　　　　(16. 2. 4)

11　重量シャッター 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.11. 2)

種類　・管理用シャッター　・外壁用防火シャッター　・屋内用防火シャッター　・防煙シャッター

耐風圧性能JIS A 4704による強さの区分　・５０　・８０　・１２０

開閉機能　　　　　　　　　　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

シャッターケース（防火、防煙以外の場合）　・設ける　・設けない

煙・熱感知連動シャッターの危害防止機構　※障害物感知装置　・二段降下方式

スラット及びシャッターケース用鋼板の材質　・溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3302)　　　　　(16.11. 3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3312)

駆動方式　　　　※電気式　　　・（　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 9. 3)10　自動ドア(開閉装置)

センサーの種類　※光線（反射）スイッチ　　　・（　　　　）

凍結防止装置　　※外部に面するドアに設置する

 9　建具用金物 金物の種類・見え掛り部の材質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 8. 2)

開き戸

引　戸

その他

形式 金物の種類 見え掛り部の材質

マスタ－キ－の製作　※製作する　・製作しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16. 8. 4)

材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (17. 2. 2～5)

シーリング

材の種類

断熱材

製品の寸法

許容差

見え掛り部

の仕上げ

ガラス溝の

寸法・形状

取付け位置の

寸法許容差

材種

 2　メタルカーテンウォ

材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (17. 3. 2～5) 3　ＰＣカーテンウォー

コンクリート

の種類・品質

鉄筋 補強鉄線

シーリング

材の種類

断熱材

製品の寸法

許容差

仕上げ

寸法許容差

取付け位置の

17  1　カーテンウォールの 諸性能値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(17. 1. 3)

耐温度差性耐風圧性 耐震性 水密性 気密性 耐火性 遮音性 断熱性

　性能の確認方法及び判定方法　※適切な資料により監督職員の承諾を受ける
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工

事

　

　

カ

ー
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ー

ル

工

事

　  ル

    ール

    性能
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 5　合成樹脂塗床

・厚膜型塗床材

・弾性ウレタン樹脂系

・エポキシ樹脂系

・薄膜流し展べ工法

・厚膜流し展べ工法

・樹脂モルタル工法

※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

・防滑仕上げ

・平滑仕上げ

※平滑仕上げ

仕上げの種類

・薄塗型塗床材

種　別 工　法

 2　視聴覚者用床タイル 種類　※塩化ビニル製　　・（　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19. 2. 2)

形状　※３００×３００　　　　・（　　　）

 3　ビニル幅木 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19. 2. 2)

厚さ　※２．０　・（　　）

高さ　※６０　　・７５　　・１００

 4　カーペット敷き

種類

・織じゅうたん

・ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾆｰﾄﾞﾙﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

施工箇所 種別 形状 厚さ

・適用する

・適用しない

帯電性 工法

タイルカーペットの敷き方　※市松敷き（平場）　※模様流し（階段部分）

19 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19. 2. 2)

・ビニル床シート

・ビニル床タイル

※ Ｆ Ｓ 　

色柄

※2.0mm　・　　 

厚さ

※ 2.0m m　

種類

ビニル床シート工法の熱溶接　・適用する（施工箇所：　　　）　・適用しない　　　　　　　　　　(19. 2. 3)

・特殊機能床材(　　　)

・ゴム床タイル ・天然ゴム　・合成ゴム

壁紙の材料・施工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (19. 8. 2～3) 9　壁紙張り

防火性能

・せっこうボード面　　　　・Ａ種　※Ｂ種

・モルタル・プラスター面　・Ａ種　※Ｂ種

・コンクリート面　　　　　・Ａ種　※Ｂ種

壁紙の種類 素地ごしらえの種別

10　断熱材 断熱材の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19. 9. 2)

・Ａ種硬質ウレタンフォーム

・Ａ種フェノールフォーム

・

・Ａ種押出ポリスチレンフォーム

※Ａ種１難燃性３級

品質種別(級別)

・吹付け硬質ウレタンフォ－ム JIS A 9526 による

JIS A 9511 の規格品

種類

・不燃

・準不燃

 7　畳敷き 種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種（・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N）　　　　　 (19. 6. 2)

 8　石膏ボード、その他 せっこうボードその他ボード類　種類・厚さ等　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19. 7. 2)

合板仕上げ

合板の種類

・普通合板

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

表板の樹種

　(・ラワン程度　・シナ程度)

板面の品質

化粧加工の方法

・オーバーレイ　・プリント　・塗装

　広葉樹  ・１等　・２等

　針葉樹  ・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ

化粧板の樹種(　　　　　　　　)

・適用する

・適用しない

防虫処理接着の程度

※１類

・１類

・２類

・１類

・２類

軽量鉄骨下地ボード遮音壁に用いる遮音シール材

　・アクリル系シ－リング材　・ウレタン系シーリング材　・ジョイントコンパウンド

合板類の張付け　　・Ａ種　　※Ｂ種

せっこうボードの目地工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19. 7. 3)

　・継目処理工法　・突付け工法　・目透し工法

規格等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (19. 5. 2～6) 6　フローリング張り

・フローリングボード１等

・フローリングブロック１等

・釘留工法(根太張り)

・釘留工法(直張り)

・接着工法

※接着工法

単層

・接着工法

※なら

・

・

・釘留工法(根太張り)

・釘留工法(直張り)複合

・Ａ種

※Ｃ種

・Ｂ種

・

・

材種樹種・寸法・形状種別

・塗装品

・無塗装品

大きさ等 仕上塗装

・複合フローリング

・モザイクパーケット１等 ※接着工法

20 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20. 2. 2)

寸法 高さ

・0.6

・1.0

耐震性能

・3000Ｎ

・5000Ｎ

耐震性能 帯電防止性能 漏えい防止

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20. 2. 3)

スタッド式密閉型

・

・アルミニウム合金製

・スチール系

・３６db以上

・ ・

遮音性構成材構造形式 表面材

・焼付塗装鋼板(標準色) t=0.5以上

 2　可動間仕切

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (19. 4. 2～3)

カーペットの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (19. 3. 3～4)

　

　

内

装

工

事
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及
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の

他

工

事

　  フロア

 1　フリーアクセス

　  ビニル床タイル及び

 1　ビニル床シート、

    ボード及び合板張り

・２種ｂ

・　種

・　種

・３種ｂ

耐力による

複層仕上塗材の耐候性　　※耐候形３種　　　・（　　　　）

屋内の壁天井の仕上塗材　※防火認定材料　　・非防火認定材料　　　　　　　　　　　　　　　　　(15. 5. 2)

固定方法等

伸縮調整

継手

 4　合成樹脂調合ペイン 塗料の種類　　　　　　　　　　　※１種　　　　　・（　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 4. 2)

木部合成樹脂調合ペイント塗り　　※Ａ種（屋外）　※Ｂ種（屋内）　　　　　　　　　　　　　　　(18. 4. 3)

鉄鋼面合成樹脂調合ペイント塗り　・Ａ種　　　　　※Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 4. 4)

 5　クリヤラッカー塗り 種別　・Ａ種　※Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 5. 2)

 6　アクリル樹脂系非水 種別　・Ａ種　※Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 6. 2)

 7　耐候性塗料塗り 鉄鋼面　　　　　上塗り塗料の等級　※１級　・２級　・３級　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 7. 2)

亜鉛めっき鋼面　上塗り塗料の等級　※１級　・２級　・３級　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 7. 3)

コンクリート面　種別　　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 7. 4)

塗料の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 3. 2) 3　錆止め塗料塗り

　亜鉛めっき面　　※Ａ種（ＥＰ－Ｇ以外）　・Ｂ種（ＥＰ－Ｇ以外）　※Ｃ種（ＥＰ－Ｇ）

塗料塗りの種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 3. 3)

　鉄鋼面　　　　　※Ａ種（見え掛かり）　※Ｂ種（見え隠れ）

　亜鉛めっき面　　※Ａ種（鋼製建具等）　※Ｂ種（その他）

 2　素地ごしらえ 各部素地ごしらえ

　木部　　　　　  　※Ａ種（不透明塗料塗り）　※Ｂ種（透明塗料塗り）　　　　　　　　　　　　(18. 2. 2)

　鉄鋼面　　　 　 　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 2. 3)

　亜鉛めっき面　  　・Ａ種　・Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 2. 4)

　モルタル面　　  　・Ａ種　※Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 2. 5)

　コンクリート面　　・Ａ種　※Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 2. 6)

　せっこうボード面　※Ａ種（継目処理工法）　※Ｂ種（その他）　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 2. 7)

18  1　材料 屋内で使用する塗料

　ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　・第三種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 1. 3)

防火材料　※屋内の壁及び天井の塗装の仕上げは、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする

11　ウレタン樹脂ワニス 種別　・Ａ種　※Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18.11. 2)

種別　・Ａ種　※Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18.12. 2)

13　木材保護塗料塗り 種別　・Ａ種　※Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18.14. 2)

コンクリート面、モルタル面等　種別　・Ａ種　※Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18.10. 2)

種別　・Ａ種　※Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 9. 2)

コンクリート面、モルタル面等　種別　・Ａ種　※Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 8. 2)

鉄鋼面　　　　　　　　　　　　種別　・Ａ種　※Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18. 8. 4)

　

　

塗

装

工

事

 9　合成樹脂エマルショ

 8　つや有合成樹脂エマ

　  ンペイント塗り

　  ン模様塗料塗り

　  塗り

12　ラッカーエナメル

　  塗り

　  塗り

　  ルションペイント

    ト塗り

※ 径32以上※ SD295A

・ ・

分散形塗料塗り

10　合成樹脂エマルショ

A1

A3

補正年月日 補正内容 備　考 作成年月

工事名称

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

旧県立美術館改修工事

2019.3

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

 

1/NON

 

 

1/NON

 

建築工事 特記仕様書 ３

Ａ－０３

部材の種類　・２３０形　　・２５０形　　・２７５形　　・３００形　　・３５０形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14. 7. 2)

SGP室内保温材巻

500x500

吹付

ゆず肌

防水型複層塗材Ｅ

無機質壁紙

6.5 mm

ループ

500x500

100

額縁、見切縁、建具枠

既存

・構造用合板

2.2mm

5 / 58



章 特記事項項　　目

20 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20. 2. 3) 3　移動間仕切

パネルの操作方法

・製造所仕様の化粧鋼板(標準色) t=0.5以上 ・ハンドル回転式

・ワンタッチ上下式

・３６db以上

・

遮音性

取り付け用あと施工アンカーの材質、寸法等は図示又は製造所の仕様による。

表面材 圧着装置の操作方法

 4　トイレブース パネル表面材　・メラミン樹脂　・ポリエステル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20. 2. 5)

 5　階段滑止め

取り付け方法　※接着工法　・埋込み工法

材種　　　　　※ステンレス(SUS304)　　・ビニルタイヤ入り(幅約３５mm)　　　　　　　　　　　　(20. 2. 6)

・

 6　黒板 種類及び色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20. 2. 8)

色

・平面

・スクリーン引分け

化粧薄板規格名称

JIS S 6045 の規格品

・

※緑

種類

・曲面

 7　衝突防止表示

 8　室名札

　　　　取付形式：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　表示方法　・片面　・両面

適用安全使用温度　　・４００℃　　・６５０℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20. 2.11) 9　煙突ライニング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20. 2.12)10　ブラインド

・コード式・横形

・縦形 ※２本操作コード方式

・操作棒式

※２５mm ※アルミニウム合金製

ヘッドボックス及び

ボトムレールの材種

※鋼製

スラット

の幅

形式 開閉方式

※ギヤ式

スラットの

材種

11　ロールスクリーン 操作方式　　　　　・ワンタッチ式　・チェーン式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20. 2.13)

スクリーンの材種　・ポリエステル　・（　　　　　）

12　カーテン 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20. 2.14)

名称品質等

・シングル

・ダブル

形式

・片引き

・引分け

・フランスひだ(三つひだ)

・箱ひだ、つまひだ(二つひだ)

・プレーンひだ、片ひだ

開閉操作方式

・手引き

・ひも引き

・電動

ひだの種類

13　カーテンレール レール及びブラケットの強さによる区分　　※１０－９０　　・（　　　）　　　　　　　　　　　　(20. 2.14)

レールの材料　・ステンレス製　※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

仕上　※アルマイト　　・（　　）

形状　※角型　・（　　）

14　点検口

施工箇所

天井

床

※アルミニウム製

・

※アルミニウム製

・

・600×600

寸法

※額縁タイプ

・目地タイプ

※貼物用

・充填用

形式材種

※450×450

・450×450

※600×600

15　ステンレス流し台 ※ＢＬ商品（システム　・　　　　　・　　　　　）トラップ付

16　コンロ台 ※ＢＬ商品（システム　・　　　　　・　　　　　）バックガ－ド（・有　・無）

17　つり戸棚 ※ＢＬ商品（システム　・　　　　　・　　　　　）

18　水切り棚 ・１段　　・２段

19　木製収納家具 合板類､ＭＤＦ､パーティクルボード､接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量　　※Ｆ☆☆☆☆　　・第三種

屋外　※コンクリ－ト製　・磁器質タイル（・１００角　・１５０角　・３００角）

屋内

21　かぎ箱 市販品　フック数　・３０ 　・４０ 　・６０ 　・１００ 　・（　　　　）

材質　　※金属製

 22　雪おろし表示板 プラスチック製　厚さ5mm　文字は彫込みＯＰ　　ステンレスビス止め

雪下ろし表示板

設計積雪荷重　○○○Ｎ／㎡

設計者　　　　（住所、受注者名）

　　　　　　　（管理技術者氏名）

施工者　　　　（住所、受注者名）

　　　　　　　（現場代理人氏名）

完成年月日　　○○年○○月○○日

注意

　　　　　　　　単位荷重：○○Ｎ／㎡cm）

　　　　　　　（垂直積雪量：○○○cm、

　　雪おろしをしてください。

１　積雪量が垂直積雪量の７割に達する場合は、

２　雪おろしは、積雪量だけで判断せず、「施設

　　保全マニュアル　」を参考に適切に対処して

　　ください。

３　積雪荷重が設計積雪荷重を超えた場合は、建

　　物の損傷や倒壊の恐れがあります。

3

6

0

m

m

程

度

260mm程度

排水管用材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(21. 2. 1)

　・遠心力鉄筋コンクリート管　・硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ・ＶＵ・ＲＳ－ＶＵ）

　・硬質ポリ塩化ビニル管継手

 1　排水管

マンホ－ルふたは簡易防臭型とし、表面に用途別の標準文字付きとする。　　　　　　　　　　　　　(21. 2. 1)

適用荷重：（　　　　）

21

章 特記事項項　　目

21  3　グレーチング 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(21. 2. 1)

・鋼製

・ステンレス製

材質 用途 適用荷重 メインバーピッチ

標仕表 3.2.1種別　※Ｂ種　・（　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(21. 2. 1) 4　埋戻し土

22  1　路床

凍上抑制層　　・適用する（※再生クラッシャラン　・切込砂利又は切込砕石　厚さ：　　　）

　　　　　　　・適用しない

フィルター層　・適用する（・　　　　　　　厚さ：　　　　　）　・適用しない

コンクリートの設計基準強度等　※標仕　表22.5.1による　　・（　　　　）　　　　　　　　　　　(22. 5. 3)

早強セメント          　　　　・使用する　　※使用しない

コンクリート版の目地の種類及び間隔　※標仕　表22.5.3による　　・（　　　　）　　　　　　　　(22. 5. 4)

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　※行わない　・行う（※乱した土　・乱さない土）

路床締固め度試験　　　　　　　　・行わない　・行う（埋戻し及び盛土部分）

 2　路盤 路盤材料　※再生材のクラッシャランＲＣ－40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22. 3. 3)

　　　　　・砕石のクラッシャランＣ－40

路盤厚さ：（　　　　　）

 3　アスファルト舗装 舗装の構成、厚さ：（　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22. 4. 2)

加熱アスファルト混合物の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22. 4. 4)

表層

※再生密粒度アスファルト混合物（13Ｆ）

・密粒度アスファルト混合物（13Ｆ）

アスファルト混合物の抽出試験　※行わない　・行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22. 4. 6)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22. 6. 2)

※加熱系アスファルト混合物

種類 構成 厚さ

・加熱系石油樹脂系混合物

・常温系ニート工法

・常温系塗布工法

開粒度アスファルト混合物の抽出試験　・行う　※行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22. 7. 6)

路床安定処理　・適用する（・セメント系　　・石灰系）　　・適用しなしない

盛土材料　　　標仕表 3.2.1種別　　 　※Ｂ種　　　・（　　　　）

現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　・行わない　・行う

　　　　　　　　　　　　目地材　　　　　　※砂目地　・モルタル目地

・コンクリ－ト平板舗装　平板の種類、寸法　※N300　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　 (22. 8. 2～3)

・インタ－ロッキングブロック舗装　種類、形状、寸法、表面加工等

・舗石舗装　石材の種類、形状、寸法（　　　　　）

　　　　　　舗石の基層及び厚さ　※コンクリ－ト版（※70㎜　・　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　・アスファルト混合物（※50㎜　・　　）

砂利敷き種別　※Ａ種（通路）　※Ｂ種（建物周囲）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22. 9. 2)

23  1　植栽基盤 植栽基盤整備工法　※適用する　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23. 2. 2)

有効土層　　　　　※標仕　表23.2．1による　・（　　　）

工法種別　　　　　・樹木　※A種　・（　　）　・芝及び地被類　※Ｂ種　・（　）

種別　・芝　（・コウライシバ　・ノシバ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23. 4. 2)

コンクリート版の目地の構造　　　　　※標仕　図22.5.1による　　・（　　　　）

　　※車路は曲げ強度 5.0N/mm2 の普通ブロック厚さ80mm

　　※歩行者用通路は曲げ強度 3.0N/mm2 の普通ブロック厚さ60mm

 4　コンクリート舗装 舗装の構成、厚さ：（　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22. 5. 2)

 5　カラー舗装

 6　透水性アスファルト 舗装の構成、厚さ：（　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22. 7. 2)

 7　ブロック系舗装

 8　構内砂利敷き

・現場発生の良質土　・客土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23. 2. 3) 2　植込み用土

 3　芝、吹付けは種

　　　・吹付けは種（・　　　　　　）

芝張り　※目地張り（平地）　※べた張り（法面）

　舗装

　

　

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

　

　

排

水

工

事

　

　

舗

装

工

事

　

　

植

栽

工

事

　

　

排

水

工

事

　  ふた

 2　鋳鉄製マンホール

市販品　形状、寸法、材質等：（　・　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　(20. 2.10)

市販品　形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別：（　　　　　　　    ）　　　　　　　　　　(20. 2.10)

    ブロック

20　視覚障害者用誘導

・

※ 焼付け

・ ホーロー

品質は参考商品名である。

屋外　※コンクリ－ト製　・磁器質タイル（・１００角　・１５０角　・３００角）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (22. 2. 2～3)(22. 2. 5)

A1

A3

補正年月日 補正内容 備　考 作成年月

工事名称

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

旧県立美術館改修工事

2019.3

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

 

1/NON

 

 

1/NON

 

建築工事 特記仕様書 ４

Ａ－０４

T-14 スキマ9mm以下

150

フィルム貼

サイン図による。

車道 50mm

歩道 50mm

150+150

電動遮光カーテン

6 / 58



Ｎ

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

工事名称

図面名称

作成年月

A3

A1

1:250

1:500

中央図書館 明徳館

空調

屋外機

至 千秋公園

至 広小路

駐輪場

申請建物（秋田市文化創造交流館（仮称））

増築部分

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

3

1

,

2

0

0

5

,

9

6

0

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 1,000 3,200 3,380 3,220 5,400 5,400 5,400

54,000

１ ２ ３ ４ ５ ６ ８ ９ 10 11

6-1 6-2 7-1

10,960 9,055

6

3

,

3

9

0

前面道路（北側）　9.0ｍ

道
路
境
界
線

隣
地

境
界

線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

北

県・市連携文化施設建設地

中央図書館明徳館

主

要

地

方

道

秋

田

停

車

場

線

キャッスルホテル

秋田

エリアなかいち

付近見取図

配置図・付近見取図

申請場所：秋田市千秋明徳町３番７号

申
請建物

道
路

境
界

線
　

5
2
.
0
7
0
ｍ

6.
95
0ｍ

前
面
道

路
（
西

側
）
　
1
6
.
1
ｍ

1

3

.

4

ｍ

16
.1ｍ

隣地境界線

3

2

,

5

0

0

3

0

,

0

0

0

9

,

0

0

0

9

,

0

0

0

1

2

,

0

0

0

1

5

,

0

0

0

道
路
境
界
線
　
4
5
.
6
4
0
ｍ

商業地域　8/10、20/10

準防火地域

防火指定なし（法２２条区域）

第３種風致地区

5,051.75㎡

1,627.55㎡

第１種住居地域　6/10、20/10

2019.3

 

旧県立美術館改修工事

Ａ－０５

配置図　A1:1/250　A3:1/500

仮囲い（成形鋼板）H=3.0m

248ｍ

幅5.4m　高さ4.5m 12ヵ月

工事関係(搬入)車輌の進入経路については、

施設設置者と協議すること。

工事車輌出入口　パネルゲート ２ヶ所

道路境界線　68.670ｍ

7 / 58



検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

工事名称

図面名称

作成年月

A3

A1

１階求積図　A1:1/200 A3：1/400

26.850

7

.

2

0

0

1

8

.

6

5

0

26.925

26.925

1

7

.

2

5

0

1

.

9

5

0

K1

K2

K3

K6

K4

K5

Z1

Z2

5.400 5.400 5.400 5.400 5.400 5.400 5.400 5.400 5.400 5.400

54.000

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

7

.

2

0

0

5

.

8

0

0

5

.

8

0

0

7

.

2

0

0

2

6

.

0

0

0

B1

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

26.850

7

.

2

0

0

1

8

.

6

5

0

26.925

26.925

1

7

.

2

5

0

K7

K8

K9

K10

2

.

6

0

0

5.400

1

.

0

7

5

5.400

Z3

Z4

7

.

2

0

0

5

.

8

0

0

5

.

8

0

0

7

.

2

0

0

2

6

.

0

0

0

B1

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

K11

K12

K13

27.500

3

4

.

0

0

0

16.200

2

6

.

0

0

0

5

.

8

0

0

0.950

吹　抜

Z5

7

.

2

0

0

5

.

8

0

0

5

.

8

0

0

7

.

2

0

0

B1

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

1

.

4

0

0

2

.

6

0

0

2

.

6

0

0

1

.

4

0

0

3

4

.

0

0

0

Ａ

Ｇ

0

.

0

7

5

0

.

0

7

5

0

.

0

7

5

0

.

0

7

5

0

.

0

7

5

0

.

0

7

5

0.250 0.250

0

.

0

7

5

0

.

0

7

5

0.075

0.075

0.075 0.075

0

.

0

7

5

0

.

0

7

5

３階求積図　A1:1/200 A3：1/400

２階求積図　A1:1/200 A3：1/400

2

.

0

9

7

2.075

1

.

6

1

0

1.200

ポーチ(床面積不算入)

バルコニー(床面積不算入)

ＥＶ増築部

ＥＶ増築部

5.8050

464.4563

502.1513

193.3200

２ 階

1,170.30㎡１階床面積

1,170.3001計

１ 階

5.80501.0755.400 ＝×

464.4563

502.1513

193.3200

＝

＝

＝×

×

×

17.250

7.200

18.650

26.925

26.925

26.850

K10

K9

K8

K7

1.9320

4.0892

4.3513

464.4563

502.1513

193.3200

＝

＝

×

×

Z2

Z1

1.9320

4.0892

4.3513

464.4563

502.1513

193.3200

＝

＝

＝

＝

＝

＝

×

×

×

×

×

×

1.610

1.950

2.097

17.250

7.200

18.650

1.200

2.097

2.075

26.925

26.925

K6

K5

K4

K3

K2

K1 26.850

床面積求積表

床面積(増築部)床面積(既存)算定式

備 考

符号

3

.

0

0

0

11.800

10.000

1

.

0

0

0

1

.

0

0

0

1

.

0

0

0

駐輪場

駐輪場求積図　A1:1/200 A3：1/400

延べ面積（駐輪場） 35.40㎡

建築面積（駐輪場） 10.00㎡

0.900

2.097

1:200

1:400

 控除

計

求積図・求積表（延べ面積）

2019.3

旧県立美術館改修工事

Ａ－０６

K14

吹抜部控除

ＥＶ増築部

ＥＶ増築部

ＥＶ増築部

３階床面積

計

519.31㎡

519.3100

5.5100

-421.2000

935.0000

×Z5

5.5100

-421.2000

935.0000

＝

＝

＝

×

×

×

-16.200

0.950 5.800

26.000

34.00027.500

K13

K11

K12

３ 階

２階床面積

計

Z4

Z3

＝

計

計

計延べ面積

＝×K14 2.600 5.400 14.0400

7.925

3

.

4

0

0

2

.

9

7

5

4.475

4.475

2

.

9

7

5

3

.

4

0

0

7.600

3

.

4

0

0

7.925 3.400 26.9450 26.9450

4.475 2.975 13.3131 13.3131

40.2581

40.25㎡ 1,210.55㎡

14.0400

1,193.8126

1,193.81㎡

＝

＝

×

×7.925 3.400 26.9450

4.475 2.975 13.3131

26.9450

13.3131

40.2581

40.25㎡ 1,234.06㎡

7.600 3.400 25.8400

25.8400

25.84

25.8400

2,883.42㎡ 106.34㎡

545.15㎡

2,989.76㎡

※昇降路の部分（各階共）3.650ｍ×3.400ｍ＝ 12.4100㎡　→　12.41㎡×３階＝37.23㎡（容積率不算入）

7.925
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検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

工事名称

図面名称

作成年月

A3

A1

補正年月日 補正内容 備　考

3

6

.

0

0

0

29.000

Ａ

0

.

5

3

5

1.200

2

.

0

9

7

1.000

27.000

26.500

1

9

.

4

0

0

4

.

0

0

0

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

5.400 5.400 5.400 5.400 5.400 5.400 5.400 5.400 5.400 5.400

54.000

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

2.000 2.000 1.500

7

.

2

0

0

5

.

8

0

0

5

.

8

0

0

7

.

2

0

0

B1

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

2

.

6

0

0

2

.

6

0

0

Ａ

Ｇ

5

.

8

0

0

5

.

8

0

0

5

.

8

0

0

3

.

4

0

0

3

.

4

0

0

3

8

.

0

0

0

1

.

0

0

0

2

.

4

0

0

2

.

4

0

0

1

.

0

0

0

4

.

0

0

0

2

1

.

4

0

0

1

.

0

0

0

1

.

0

0

0

1

.

0

0

0

1

.

0

0

0

2.000

算定式

備 考

符号

＝

＝×

×

Ａ

Ｂ

建築面積求積表

建築面積(既存) 建築面積(増築部)

29.000

27.000

36.000 1,044.0000 1,044.0000

＝×

＝

＝

×

×1.000

1.200

2.097

0.535

2.0970

0.6420

＝×Ｃ

Ｄ

Ｅ

19.400

26.500 4.000

523.8000

106.0000

2.0970

0.6420

建築面積求積図　A1:1/200 A3：1/400

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

B2

求積図・求積表（建築面積）

523.8000

106.0000

1:200

1:400

2019.3

旧県立美術館改修工事

Ａ－０７

Z1

Z2

計

建築面積

1,676.5390

1,676.53㎡

＝×

Z1

Z2

ＥＶ増築部

ＥＶ増築部

増築後建築面積（主棟）

6.850

1

.

9

0

0

3.400

3

.

4

0

0

6.850 3.400 23.2900 23.2900

3.400 1.900

6.4600 6.4600

29.7500

29.75㎡

1,706.28㎡
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押出成形セメント板　フラット板　t60縦張り

 

砂壁状吹付材

 

：合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ砂壁状陶器質骨材仕上

100角磁器質タイル貼り

本体

ビニールH75 更新

軽鉄下地 構造用合板12+PB9.5　  （二重張）

ﾃｨｰｽﾞ程度

館長室

喫茶室 　床

モルタル下地

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A3

A1

-

-

本表は設計図に示す外装、内装の仕上げに関する材料および仕様

を一括して表す。

本仕上の工法は標準仕様書、(標準)詳細図による。

一般事項 塗装と種類と符号 天井高 備　考天　井壁巾　木床室　名位置

仕上げ表-１

符　号 JIS番号 塗料の種類

OP K5511～5515 油性調合ペイント

種別 品種・仕上げ 種別・特記 形状・寸法 備　考場　所

1階玄関ﾎｰﾙ

500x500mmタイルカーペット

床

1階玄関ﾎｰﾙ

壁

1階 風 除 室現

特記事項

ベネチャート塗装 (株)ﾌｯｺｰ

VENETIAR程度

　　　全厚6.5mm

各室　　 壁

クロス

各室　　 壁

クロス

1階展示室床 長尺エンビシート

便所

洗面化粧台

人工大理石

1.2階玄関ﾎｰﾙ　アルミスパンドレル W100 ｱ1.0 ｴﾚｶﾗｰ

RB-4N

靴拭マット 枠ステンレス

マット

枠寸法

AP

SOP

LE

FE

VE

AA-BE(焼付塗)

AE,A-BE(焼付塗)

　　　　　　　　　600x600　 1ヵ所

アルミ目地タイプ　450x450　63ヵ所を見込む。

コクヨ(株)　GB-S特注品　同等品以上

合板製クロス貼　ニチベイC-50TPN特注品　同等品以上

コクヨ(株)壁面展示ケース　セミエアタイト型同等品以上

UE

XE,EX-BE(焼付塗)

RB

TXE

EP-1

EP-1

OC

LC

UC

AL

OS

RP-1(外部用)

RP-1(内部用)

MP

C-T

E-T

RE-T

RS-T

OCL

K5492

K5516

K5532

K5572

K5582  1種・2種・2種

K5652

K5638

K5664　2種・3種

K5663　1種

K5663　2種

K5411

K5531

A6910  RP-1

       RP-1

K5668

K5667

A6910　　C類

A6910  　E類

A6910   RE類

A6910   RS類

K5531

アルミニウムペイント

合成樹脂調合ペイント

ラッカーエナメル

フタル酸樹脂エナメル

塩化ビニル樹脂エナメル(メラミン樹脂)

アミノアルキド樹脂エナメル(メラミン樹脂)

アクリルエナメル

ポリウレタン樹脂エナメル

エポキシエステルエナメル

塩化ゴム系塗料

タールエポキシ樹脂塗料

合成樹脂エマルジョンペイント(外部用)

合成樹脂エマルジョンペイント(内部用)

オイルフィニッシュ用オイル

クリアラッカー

ウレタンワニス

アクリルラッカー

オイルステン・アルコール溶性着色剤

合成樹脂エマルジョン砂壁状吹付材

合成樹脂エマルジョン模様塗料

多彩模様塗料

セメント系複層模様吹付材

合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付材

反応硬化形合成樹脂溶液系複層模様吹付材

オイルステインクリアラッカー

風除室天井(外部共) 

ABC商会ﾎﾞｼﾋﾞﾘ

ﾗｲﾉｺﾝﾄﾗｸﾄ程度

反応硬化形合成樹脂エマルジョン系複層模様吹付材

風 除 室

2,500

現 ホール

改

2,500

ホール

ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装 ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5 ｸﾛｽ貼

LGS共

現

3,000

改

現 事務室

改

現

2,500

喫茶室

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ｱ6.5貼

一部200角磁器タイル

(檜縁甲板堅貼ｱ15)OCL塗

2,190

現 荷解室

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5ｸﾛｽ貼下り天井共

厨房内ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 ｱ6.0 VE塗装

改

現

改

現

改

現

改

現 廊下

廊下

ﾓﾙﾀﾙ補修　EP塗 LGS共 2,500

現

改

現

200角磁器タイル ﾓﾙﾀﾙ塗ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

(ﾓﾙﾀﾙ塗ｶﾝﾚｲｼｬ貼) ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ焼付仕上 2,500

200角磁器タイル ﾓﾙﾀﾙ塗ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

(ﾓﾙﾀﾙ塗ｶﾝﾚｲｼｬ貼) ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ焼付仕上現

2,500ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装 ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5 ｸﾛｽ貼

LGS共

一部補修

(ﾓﾙﾀﾙ下地)

(ﾓﾙﾀﾙ下地)

一部補修

一部補修

一部補修

3,000ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5 ｸﾛｽ貼

LGS共展示室

撤去

(ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ補修)

防塵塗装仕上

ビニール巾木 

ビニール巾木 

ビニール巾木

ビニール巾木

ビニール巾木

撤去 撤去

撤去

EP 白色塗装

（改修変更無し）

キッチン

カウンター

LGS共(ﾓﾙﾀﾙ下地補修)EP塗ビニール巾木 2,500

撤去

撤去

撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

市民活動スペース

3,000

(ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ補修)

防塵塗装仕上

EP 白色塗装

2,500ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ｱ6.5貼

一部200角磁器タイル

(檜縁甲板堅貼ｱ15)OCL塗

一部クロス貼

2,190

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5ｸﾛｽ貼下り天井共

厨房内ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 ｱ6.0 VE塗装

(ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ)OCL

ビニール巾木

ビニール巾木

ｶｳﾝﾀｰ

テナントカフェ

(ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ)防塵塗装仕上 (ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え)VE (木毛板白ｾﾒﾝﾄ吹付) 2,500

ホール

2,500ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装 ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5 ｸﾛｽ貼 LGS共

(ﾓﾙﾀﾙ下地)

(ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ)

床仕上撤去 撤去

(ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え)EP塗

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ ｱ120化粧積

撤去

撤去

EP吹付

ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ ｱ2.0 踏込部 タタミ寄新設

砂壁状ビニルクロス貼 LY-6322

LGS共 2,500撤去

一部縁甲板貼OCL タタミ木造床組

撤去

撤去

撤去

撤去

会議室

(和室)

会議室

軽鉄下地 石こうボード12.5

クロス貼

LGS共

化粧石膏ボードｱ9.5

塩ビ

塩ビ

会議室

(和室)

砂壁状ビニルクロス貼

踏込部縁甲板貼OCL モルタル塗 部分補修 ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5ｸﾛｽ貼 LGS共 2,500 (ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ)SOP

タタミ木造床組

(ﾀﾀﾐ寄)

木造壁一部

襖撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

女子更衣室

軽鉄下地 石こうボード12.5

クロス貼

塩ビ

LGS共

化粧石膏ボードｱ9.5

ユニット

シャワー

休憩室

踏込部 砂壁状ビニルクロス貼 ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5ｸﾛｽ貼 LGS共 2,500 (ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ)SOPタタミ

ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ ｱ2.0

(ﾀﾀﾐ寄)

襖

撤去 撤去

撤去

撤去

軽鉄下地 石こうボード12.5

クロス貼

塩ビ

LGS共

化粧石膏ボードｱ9.5

ユニット

シャワー

男子更衣室

ﾓﾙﾀﾙ補修　EP塗 岩綿吸音板ｱ12.0貼　下貼共 LGS共 2,500

（改修変更無し）

男女便所

障害者便所

男女トイレ

200角磁器タイル 岩綿吸音板ｱ12.0貼　下貼共 LGS共 2,500 ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

岩綿吸音板ｱ12.0貼　下貼共 LGS共 2,500

撤去

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

新設

機械室

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上防塵塗装 モルタル金ゴテ仕上 (ｺﾝｸﾘｰﾄ)既存のまま 3,900

（改修変更無し）

現 便所

（改修変更無し）

3,900

(200角磁器ﾀｲﾙ)

珪酸ｶﾙｼｳﾑ板 ｱ6.0　 VE

現 湯沸 (タイル貼)

珪酸ｶﾙｼｳﾑ板 ｱ6.0　 VE 2,500

（改修変更無し）

LGS共

長尺エンビシート ｱ2.2貼

軽鉄下地 石こうボード12.5

クロス貼

増

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木

防水ﾓﾙﾀﾙﾀｲﾙ貼

ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ　ｱ2.0

ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ　ｱ2.0

モルタル金ゴテ仕上VE塗装

一部腰100角半磁器タイル

（増築部各階共通）

塩ビ

岩綿吸音板ｱ12.0貼　下貼共

岩綿吸音板ｱ12.0貼　下貼共

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ

撤去後新設

撤去

撤去

2,500

2019.3

位置 場　所 仕　　　上

外装仕上表

大屋根

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

展示ﾊﾟﾈﾙ撤去

Ａ－０８

ビニール床シート ｱ2.2貼

ビニール床シート ｱ2.2貼

ビニール床シート ｱ2.2貼

ビニール床タイル

ビニール床シート ｱ2.2貼

ビニール床シート ｱ2.2貼

ビニール床シート ｱ2.2貼

ビニール床シート ｱ2.2貼

木胴縁下地 (合板 ｱ6)クロス貼

現状　仕上材料表

化粧ケイカル板 ｱ6.0　

軽鉄下地 構造用合板12+PB9.5  　（二重張）

ｼｮｰｹｰｽ

撤去

洗面化粧台

洗面化粧台

新設

現

100角半磁器ﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ ｱ120

市民活動スペース

表し　EP吹付 白色塗装

天井　表し

下貼共

岩綿吸音板 ｱ12.0貼 

撤去

天井　表し

表し　EP吹付 白色塗装

(ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ)SOP

一部更新

一部クロス貼

一部更新

一部更新

LGS共

石膏ボードｱ9.5+ｸﾛｽ貼

更新

流し･ﾌｰﾄﾞｽﾃﾝﾚｽ

既存家具

耐震壁増設による

一部撤去 一部撤去

一部撤去

一部撤去

一部撤去

見切縁

塩ビ

改

一部更新

塩ビ

撤去

撤去

撤去

撤去

200角磁器タイル

下地モルタル

軽鉄下地 耐水石こうボード12.5

ﾗｲﾆﾝｸﾞ棚板

男子トイレ御垂石

コンクリート直均し

内部EXP.J

窓手すり

2,500

(1Fのみ2,900)

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ウレタン塗膜防水 X-2

塔屋　屋根

ウレタン塗膜防水 X-22階屋根 軒樋内部

バルコニー屋根、庇

天井点検口

取付ける。　　　　日学(株)電動遮光カーテン程度

1)電動遮光カーテン

①電動昇降絞り上げ式マシン：3φ、200V、0.75Kw滑車8点吊

　ワイヤー：φ4、パイプCP：φ32　L23,100×H2,800

②操作盤(3階現位置に取付、配管は既存利用)２回路用

③遮光幕(11号帆布、張切、丸環付)

カーテン

電動遮光

スタジオＡ１ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ部(両面)に電動式遮光カーテン及び妻側に固定式遮光ｶｰﾃﾝを

小展示室

展示ﾊﾟﾈﾙ

サイン

マイクロエレベーター　KCS 90°　ターン、KC-R180°　ターン程度

撤去

障害者用

　昇降装置

撤去後新設

既存撤去仕様

撤去後新設

外構　バリカー

外構　門扉 A.B.C門の片引門扉　東京フェンス工業　DF型の変形程度

スチール焼付塗装

帝金株式会社　AK-101程度

撤去

撤去

アルミニウム鋳造合金製　φ115、ステンレスクサリ、南京錠付、埋込型

外壁(３階)

砂壁状吹付材：合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ砂壁状陶器質骨材仕上外壁(壁他)

モルタル浮き部ピンニング工法（全体の１５％）

タイル・モルタル浮き部ピンニング工法（全体の３０％）

外側耐震壁、開口部新設壁

(山本窯業：カラーセラミック程度)

補強壁開口補修部:磁器質タイル 200角磁器タイル(INAX程度)

軒天井

透湿防水型外壁仕上材吹

合成木材デッキ(ア)30金具止め工法

ポーチ

南・西・北

土間コンクリート厚150

(山本窯業：カラーセラミック程度)

砂壁状吹付材：合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ砂壁状陶器質骨材仕上

ウレタン塗膜防水 X-2

自転車置場屋根

透湿防水型外壁仕上材吹

　(ﾓﾙﾀﾙ･ｺﾝｸﾘｰﾄ面)

自転車置場　外壁

自転車置場　軒・天井

自転車

置場

増築
屋根

ウレタン塗膜防水 X-2

外壁

モルタル金コテ下地

スロープ・階段

(ﾓﾙﾀﾙ･ｺﾝｸﾘｰﾄ面)

外部Ａ階段裏 

多目的トイレ
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備　考天　井壁巾　木床室　名位置備　考天　井壁巾　木床室　名位置

現

改

現

県事務室

(モルタル面)EP 岩綿吸音板 ｱ12貼下地共 LGS共 2,500

(ビニールタイル)

軽鉄下地 石こうボード12.5

クロス貼

塩ビ

LGS共

2,500

撤去

撤去

機械室(1)､(2)

空調機械室

LGS共 2,500珪酸ｶﾙｼｳﾑ板ｱ6 VE

(木毛板白ｾﾒﾝﾄ吹付) 5,400

モルタル補修の上

防塵塗装 モルタル補修

LGS W90の上ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｱ8.0貼（改修変更無し）

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ壁　

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A3

A1

-

-仕上げ表-２

2019.3

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5ｸﾛｽ貼

2階 風 除 室現

風 除 室

現

改

ホール

ホール

現

改

現

改

現

改

現

改

現

改

大展示室

大展示室

西展示室

小展示室

館長室

(ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ貼)

(ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ貼)

(吹抜部)

(吹付部)

(ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ貼)

(ビニールタイル)

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　撤去

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　撤去

(合板 ｱ6)ｸﾛｽ貼

(合板 ｱ6)クロス貼　撤去

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9ｸﾛｽ貼撤去 LGS共 3,000

LGS共

LGS共

3,800

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　撤去

ﾓﾙﾀﾙ塗+ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

LGS共ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ焼付仕上 2,500200角磁器ﾀｲﾙ

防水ﾓﾙﾀﾙ下地 下がり壁

ﾓﾙﾀﾙ塗+ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

LGS共ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ焼付仕上 2,500200角磁器ﾀｲﾙ

防水ﾓﾙﾀﾙ下地 下がり壁

（改修変更無し）

ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装 LGS共 3,400ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5 EP塗

(ﾓﾙﾀﾙ下地)

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　撤去

ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

(ﾓﾙﾀﾙ下地)

撤去

LGS共 3,400ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5 EP塗

杉ワッパ清掃再取付

杉ワッパ

フローリング張替え

下地モルタル補修

スタジオＡ１

(合板 ｱ6+ﾓﾙﾀﾙ補修)

クロス貼

LGS共 3,000 手摺SOP

手摺笠木OCL

フローリング張替え

下地モルタル補修

EP 白色塗装

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5ｸﾛｽ貼

LGS共 3,000

スタジオＡ１

塩ビ

（天井　仕上変更無し）

ｼｮｰｹｰｽ撤去

スタジオＡ２

(ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ補修)

防塵塗装仕上

躯体表し

ステンレス

シンク

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ貼撤去 ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5ｸﾛｽ貼

FGﾎﾞｰﾄﾞ ｱ6ｸﾛｽ貼(R部分)

ｼｮｰｹｰｽ撤去

2,500

撤去

スタジオＢ

フローリング張替え

下地モルタル補修

EP 白色塗装

EP 白色塗装

(ﾓﾙﾀﾙ補修)クロス貼

LGS+珪酸ｶﾙｼｳﾑ板 ｱ8 クロス貼

LGS共 2,500

倉庫

撤去

EP 白色塗装

軽鉄下地 石こうボード12.5

LGS共 2,500

化粧石膏ボードｱ9.5

ナラ直貼りｧ15塗装品

ナラ直貼りｧ15塗装品

ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ ｱ2.0

下地モルタル補修

塩ビ

塩ビ

塩ビ

3階 現

改

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9 ｸﾛｽ貼撤去大展示室

(回廊部)

(ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ貼)

既存のまま

(ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ)ｸﾛｽ貼撤去 LGS共

LGS共

3,000

3,000

ビニール巾木 撤去

スタジオＡ３

(木造壁) 木胴縁組下地撤去

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5

EP 白色塗装

EP 白色塗装

塩ビ

倉庫

EP 白色塗装

軽鉄下地 石こうボード12.5

LGS共

化粧石膏ボードｱ9.5

下地モルタル補修

塩ビ

3,000

改

現

改

応接室 (絨毯) (檜　CL) LGS共 3,000

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5ｸﾛｽ貼 (ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ)SOP

撤去

撤去

(合板 ｱ6)クロス貼

撤去

男子トイレ

軽鉄下地 耐水石こうボード12.5

化粧ケイカル板 ｱ6.0　

LGS共岩綿吸音板 ｱ12貼　下地共塩ビ

ﾒﾗﾐﾝﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 

汚垂れ石

洗面ｶｳﾝﾀｰ 

下地モルタル補修

撤去

大理石貼 存置

長尺エンビシート ｱ2.2貼

改

タイルカーペット張り

下地モルタル補修

授乳室

コインロッカー

現

改

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　撤去 LGS共

LGS共

3,000

撤去

撤去

化粧石膏ボードｱ9.5

下地モルタル補修

軽鉄下地 石こうボード12.5

塩ビ

3,000

ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ ｱ2.0

撤去

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ｱ6.5貼

管理運営団体

事務室

倉庫

カウンター

収蔵庫

木胴縁下地檜平板縦張り ｱ15

檜平板張り ｱ15

2,500

LGS共

長尺エンビシート ｱ2.2貼

(ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ)

軽鉄下地 石こうボード12.5

クロス貼

塩ビ

岩綿吸音板ｱ12.0貼　下貼共

廊下

（ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙへ）

大理石貼 存置

現

改

現

改 ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　更新

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　撤去 (合板 ｱ6)クロス貼 LGS共

LGS共

3,000

研修室

LGS共 3,000 (ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ)SOP岩綿吸音板 ｱ12貼　下地共ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ ｱ2.0

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　撤去

(合板 ｱ6)ｸﾛｽ貼の上塗装

撤去

撤去

撤去

軽鉄下地 耐水石こうボード12.5

化粧ケイカル板 ｱ6.0　

LGS共岩綿吸音板 ｱ12貼　下地共塩ビ

下地モルタル補修

長尺エンビシート ｱ2.2貼

ﾒﾗﾐﾝﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 

女子トイレ

洗面ｶｳﾝﾀｰ 

研修室

撤去

岩綿吸音板 ｱ12貼　下地共

撤去

化粧石膏ボードｱ9.5

下地モルタル補修

軽鉄下地 石こうボード12.5

塩ビ

スタッフルーム

3,000

ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ ｱ2.0

撤去

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ｱ6.5貼

現

改

LGS共クローク

LGS共

2,500

2,500

ビニール巾木 撤去 LGS共

LGS共

ホール (タイルカーペット) 3,400

ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

岩綿吸音板 ｱ12 下地共

ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ ｱ2.0

撤去

撤去

撤去

下地モルタル補修

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ｱ6.5貼

軽鉄下地 石こうボード12.5

クロス貼

塩ビ

控室

スタッフルーム

ﾓﾙﾀﾙ塗ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

(ﾓﾙﾀﾙ面)ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

ﾓﾙﾀﾙ塗ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

(ﾓﾙﾀﾙ面)ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

ホール

フローリング張替え

下地モルタル補修

ナラ直貼りｧ15塗装品

杉ワッパ清掃再取付

3,400

杉ワッパ

岩綿吸音板 ｱ12 下地共廊下

2,500

ﾓﾙﾀﾙ塗ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

(ﾓﾙﾀﾙ面)ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

LGS共

現

(タイルカーペット)

ビニール巾木

男女トイレ

撤去

撤去

撤去

モルタル金ゴテ仕上VE塗装

みかげ石

シンダーコンクリート

木製ﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去2,500ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9 ｸﾛｽ貼撤去

湯沸

便所

アスファルト防水

現

廊下

現

改

撤去後保管

化粧石膏ボードｱ9.5

既存フロアーコンセント

撤去後補修

一文字バトン

格子バトン

２ヶ所

３ヶ所

収納棚

旧県立美術館改修工事

Ａ－０９

軽鉄下地 構造用合板12.5+PB9.5  （二重張）

EP 白色塗装

軽鉄下地 石膏ボード9.5  （三重張）

+構造用合板12+石膏ボード9.5

軽鉄下地 構造用合板12+PB9.5 （二重張）

耐震天井改修

現

改

排煙機　機械室

石膏ボード ｱ9.5 ｸﾛｽ貼

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱｰ

見切縁

塩ビ

見切縁

塩ビ

高さ 高さ

防塵塗装仕上

(ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ補修)

（壁　一部撤去）

大理石座面

残す

撤去

撤去

撤去

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　撤去 撤去

鉄骨下地準構造化天井下地組

石膏ボードｱ9.5下張岩綿吸音板 ｱ9.5

(合板ｱ6)EP塗 撤去

グラスウール保温材厚50

ガラス薄手クロス

ガラス薄手クロス

グラスウール保温材厚50

クロス貼

現

改

（改修変更無し）

ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ ｱ2.0

石膏ボードｱ9.5下張

岩綿吸音板 ｱ9.5

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 更新

2,500

2,500

軽鉄下地 構造用合板12+PB9.5  （二重張）

石膏ボードｱ9.5

石膏ボードｱ9.5 EP塗

石膏ボードｱ9.5 EP塗

株式会社　　コスモス設計

11 / 58



(旧 喫茶室)

EXP.J

EXP.J

女子男子

風除室

ユニット

シャワー

ユニット

シャワー

既存品

既存品

既存品

１ＦＳ－１

１ Ｌ － １

１Ｌ－２

電気設備

電気設備

電気設備

１ Ｌ － １

１Ｔ－２

ﾃ ﾅ ﾝ ﾄ 盤

ＥＶ制御盤

電気設備

▲ １５０
▲１５０

▲１５０

▲

１５０ ▲

１５０
▲

１５０
▲ ▲１５０

▲ ▲
W３００ W３００

袖壁 W300 L500 袖壁 W300 L500

３００

▲
▲

W３００

W３００

消化栓（機械設備）

消化栓（機械設備）

消化栓（機械設備）

消

化

栓

（

機

械

設

備

）

ベビーチェアー

消化栓（機械設備）

手すり

小便器

手すり

手すり

手すり

LGS W90間仕切り

倉
庫

約12㎡

授乳室

煙
突

ダクト
スペース

(旧 ボンベ室)

トイレ湯沸倉庫

多目的

トイレ

トイレ トイレ

機械室

約16㎡

機械室

約56㎡

機械室

約63㎡

倉庫

倉庫

UP

UP

UP

UP

UP

展示物等

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400
54,000

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

2
,
6
0
0

7
,
2
0
0

5
,
8
0
0

3
1
,
2
0
0

5
,
8
0
0

7
,
2
0
0

2
,
6
0
0

スロープ

ホール

約60㎡

 男女トイレ 洋便器化

ス
ロー

プ

通用口

（旧 展示室）約560㎡

市民活動スペース

管理運営団体事務室

約86㎡

カウンター

（旧 収蔵庫）

 屋外避難階段設置
・既存窓格子撤去（北面 ８か所）

・既存窓格子撤去（南面 ８か所）
・既存窓改修（南面 ４か所）

テナントカフェ
約40㎡

デッキデッキ

 市民活動スペース 改修概要

　・床　ビニルシート撤去、塗床仕上げ

休憩室 約26㎡
（旧 倉庫）

 事務室 改修概要

　・床　下地処理、タイルカーペット張り

 エレベーター新設
 （人荷兼用）

搬入口

倉庫

機械室

既存カウンター

防
災
盤、

分
電
盤

6
,
1
0
0

（旧 事務室）

約12㎡

ロッカー

コイン
会議室

約24㎡

女子
更衣室 更衣室

男子

 
既
存
壁
撤
去、

開
口
部
設
置（

開
閉
可
能）

UP

受変電設備

・既存窓改修（開閉可能）（北面 ５か所）

5,4005,4005,4005,4005,400

開口幅　1.2m

26人

カウンター
キッチン

デッキ

デッキ

デッキ

（旧 休憩室）
（旧 会議室）

多目的スペース

事業パートナー

スペース

カフェスペース

54,000
5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

 ・天井　天井仕上げ撤去、EP吹き付け白色塗装
 ・壁　構造用合板12+PB9.5（二重張）、EP白色塗装

空調屋外機
駐車場７台

（うち　車いす使用者用１台）

北

 ・壁　石こうボード12.5 ビニルクロス
 ・天井　化粧石膏ボード9.5張り

鉄骨造

屋外階段　幅900以上

蹴上げ　  180以下

踏面　　  260以上

ホール
エレベーター

ＥＶ

シャッター

スロープ
UP

UP
スロープ

北側
出入口

埋設配管調査(1㎡程度)

機械室床ハツリ

5

,

8

0

0

3

1

,

2

0

0

1

7

,

4

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

4

,

0

0

0

7

,

2

0

0

2,800

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

B2

Ｅ

E-1

E-2

2

,

6

0

0

1

,

4

0

0

4

,

4

0

0

2,700 2,700 2,700 2,700 1,800 3,600

3

,

0

0

0

2

,

8

0

0

GL±0

1

,

7

0

0

2

,

4

0

0

1,820 2,320

2

,

1

2

0

9

0

5

4

,

7

5

0

9

3

5

6

,

0

7

5

GL+500

GL+500

GL+500

GL+500

GL+500

GL+500

GL±0

GL±0

GL±0

GL±0

1FL=GL+500

1FL=GL+500

1

,

5

0

0

GL+500

900

1

,

7

0

0

4,475

7,850 2,950

2

,

9

0

0

900

900

900

9

0

0

3

,

4

0

0

2

,

9

7

5

7,925

9

0

0

3

,

4

0

0

7

5

GL±0

１ ２ ３ ４ ５ ６ 6-1 6-2 ７ 7-1 ８ ９ 10 11

Ａ

B1

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

UP

UP UP

UP

UP

胸像移設

２ヶ所

UP

コンクリート基礎

基礎W1000×L1000×H200

防火区画ライン

ステンレス手摺り

撤去範囲

２ヶ所

端部処理

UP

特

特

特

・区画を貫通するダクトは厚1.5㍉以上の鉄板とし、防火ダンパーを設ける。

ＲＣ壁（W150以上）

両面強化石膏ボード(ｱ)12.5+硬質石膏ボード(ｱ)9.5

二重張り(乱張り)

グラスウール(ｱ)50充填　LGS W90,65下地

（ＦＰ０６０ＮＰ－０２００）

特定防火設備

特

【防火区画及びたて穴区画貫通部の処理】

・区画を貫通する配管等は、当該貫通部分からそれぞれ両側に1ｍ以内の

　距離にある部分を不燃材料とする。

・貫通部のすき間はロックウール充填とする。

防火区画、防火上主要な間仕切　梁・スラブ下まで

【 凡 例 】

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100

1:200

A3

A1

工事名称

１階改修平面図

2019.3

旧県立美術館改修工事

Ａ－１０
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4,950 2,8503,000

2

,

8

0

0

3

,

0

0

0

3,840

2

,

7

0

0

3

,

1

0

0

EXP.J

EXP.J

アルミ製庇

LGS W90間仕切り

２Ｔ－１

覗き窓設置

覗き窓設置

ＡＶワゴンアンプ

ビデオプロジェクター（天井取付型）

２ＬＴ－１

ビデオプロジェクター（床置型）

ｔ

Ｖ Ｐ

Ｖ

Ｐ

Ｗ

Ｇ

Ｎ

Ｉ

Ｔ

Ｖ

Ｒ

Ｍ

２ＦＳ－１

監視カメラ装置

非常放送リモコン

火災副受信機

インターホン

電気設備

電気設備

調 光 盤

Ｄ

Ｍ

電気設備

調光操作卓

ＡＶワゴンアンプ

既存品

既存品

電気設備

電気設備

電気設備

電気設備

電気設備

電気設備

電気設備

電気設備

Ｗ

Ｇ

Ｎ

２Ｌ－２

電動スクリーン

電動スクリーン

電気設備

▲
１５０

▲１５０

▲

▲

１５０

２００

▲１５０

排気口

排気口 350×350

給気口 350×350

ガラリ 0.611ｍ2（50％開口）

機械排煙機（機械設備）

消化栓（機械設備）

消化栓（機械設備）

消化栓（機械設備）

ダクト入口

消化栓（機械設備）

消化栓（機械設備）

消化栓（機械設備）

消化栓（機械設備）

格子バトン

格子バトン

一文字バトン

一文字バトン

座面

既存大理石

手動式

手動式

電動昇降

格子バトン

電動昇降

電動昇降

手すり

小便器

手すり

手すり

ＳＫ

エレベーター

倉 庫

約130㎡

（旧 展示室）

スタジオＡ２

風除室

DN

DN

煙
突

UP DN

倉庫

庇屋根

庇屋根

約20㎡

(旧 控室)

ダクト
スペース

スタジオＡ１

（旧 大展示室）
スタジオＢ

（旧 小展示室）

 エレベーター新設

 屋外避難階段設置

約500㎡

ホール

 ２階ホール 改修概要

 ・壁　既存仕上材 存置
 ・天井　まげわっぱ加工天井 存置

(旧 研修室)

約90㎡

バルコニー
約80㎡

北

（人荷兼用）

 防火シャッター設置

スタッフルーム

スタッフ
ルーム

 ・床　フローリング張替え

カ
ウ
ン
ター

男子トイレ

女子トイレ

 男女トイレ 新設

(旧 応接室、研修室)

約47㎡

機械室

約157㎡

シンク

 機械排煙設置

約12㎡約17㎡

5,4005,4005,4005,4005,400
54,000
5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

 段裏補修対象

 スタジオＢ 改修概要

 ・床　フローリング張替え
 ・壁　PB9.5+構造用合板12(２重張)、EP白色塗装

 ・天井　石こうボード9.5、EP白色塗装

ＥＶ
ホール

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

B2

Ｅ

E-1

E-2

4

,

0

0

0

1

7

,

4

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

3

1

,

2

0

0

1

,

4

0

0

4

,

4

0

0

2
,
6
0
0

7
,
2
0
0

5
,
8
0
0

3
1
,
2
0
0

5
,
8
0
0

7
,
2
0
0

2
,
6
0
0

54,000
5,4005,4005,4005,4005,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

2

,

4

7

5

2

1

,

0

5

0

2

,

4

7

5

5,975

7,850 2,950

4,475

3

,

4

0

0

2

,

9

0

0

7,925

2

,

9

7

5

3

,

4

0

0

9

0

0

１ ２ ３ ４ ５ ６ 6-1 6-2 ７ 7-1 ８ ９ 10 11

Ａ

B1

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

倉庫

約48㎡

倉庫

約14㎡

 スタジオＡ２ 改修概要

 ・床　既存仕上げ材撤去、塗り床仕上げ

 ・天井　既存仕上げ材撤去、躯体表し
 ・壁　PB9.5+構造用合板12+PB9.5(３重張)、EP白色塗装

 スタジオＡ１ 改修概要

 ・天井　耐震天井改修

 ・床　フローリング張替え

 　　　　石膏ボードｱ9.5下張岩綿吸音板 ｱ9.5

 ・壁　PB9.5+構造用合板12(２重張)、EP白色塗装

防火区画ライン

UP

DN

DN

・ウレタン塗膜防水

・ウレタン塗膜防水

庇屋根防水：改修

庇屋根防水：改修

・区画を貫通するダクトは厚1.5㍉以上の鉄板とし、防火ダンパーを設ける。

ＲＣ壁（W150以上）

両面強化石膏ボード(ｱ)12.5+硬質石膏ボード(ｱ)9.5

二重張り(乱張り)

グラスウール(ｱ)50充填　LGS W90,65下地

（ＦＰ０６０ＮＰ－０２００）

特定防火設備

特

【防火区画及びたて穴区画貫通部の処理】

・区画を貫通する配管等は、当該貫通部分からそれぞれ両側に1ｍ以内の

　距離にある部分を不燃材料とする。

・貫通部のすき間はロックウール充填とする。

防火区画、防火上主要な間仕切　梁・スラブ下まで

【 凡 例 】

特

特

特

W2600×H1200

W1200×H1200

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100

1:200

A3

A1

工事名称

２階改修平面図

2019.3

旧県立美術館改修工事

Ａ－１１
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EXP.J

EXP.J

26人

３ＬＴ－１

電気設備

▲

▲
１５０

▲
１５０

▲
１５０

▲
１５０

１５０

▲

１５０
▲

▲

１５０

▲

１５０

１５０

１５０

▲

１５０

▲

１５０

▲

１５０

▲

消

化

栓

（

機

械

設

備

）

スタジオＡ１　上部吹抜

（旧 展示室）

DN

（旧 展示室）

約400㎡

ダ
ク
ト
ス
ペー

ス

屋 根

 屋外避難階段設置

スタジオＡ３

 スタジオＡ３ 改修概要

 舞台照明設備設置

舞台照明設備設置  自然排煙口設置

スタジオＡ３

北

 防火シャッター設置

 防火シャッター設置

 非常用進入口（８ヶ所）

 舞台照明設備設置

 バトン設置

 上部自然排煙口設置

約24㎡

倉庫

 ・床　既存ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

既存フロアーコンセント撤去後補修

 ・壁　PB9.5+構造用合板12(２重張)、EP白色塗装
 ・天井　石こうボード9.5、EP白色塗装

ＥＶ

 エレベーター新設

 （人荷兼用）

ホール
エレベーター

7,330250

1
,
4
0
0

2
,
6
0
0

7
,
2
0
0

5
,
8
0
0

3
1
,
2
0
0

5
,
8
0
0

7
,
2
0
0

2
,
6
0
0

1
,
4
0
0

27,000
5,4005,4005,400 5,400 5,400

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

3

4

,

0

0

0

B2

Ｅ

E-1

E-2

1

,

4

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

1

,

4

0

0

5

,

8

0

0

4

,

0

0

0

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400
27,000

2,400 3,000

1,625 900 2,875 2,250 900 5,125 900 1,625

8

7

5

9

0

0

8

2

5

8

2

5

9

0

0

4

,

0

7

5

4

,

0

7

5

9

0

0

8

2

5

8

2

5

9

0

0

8

7

5

3,000

250 7,600 2,950

2

,

9

0

0

9

0

0

3

,

4

0

0

１ ２ ３ ４ ５ ６ 6-1 6-2 ７ 7-1 ８ ９ 10 11

Ａ

B1

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

LGS W90間仕切り

ルーフドレイン：計１６ヵ所　既存撤去・ステンレス１００Φ

キャップ付・新設

DN

・ウレタン塗膜防水

・ウレタン塗膜防水

屋根樋防水：改修

ﾊﾞﾙｺﾆｰ屋根防水：改修

・区画を貫通するダクトは厚1.5㍉以上の鉄板とし、防火ダンパーを設ける。

ＲＣ壁（W150以上）

【 凡 例 】

両面強化石膏ボード(ｱ)12.5+硬質石膏ボード(ｱ)9.5

二重張り(乱張り)

グラスウール(ｱ)50充填　LGS W90,65下地

（ＦＰ０６０ＮＰ－０２００）

特定防火設備

特

【防火区画及びたて穴区画貫通部の処理】

・区画を貫通する配管等は、当該貫通部分からそれぞれ両側に1ｍ以内の

　距離にある部分を不燃材料とする。

・貫通部のすき間はロックウール充填とする。

防火区画、防火上主要な間仕切　梁・スラブ下まで

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

防火区画ライン

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100

1:200

A3

A1

工事名称

３階改修平面図

2019.3

旧県立美術館改修工事

Ａ－１２

14 / 58



31,000
27,000

2
,
0
0
0

1
,
4
0
0

2
,
0
0
0

1
,
4
0
0

2,000 2,000

3
1
,
2
0
0

3
8
,
0
0
0

2,000 2,0005,400 5,400 5,400 5,400 5,400

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

2
,
6
0
0

7
,
2
0
0

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

7
,
2
0
0

2
,
6
0
0

１ ２ ３ ４ ５ ６

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｂ1

Ｇ

Ａ

点検口

避雷針

ＲＤ鋳鉄製

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号
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点

検

口

：

ス

チ

ー

ル

ｔ

4

.

5

　

6

5

0

×

7

5

0

ハ

ッ

チ

モ

ル

タ

ル

金

Ｖ

Ｐ

タ

ラ

ッ

プ

床

：

モ

ル

タ

ル

金

仕

上

モ

ル

タ

ル

金

Ｖ

Ｐ

床

：

モ

ル

タ

ル

金

仕

上

ス

チ

ー

ル

手

摺

：

Ｓ

Ｏ

Ｐ

塗

ス

チ

ー

ル

手

摺

：

Ｓ

Ｏ

Ｐ

塗

コ

ン

ク

リ

ー

ト

梁

：

Ｅ

Ｐ

塗

円

形

Ａ

Ｗ

：

取

合

部

シ

ー

ル

・

ガ

ラ

ス

シ

ー

ル

打

替

Ｓ

Ｏ

Ｐ

塗

点

線

下

部

ス

ラ

ブ

ヲ

示

ス

900

900

1

,

4

5

0

3

6

0

7

0
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0
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5
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側丸窓：

排煙窓電動ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ開閉

側丸窓：

排煙窓電動ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ開閉

2019.3

増設耐震壁

▲
W250

増設耐震壁

▲
W250

水平ケーブルブレースによる補強

水平ケーブルブレースによる補強

1
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5
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0
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0
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0

0
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0
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2
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0
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2

,

0
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0

φ

2

,

0

0

0

φ

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

塔屋階改修平面図

Ａ－１３

3.電動遮光

1)電動遮光カーテン

①電動昇降絞り上げ式マシン：3φ、200V、0.75Kw滑車8点吊

　ワイヤー：φ4、パイプCP：φ32　L23,100×H2,800

②操作盤(3階現位置に取付、配管は既存利用)２回路用

③遮光幕(11号帆布、張切、丸環付)

・ウレタン塗膜防水

屋根銅板葺きシール補修

大屋根樋防水：改修

スタジオＡ１ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ部(両面)に電動式遮光カーテン及び妻側に固定式遮光ｶｰﾃﾝを

取付ける。　　　　日学(株)電動遮光カーテン程度

　　カーテン
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ＲＤ鋳鉄製

2,700 2,700

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

1:100

1:200

A3

2019.3

屋 根 伏 図

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

Ａ－１４

ルーフドレイン：計１６ヵ所　既存撤去・ステンレス１００Φ

キャップ付・新設

・ウレタン塗膜防水

・ウレタン塗膜防水

大屋根樋防水：改修

塔屋屋根防水：改修
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

工事名称

図面名称

作成年月

A3

A1

1:150

1:300

2019.3

旧県立美術館改修工事

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

54,000

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

54,000 31,200

2,600 7,200 5,800 5,800 7,200 2,600

17,400

5,800 5,800 5,800 7,200 2,600

9,8004,000

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

１２３４５６７８９1011

Ａ B2 Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

ＡＣＤＥＦＧ B1

1,200

2,800

3,850

 既存壁撤去、開口部設置

 既存窓格子撤去（南面 ８か所）

 既存壁撤去、開口部設置

 屋外避難階段設置

 非常用進入口（西面４ヶ所）

 既存窓格子撤去（北面 ３か所）

 エレベーター新設

立 面 図

 自然排煙口設置  既存煙突 一部減築(耐震性向上）

南側立面図　縮尺:1/300

北側立面図　縮尺:1/300

東側立面図　縮尺:1/300

西側立面図　縮尺:1/300

 既存開口撤去、壁部設置

Ａ－１５

外壁塗装：砂壁状吹付材：合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ砂壁状陶器質骨材仕上

外壁塗装：砂壁状吹付材：合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ砂壁状陶器質骨材仕上

ステンレス懸垂幕

ステンレス懸垂幕

下手巻き式　2000*6000 ２連

外壁　モルタル浮き部補修エポキシ樹脂注入（ピンニング工法）全体数量１５%

下手巻き式　2000*7000 ３連

 既存煙突 一部減築(耐震性向上）

天端よりL=5.0m撤去する

手摺は修理再取付

天端モルタル補修､鉄筋錆止め処理

 既存煙突 一部減築(耐震性向上）

天端よりL=5.0m撤去する

手摺は修理再取付

天端モルタル補修､鉄筋錆止め処理

外壁塗装：砂壁状吹付材：合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ砂壁状陶器質骨材仕上

外壁塗装：階段部耐震壁外側

外壁　タイル浮き部補修エポキシ樹脂注入（ピンニング工法）全体数量３０%

外壁　２００角磁器質タイル貼り　補修廻り ８７㎡

 既存壁撤去、開口部設置

 エレベーター新設

 （２６人荷兼用）

外壁:押出成形セメント板　フラット板　t60縦張り

  

砂壁状吹付材

 

：合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ砂壁状陶器質骨材仕上

 

 非常用進入口（北面３ヶ所）

 非常用進入口（東面１ヶ所）

既存館名文字:撤去補修保管

 （人荷兼用）

軒天見上げ塗装：透湿防水型外壁仕上材吹

 

　１，０３３㎡

外壁塗装：砂壁状吹付材：合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ砂壁状陶器質骨材仕上　４８㎡

Ａ階段見上げ塗装：透湿防水型外壁仕上材吹
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展示室

西展示室

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

工事名称

図面名称

作成年月

A3

A1

34,580

27,000 7,580

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 1,000 3,200 3,380
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東西方向断面図　A1:1/150　A3:1/300

南北方向断面図　A1:1/150　A3:1/300

増築部分

増築部分

1:150

1:300

34,000

1,400

2019.3

スタジオＡ１

市民活動スペース

スタジオＡ２

スタジオＡ３

旧県立美術館改修工事

断面図１

Ａ－１６
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1FL

基準地盤面

2FL

3FL
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2階展示室 ホール
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3階展示室
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

1:100

1:200

A3

市民活動スペース
ホール

管理運営団体事務室

スタジオＡ２

スタジオＡ１

ホール

スタジオＢ

スタジオＡ３

スタジオＡ３

2019.3

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

Ａ－１７

断面図２
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,

8
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0

3

,

0

0

0

3

,

8

0

0
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A B1 C D E F G
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

1:100

1:200

A3

スタジオＡ１

市民活動スペース

スタジオＡ３

スタジオＡ３

ステンレス手摺り

２ヶ所撤去範囲

端部処理

旧県立美術館改修工事

断 面 図 ３

2019.3

Ａ－１８
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54,000

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400

3

1

,

2

0

0

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

1

,

4

0

0

4

,

0

0

0

天井点検口：450×450　39ケ

（木毛セメント板ｔ25打込ﾐ

物入

Ｃ階段

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｂ1

Ｇ

Ａ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｂ1

Ｇ

Ａ

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

1:100

1:200

A3

空調機械室

FL-1,500

白セメント吹付）

（木毛セメント板ｔ25打込ﾐ

白セメント吹付）

FL-1,500

機械室（１）

便所

CH=2,500

収蔵庫

収蔵庫

機械室

湯沸

CH=2,500

廊下

障害者便所

機械室（３）

Ｄ.Ｓ

Ｂ階段

倉庫

天井：プラスターボードＶＥ塗装

珪酸カルシウム板ｔ6VE

(CH=2,500)

岩綿吸音板

(CH=2,500)

岩綿吸音板

コンクリートあらわし

ベネチャート塗装

吹抜

吹抜

２階梁部断面図　1/20

休憩室

(CH=2,500)

(CH=3,900)

エレベーター
ホール

管理運営団体事務室

ロッカー

コイン
倉
庫

女子
更衣室 更衣室

男子会議室

ＥＶ

吹き抜け

撤去後新設

現

現

現

現

現

現

現

現

現

現

現

現

現

テナントカフェ

改

改

休憩室

改

授乳室

改

CH=2,500

2019.3

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

１階改修天井伏図

市民活動スペース

現

現

改 改修仕上内容を示す

現状仕上内容を示す

展示パネル・レール

撤去

現

展示室

展示パネル

撤去

パネルレール

ピクチャーレール

撤去

絵掛けアルミレール

撤去

絵掛けアルミレール

撤去

現

事務室

岩綿吸音板

(CH=3,000)

改

CH=スラブ迄

表し天井

ＥＰ吹付

改

CH=スラブ迄

表し天井

ＥＰ吹付

石膏ボード厚9.5

(CH=3,000)

クロス貼

透湿防水型外壁仕上材

天井：ＡＰ塗装

現

存置アルミ水切縁

存置

カーテンボックスOCL

現

下がり天井

(CH=2,190)

岩綿吸音板ｱ12.0貼下貼共

CH=2,900

撤去

照明ＢＯＸ

ホール

現

荷解室

（木毛セメント板ｔ25打込ﾐ

白セメント吹付）

既存面　ＥＰ吹付

改

プラスターボードｱ9.5

クロス貼

改

(CH=2,500)

男子便所

岩綿吸音板

(CH=2,500)

岩綿吸音板ｱ12.0

PB厚9.5下張り

女子便所

岩綿吸音板

(CH=2,500)

改

岩綿吸音板ｱ12.0

PB厚 9.5下張り

(CH=2,500)

珪酸カルシウム板

ＶＥ塗

プラスターボード+クロス貼

喫茶室

(CH=2,500)

透湿防水型外壁仕上材

再塗装

防水透湿型外壁仕上材

再塗装

防水透湿型外壁仕上材

再塗装

プラスターボード+クロス貼

現

(CH=2,500)

ホール

現

現

アルミスパンドレル焼付仕上

(CH=2,500)

アルミスパンドレル

焼付仕上

(CH=2,500)

風除室

化粧石膏ボードｱ9.5

CH=3,000

化粧石膏ボードｱ9.5

CH=3,000

現

事務室

岩綿吸音板

(CH=2,500)

CH=2,500

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5 

ｸﾛｽ貼

改

化粧石膏ボードｱ9.5

CH=2,500

会議室

(CH=2,500)

プラスターボードｔ9.5

クロス貼

プラスターボードｔ9.5

クロス貼

化粧石膏ボードｱ9.5

改

現

白セメント吹付）

（木毛セメント板ｔ25打込ﾐ

機械室（2）

消

火

ボ

ン

ベ

室

PB厚 9.5下張り

(CH=2,500)

岩綿吸音板ｱ12.0

改

カーテンボックス　SOP

カーテンボックス　SOP

Ａー１９
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Ｄ.Ｓ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ1

Ｇ

54,000

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400

3

1

,

2

0

0

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

倉庫

4

,

0

0

0

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

2018.9

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

1:100

1:200

A3

Ｃ階段

応接室

(CH=2,500)

吹抜

控　室

(CH=2,500)

岩綿吸音板

(CH=3,000)

(CH=2,500)

岩綿吸音板

廊　下

(CH=2,500)

岩綿吸音板

梁型：ベネチャート塗装

絵掛けアルミレール

天井点検口：450×450　19ケ

300×300　1ケ

カーテンボックスＳＯＰ

便所

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5

ｸﾛｽ貼

岩綿吸音板

クローク

(CH=2,500)

カーテンボックスＳＯＰ

Ａ2 Ａ2

エレベーター
ホール

ＥＶ

吹き抜け

改

スタジオＡ１

男子トイレ

スタジオＢ

倉庫

倉庫

廊下
現

現

現

現

現

現

現

現

改

改

ホール

館長室

(CH=2,500)

プラスターボードｔ9.5クロス貼

現

改

改

改

スタッフ
ルーム

改

改

倉 庫 機械室

改

撤去後新設

スタッフルーム

改

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

２階改修天井伏図

スタジオＡ２

現

改 改修仕上内容を示す

現状仕上内容を示す

CH=3,000

岩綿吸音板ｱ9.5

PB厚 9.5下貼共

躯体表し

現

大展示室

吹　抜

撤去

ピクチャーレール

躯体表し

躯体表し

(CH=3,000)

西展示室

プラスターボードｔ9.5クロス貼

ピクチャーレール

撤去

岩綿吸音板ｱ12.0貼下貼共

CH=2,500

化粧石膏ボードｱ9.5

CH=2,500

現

大展示室

(CH=3,000)

プラスターボードｔ9.5クロス貼

化粧石膏ボードｱ9.5

CH=2,500

現

現

風除室

(CH=2,500)

アルミスパンドレル焼付仕上

プラスターボードｔ9.5ＥＰ塗

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ ｱ9.5 EP塗

杉ワッパ清掃再取付

CH=3,400

プラスターボードｔ9.5クロス貼

改

改

岩綿吸音板ｱ12.0

下貼共

CH=2,500

岩綿吸音板ｱ12.0

下貼共

下貼共

岩綿吸音板ｱ12.0

化粧石膏ボードｱ9.5

CH=3,000

透湿防水型外壁仕上材

再塗装

化粧石膏ボードｱ9.5

CH=2,500

研修室

(CH=3,000)

岩綿吸音板

改

グラスウール保温材厚50

 

ガラス薄手クロス

 

EP 白色塗装

石膏ボードｱ9.5

CH=3,800

小展示室

プラスターボードｔ9.5クロス貼

(CH=3,800)

撤去

ピクチャーレール

絵掛けアルミレール

撤去

絵掛けアルミレール

撤去

シャッターＢＯＸ

撤去

Ａ－２０

CH=2,500

CH=2,500

女子トイレ
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450×450　4ケ

天井点検口：600×600　1ケ

2,000

１ ２ ３ ４ ５ ６

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ1

Ｇ

5,4005,4005,4005,4005,400

3

1

,

2

0

0

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

1

,

4

0

0

1

,

4

0

0

吹　　抜

5,4005,4005,4005,4005,400

27,000

下り天井

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1 1:100

1:200

A3

(梁モルタル塗)ＥＰ塗

展示室

Ｇ2

Ａ

Ａ2

600×600

ＣＨ

ＤＳ

ＤＳ

倉庫

スタジオＡ３

ＥＶ

吹き抜け

エレベーター
ホール

改

改

現

現

現

改

スタジオＡ３

撤去後新設

改

改

現

2019.3

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

３階改修天井伏図

現

改 改修仕上内容を示す

現状仕上内容を示す

(有孔耐水ベニヤｔ6ポリフィルム貼)

ＥＰ塗

化粧石膏ボードｱ9.5

石膏ボードｱ9.5

EP 白色塗装

CH=3,000

展示室

(CH=3,000)

プラスターボードｔ9.5クロス貼

(有孔耐水ベニヤｔ6ポリフィルム貼)ＥＰ塗

耐震天井改修

耐震天井改修

鉄骨下地

準構造化天井下地組

石膏ボードｱ9.5下貼

岩綿吸音板 ｱ9.5

ピクチャーレール

撤去、再取付

岩綿吸音板ｱ12.0貼下貼共

CH=2,500

電動幕及び装置　新設

撤去、再取付

絵掛けアルミレール

展示室

(CH=3,000)

プラスターボードｔ9.5クロス貼

現

(有孔耐水ベニヤｔ6ポリフィルム貼)ＥＰ塗

改

耐震天井改修

株式会社　　コスモス設計

Ａ-２１
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｂ1

Ｇ

Ａ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｂ1

Ｇ

Ａ

1
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0

0

54,000

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400 1,200

1,200

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400

3

1

,

2

0

0

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

1

,

7

0

0

2

,

4

0

0

1

,

7

0

0

1,820 2,320

2

,

1

2

0

9

0

5

4

,

7

5

0

800

800

9

3

5

2,400 3,000

800

1,650

6

4

0

1

,

0

6

0

4

,

8

0

0

6

,

5

0

0

4

,

7

0

0

1,000 250 2,900 250

1

,

4

0

0

4

,

6

0

0

700 1,700 700

1,2001,2001,2001,2001,2001,2001,200400

1,200 3,000 1,200

6

,

0

7

5

1,200

1,000

4

,

0

0

0

2,2002,200 2,200 2,200 2,700 2,700 2,700 2,700 1,800

1

,

4

5

0

1

,

8

0

0

1,650

1,650

150150

3,000

3

,

1

0

6

950 9523,500

1,400

物入 湯沸 便所

機械室（2）

会議室 休憩室

押入 押入

消

火

ボ

ン

ベ

室

事務室

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

倉庫

Ｄ.Ｓ

空調機械室 機械室（１）

収蔵庫

廊下

機械室（３）

障害者便所

荷解室

ホール

県事務室

展示室

消火栓

風除室

ＵＰ

ＵＰ

Ｂ階段

通用口

Ａ階段

ＵＰ

収蔵庫

喫茶室

ロッカー室

消火栓

消火栓

サインＣ

ヨ

ニ

FL-1500 FL-1500

男子便所

女子便所

Ｃ階段

ＵＰ

ＵＰ

W800×H2150

２ヶ所

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

工事名称

図面名称

作成年月

1:100

1:200

A3

A1

１階撤去平面図

2019.3

耐震壁増設厚150に伴う

撤去復旧範囲

土間コンクリート厚150

耐震壁増設厚150に伴う

土間コンクリート厚150

開口新設に伴う

ＲＣ壁厚150

開口新設に伴う

ＲＣ壁厚150

撤去補修

W1800×H2000

ＲＣ壁厚150

梁下まで

開口新設に伴う

ＲＣ壁厚150

撤去補修

W800×H2150

収納棚撤去

開口新設に伴う

ＲＣ壁厚150

W5000×H2900

撤去補修

W1200×H2900

ＲＣ厚150　梁下まで

撤去・目荒し補修

撤去補修

既存アルミ建具・格子

撤去・建具新設

５ヶ所

既存アルミ格子

撤去

３ヶ所

既存アルミ建具・格子

撤去・建具新設

４ヶ所

既存アルミ格子

２ヶ所

増築に伴う

既存アルミ建具

撤去・建具新設

木間仕切り撤去

耐震壁増設厚150に伴う

撤去復旧範囲

土間コンクリート厚150

既存アルミ格子

撤去

２ヶ所

ステンレス手摺り

撤去範囲 ２ヶ所

増築に伴う

ＲＣスラブ厚150撤去

既存ポーチ・階段

AW-1 W1200×H2900

AW-1 W1200×H2900

AW-2 W4660×H2375

撤去補修

SD-9

既存鋼製建具

SD-2 W2700×H3050

撤去

AG-102 

撤去

既存鋼製建具

増築に伴う

撤去・建具新設

既存鋼製建具

SD-1 W1837×H2990

木間仕切り・建具撤去

木間仕切り撤去

木製建具撤去

旧県立美術館改修工事

開口新設に伴う

玄関建具撤去

W2850×H2500

2カ所

土間コン撤去幅は1550mmとする

開口新設に伴う

ＲＣ壁厚150

撤去補修

耐震壁増設厚W300に伴う

２ヶ所

撤去

４ヶ所

W1200×H2900

W4000×H2000

耐震壁増設厚150に伴う

仕上

洗面化粧台・ブース

床・壁・天井

撤去範囲

W1200×H2900

壁:既存ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ厚25撤去

壁:既存ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ厚25撤去

耐震壁増設厚W300に伴う

撤去・補修

ＲＣ厚200　梁下まで

鋼製建具新設に伴う

既存鋼製建具撤去

SD-101

壁:既存ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ厚25撤去

耐震壁増設厚150に伴う

撤去復旧範囲

土間コンクリート厚150

壁:既存ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ厚25撤去

耐震壁増設厚150に伴う

既存アルミ建具 撤去

AG-101

イス式階段昇降機・レール撤去

硬質ウレタンフォーム

t=30　現場発泡

撤去復旧範囲

硬質ウレタンフォーム

t=30　現場発泡

開口閉鎖に伴う

ＲＣ壁厚150

既存アルミ建具撤去

AW-5 W4760×H1250

ハンガー絵画収納　撤去保管

硬質ウレタンフォーム

t=30　現場発泡

耐震壁増設厚150に伴う

撤去復旧範囲

土間コンクリート厚150

壁:既存ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ厚25撤去

硬質ウレタンフォーム

t=30　現場発泡

硬質ウレタンフォーム

t=30　現場発泡

耐震壁増設厚150に伴う

撤去復旧範囲

土間コンクリート厚150

壁:既存ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ厚25撤去

硬質ウレタンフォーム

t=30　現場発泡

端部処理

鋼製建具新設に伴う

既存鋼製建具撤去

SD-8

Ａ－２２

鋼製建具新設に伴う

既存鋼製建具撤去
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2

,

6

0

0

3

,

2

4

0

800

4

,

0

0

0

1,500

消火栓

ＵＰ

Ｄ.Ｓ

Ｃ階段

大展示室

倉庫

ＤＮ

小展示室

クローク

応接室

研修室

Ａ階段

西展示室

ホール

ｼｮｰｹｰｽ

ｼｮｰｹｰｽ

Ｂ階段

館長室

便所

湯沸

ＤＮ

ＤＮ

風除室

バルコニー

サインＣ

点線は３階展示室を示す

ｼｮｰｹｰｽ

切符売場

控　室

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

工事名称

図面名称

作成年月

1:100

1:200

A3

A1

2019.3

２階撤去平面図

開口新設に伴う

ＲＣ壁厚150

W900×H2000

撤去補修

軽鉄間仕切り撤去

開口閉鎖に伴う

ＲＣ壁厚150

既存アルミ建具撤去

AW-4 W2000×H2045

SH-1×２ヶ所

木間仕切り撤去

木製建具撤去

木製建具撤去

開口新設に伴う

ＲＣ壁厚120

W1800×H2000

撤去補修

開口新設に伴う

撤去補修

W1500×H2500

ＲＣ壁厚150

アコーディオン

カーテン

撤去補修

ｼｮｰｹｰｽ

撤去補修

ＲＣ壁厚120

ピットスラブ厚150

撤去補修

ブース

増築に伴う

既存鋼製建具

撤去

AW-6 W4710×H120

旧県立美術館改修工事

ｼｮｰｹｰｽ

撤去補修

鋼製建具新設に伴う

既存鋼製建具撤去

SD-3

既存木製建具撤去

イス式階段昇降機・レール撤去

イス式階段昇降機・レール撤去

耐震壁増設厚150に伴う

壁:既存ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ厚25撤去

硬質ウレタンフォーム

t=30　現場発泡

耐震壁増設厚150に伴う

壁:既存ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ厚25撤去

硬質ウレタンフォーム

t=30　現場発泡

鋼製建具新設に伴う

既存鋼製建具撤去

SD-5

Ａ－２３
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2,000

2,000

手摺

展示室

展示室

展示室

吹　　抜

手摺

手摺

ＤＮ

展示室

Ｃ階段

下り天井

２階撤去平面図

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

工事名称

図面名称

作成年月

1:100

1:200

A3

A1

2019.3

開口新設

ＲＣ壁厚150

W1500×H2500

撤去補修

増築に伴う

撤去復旧範囲

屋外階段設置に伴う

スラブコンクリート厚150

非常進入口設置に伴う

ＲＣ壁厚150

撤去復旧範囲

KSW-1 W800×H2100

３ヶ所

非常進入口設置に伴う

ＲＣ壁厚150

KSW-1 W800×H2100

４ヶ所

撤去復旧範囲

非常進入口設置に伴う

ＲＣ壁厚150

KSW-1 W800×H2100

４ヶ所

撤去復旧範囲

ＲＣ壁厚150

自然排煙口設置に伴う

KAW-1 W3810×H800

撤去復旧範囲

２ヶ所

（FL+2200）

既存木胴縁組下地撤去

天井仕上・LGS下地撤去

壁仕上撤去

既存フロアーコンセント撤去後補修

旧県立美術館改修工事

壁:既存ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ厚25撤去

耐震壁増設厚150に伴う

防火シャツター設置に伴う

階段手摺り撤去

硬質ウレタンフォーム

t=30　現場発泡

壁:既存ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ厚25撤去

耐震壁増設厚150に伴う

硬質ウレタンフォーム

t=30　現場発泡

壁:既存ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ厚25撤去

耐震壁増設厚150に伴う

硬質ウレタンフォーム

t=30　現場発泡

Ａ－２４
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軽量鉄骨下地石膏ボード厚9.5　EP白色塗装

避雷針
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電動カーテン・電動装置（両面）
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号
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スタジオ廻り断面詳細図

2019.3
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現
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現

改
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改

現

現
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0
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内
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C-100x50x20x2.3@910

3

0

0

以

内

円形ＡＷ：取合部シール・ガラスシール打替

市民活動スペース

現状仕上内容を示す

コンクリート中性化工事範囲を示す

既存スタイロフォームｔ50打込撤去

硬質ウレタンフォーム

 

t=30　現場発泡

 

スタジオＡ２

外倒シ 化粧格子撤去

壁：木胴縁組 ﾍﾞﾆﾔ板下地クロス貼 撤去

巾木:塩化ビニールH=80撤去

躯体表し　

天井：プラスタボードﾞt9下地クロス貼撤去
軽量鉄骨下地

巾木:塩化ビニールH=80撤去

サッシ既存撤去

開き戸

防塵塗装仕上
モルタル金ゴテ補修

床：長尺塩ビシート撤去

柱型巾木：人研
存置

軽鉄下地 構造用合板12.5+PB9.5(二重張）
壁：木造下地クロス貼撤去

EP 白色塗装

天井：プラスターボードｔ9.5クロス貼撤去

柱型：モルタル金ゴテ布貼(布貼撤去)

ＥＰ塗装

新設

軽量鉄骨下地

表し　EP吹付 白色塗装

床：ビニールタイル2mm撤去

モルタル金ゴテ補修
防塵塗装仕上

天井：プラスタボードﾞt9下地クロス貼

既存タイルカーペット残し

床：タイルカーペット

スタジオＡ３

軽鉄下地 構造用合板12.5+PB9.5(二重張）EP 白色塗装

軽鉄下地 構造用合板12.5+PB9.5(二重張）EP 白色塗装

壁：木胴縁組 ﾍﾞﾆﾔ板下地クロス貼 撤去
3

,

0

0

0

仕上:改修前　撤去

仕上:改修後　仕上

仕上　凡例
改 改修仕上内容を示す

スタジオＡ１

銅板葺

巾木:塩化ビニールH=80

床：タイルカーペット撤去

ナラ直貼りｧ15塗装品
フローリング張替え

軽鉄下地 構造用合板12.5+PB9.5(二重張）EP 白色塗装

壁：木胴縁組 ﾍﾞﾆﾔ板下地クロス貼 撤去

耐震天井改修 鉄骨下地

準構造化天井下地組
石膏ボードｱ9.5下貼　
岩綿吸音板 ｱ9.5

C-100x50x20x2.3@910

C-100x50x20x2.3

@1500

天井：有孔合板ＥＰ塗装　撤去

耐水ベニヤｔ6ＥＰ塗装　撤去

軒樋外部：砂壁状吹付材

軒樋内部：既存シート防水の上ウレタン塗膜防水改

天井：軽量鉄骨下地耐水ベニヤｔ6ＥＰ塗装　撤去 天井：軽量鉄骨下地有孔合板ＥＰ塗装　撤去

耐震天井改修 鉄骨下地
準構造化天井下地組
石膏ボードｱ9.5下貼　
岩綿吸音板 ｱ9.5

スタイロフォーム
ｔ50

銅板葺き現

スタジオＡ３

カーテンボックスＯＳ塗装撤去

巾木:塩化ビニールH=80撤去

ビニールH=75

ビニールH=75

ビニールH=75

ビニールH=75

コンクリート梁：ＥＰ塗

スチール手摺：ＳＯＰ塗

電動式
目隠カーテン取付

カーテンボックスＳＯＰ

天井：有孔合板ＥＰ塗装撤去

4

0

0

電動オペレーターに改修
ガラスフィルム貼り

現

屋根：既存シート防水の上ウレタン塗膜防水

銅板葺き現

現

円形ＡＷ：取合部シール・ガラスシール打替

改

改

テスリガス管ＳＯＰ改

コンクリート梁：ＥＰ塗

SD片面フラッシュ

巾800

耐火間仕切り

壁：ベニヤｔ6ＶＰ撤去
軽鉄下地 石膏ボード厚12.5　EP白色塗装

石膏ボード厚9.5　EP白色塗装
軽量鉄骨下地

天井：ベニヤｔ6ＶＰ撤去

軽量鉄骨下地石膏ボード厚9.5　EP白色塗装

耐震コンクリート壁厚250

屋根：既存シート防水の上ウレタン塗膜防水

軒天：透湿防水型外壁仕上材吹改

壁：磁器タイル貼

ピンニング工法（全体の３０％）

モルタル浮き部

改

壁：磁器タイル貼
（バリアント）

見切縁アルミ（自然発色ブロンズ色）

アルミ見切縁：

竪樋ＳＧＰ：ＳＯＰ塗装除去

ＳＯＰ塗装

外壁：砂壁状吹付材現

コンクリートブロック撤去

砂利敷き厚60撤去

アスファルト防水

アルミサッシトーメイペアガラス

アルミ見切縁：取り替え

磁器タイル

軒天：透湿防水型外壁仕上材吹

木製カーテンボックスＳＯＰ塗装

外壁：砂壁状吹付材

スタイロフォームｔ50打込

円形ＡＷ：取合部シール・ガラスシール打替

スチール手摺：ＳＯＰ塗

アルミ見切縁：

現 見切縁アルミ

コンクリート梁：ＥＰ塗
既存点検口：スチールｔ4.5　650×750

ＳＯＰ塗装

スチール手摺：ＳＯＰ塗装

点線下部スラブヲ示ス

既存タラップ

EP白色塗装

ＦＩＸ 外開き ＦＩＸ 外開き

Ａ－２５
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号
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*　昇降バトン機器類:バトンパイプ、ワイヤー、滑車、巻き上げ機、操作盤等は別途工事とする
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800

天井面バトン入れ込スリット

(両サイド)

2019.3

旧県立美術館改修工事

2階吹き抜け断面詳細図

▽水上コンクリート天

▽水下コンクリート天

バトンワイヤー電動巻取り機

バトンワイヤー電動巻取り機

吊り材鉄骨の見えかかり部分はＳＯＰ塗装
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号
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旧県立美術館改修工事

2019.3

吊り材鉄骨の見えかかり部分はＳＯＰ塗装

Ａ－２８

30 / 58



1

5

0

1

5

0

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号
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// // // // // // // // // // // //

6,100

既存池取り合い部分断面詳細図　1/30

4

,

0

0

0

5

0

0

▽１ＦＬ

▽基準地盤面

1

5

0

床デッキ材:人工合成木材

(W)145×(H)30　＠150

根太鋼(W)40×(H)29×t1.6　＠500

支持脚　М12　＠900

1

5

0

1

4

8

2

8

0

2

2

0

//// 150

29

300

600

300

幕板材:人工合成木材

(W)148×(H)29

階段材:人工合成木材

(W)130×(H)30

900

300

//////

1

3

8

1

3

9

階段部分断面詳細図　1/30

1

5

0

2

5

0

2

8

0

2

2

0

2

5

0

1

5

0

100

900

900

550

*

1:30

1:60

5,400

2,600 1,400

▽２ＦＬ

▽２ＦＬ

▽１ＦＬ

▽基準地盤面

60

900

250

*

420

*

1

5

0

3

0

市民活動スペース

▽１ＦＬ

▽基準地盤面

▽２ＦＬ

2

,

0

4

5

1

0

0

3

,

0

0

0

1

0

7

4

0

1

,

0

0

0

3

,

0

0

0

1

0

0

7

4

0

1

0

2

,

0

4

5

4

7

0

4

7

0

ワイヤーメッシュ

6φ×100×100

ワイヤーメッシュ

6φ×100×100

旧県立美術館改修工事

屋外床デッキ廻り詳細図

2019.3

床：防塵塗装

既存池

既存コンクリートブロック撤去

市民活動スペース

木製カーテンボックスＳＯＰ

Ａ－２９
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株式会社　　コスモス設計

Ｂ

Ｂ－Ｂ’断面図　1/50

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

A3

1:50

1:100

1,820 2,320

1,260

2,400 3,000

1

,

7

0

0

5

,

8

0

0

Ｅ

Ｄ

2,400 3,000

５ ６

5,800 1,700

Ｅ Ｄ

1,700 5,800

ＥＤ

Ａ－Ａ’断面図　1/50

2

,

5

0

0

2

,

5

0

0

2,4003,000

５６

5,800 1,700

Ｅ Ｄ

2,320 1,260 2,320

5

0

1

0

2

,

0

0

0

5

0

1

0

Ｄ－Ｄ’断面図　1/50 Ｆ－Ｆ’断面図　1/50 Ｇ－Ｇ’断面図　1/50

5,400

５ ６

7

3

7

3

1

0

15

3

3

9

1

0

15

1

7

5

2

5

2

5

2

2

5

廊下 便所

放熱孔3φ×5ケ

取外しパネル（化粧ビス止め）

三方枠ステンレスパーマネント仕上ｔ1.5
押縁ＳＵＡ10×19Ｈ．Ｌ
224

3

230

3

ＰＬ1.2メラミン焼付

サインアクリル板
ロゴマーク付

内骨材Ｌ－25×25×3

床：200角磁器タイル

天井：岩綿吸音板

アクリル板ｔ5

照明ボックス：スチールＰ1.6メラミン焼付

便所ブース詳細図　1/20

天井：岩綿吸音板 天井：岩綿吸音板

壁：べネチャート塗装

床：200角磁器タイル床：200角磁器タイル

洗面化粧台

天井：岩綿吸音板

開口出入口

洗面化粧台

床：200角磁器タイル

天井：岩綿吸音板

スクリーン

床：200角磁器タイル

天井：岩綿吸音板

床：200角磁器タイル

壁：べネチャート塗装

天井：岩綿吸音板

スクリーン

Ｅ－Ｅ’断面図　1/50Ｃ－Ｃ’断面図　1/50

洗面カウンター詳細図　1/20

沓摺詳細図　1/20

▽ホール▽男子便所

床：200角磁器タイル

沓摺：SUS　FB6×30

ＡＡ’

Ｂ’

Ｇ

Ｅ’ Ｄ’Ｃ’

Ｅ ＤＣ

5

0

0

7

0

0

6

0

5

0

9

0

600

洗面化粧台

2

,

1

2

0

2

,

5

0

0

2

,

5

0

0

2

,

5

0

0

2

,

5

0

0

床：200角磁器タイル

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

１階トイレ詳細図

2019.3

壁：化粧ケイカル板

壁：化粧ケイカル板

壁：化粧ケイカル板
壁：化粧ケイカル板

壁：化粧ケイカル板

壁：化粧ケイカル板
壁：化粧ケイカル板

壁；化粧ケイカル板
壁：化粧ケイカル板

女子トイレ

花崗岩本磨t20

汚垂れ石

壁：化粧ケイカル板

L型手すり

(機械設備)

(機械設備)

L型手すり

1

,

4

8

5

4

0

40

900

600

多目的トイレ

男子トイレ

小便手すり

(機械設備)

ＳＫ

(機械設備)

L型手すり

(機械設備)

跳上手すり

手洗いカウンター

マーブルライト

W=1,500 D=600

手洗いカウンター

マーブルライト

W=4,000 D=600

1

,

6

4

0

9

3

5

2

,

4

5

0

１階男・女・多目的トイレ平面図　1/50

メラミン化粧合板棚板ｔ25

900

900

既存上部電照式サイン

既存沓摺：SUS　FB6×30

既存上部電照式サイン

トイレブース
メラミン化粧合板

頭つなぎステンレス

2

0

2

,

5

0

0

1

,

9

4

0

1

,

9

4

0

4

8

0

床：（ビニール床シート）

4

0

4

0

1

,

4

4

0

1

,

4

4

0

1

,

4

4

0

1,120 40 1,020

開口

開口

開口

1

,

3

0

0

洗面化粧台

既存照明ボックス 既存照明ボックス 既存三方枠ステンレスパーマネント仕上

既存三方枠ステンレスパーマネント仕上

(機械設備)
カガミ

メラミン化粧合板棚板ｔ25

1

,

3

0

0

開口

開口

開口

1

,

3

0

0

(機械設備)
カガミ 既存照明ボックス

既存三方枠ステンレスパーマネント仕上

既存片引軽量ハンガードア

既存電照式サイン 既存電照式サイン

既存片引軽量ハンガードア

壁：化粧ケイカル板

洗面化粧台

2

,

5

0

0

メラミン化粧合板棚板ｔ25

9

0

0

9

0

0

既存電照式サイン詳細図－２　1/2

既存電照式サイン詳細図－１　1/5

825

1

,

3

2

5

Ａ－３０
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床:下地モルタル補修

 

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ｱ6.5貼

 

650

ｶｰﾃﾝ

撤去

2

,

0

0

0

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3

A1

工事名称

1:50

1:100

約157㎡

ﾀﾞｸﾄｽﾍﾟｰｽ

Ｂ階段

消火栓

風除室

1

,

0

0

0

2

,

6

0

0

車椅子昇降装置

ステンレスオートドア

壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

水切 ｱﾙﾐ板

CB積 t120 ﾓﾙﾀﾙ塗 ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

ｱﾙﾐ折曲げ加工

床:200角磁器ﾀｲﾙ貼・防水ﾓﾙﾀﾙ下地

膳板 ア25mm CL

6 7 8 9

天井下がり位置

ステンレスオートドア

1,000

310

10

310

10

320

1

5

0

2,700

1,000

310

10

310

10

320

2,350

60

2,350

10

310

3,400 2,000

3

4

0

320

4,760

8

0

0

800

400

2

0

0

5

0

0

2

5

1

0

0

3,180

3

1

5

2

,

3

0

0

3

,

5

0

0

2

,

5

0

0

2

,

9

0

0

5

,

8

0

0

2

8

0

x

1

7

=

4

,

7

6

0

2

,

0

9

5

1

6

0

1

,

7

0

0

2

3

5

180

2,000 280x5=1,400

160

1,700

140

50

5,400 5,400 5,400

370

910 40 910 40 910 40 910 40 910

320

4,710 2,000 3,080

320

320

1,660

40 590 40

1,900

40 490

390 40 800 40 390

800

150

ロックウール充填

E

X

P

.

J

本

体

上

面

排

水

口

1

3

5

100

排水パイプ

φ50下抜き

2,315

廊下

壁：ベネチャート塗装

既存開口部フサギ材

高耐食亜鉛メッキ鋼板t1.6曲げ加工

WD:OCL塗

開口部補修

90

9.5+12.5

12.5+9.5

B

C

D

E

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

2

,

8

1

0

2

,

7

8

5

2

0

5

1

,

1

7

5

1

,

6

1

0

2,700

5,1003,000 2,915.5

215.5

5,184.5

スタッフルーム

1

,

3

5

0

4

0

4

0

1

,

3

5

0

4

0

1

,

3

5

0

1

,

3

5

0

9

0

0女子トイレ

1,500

40

40

1,500

2階ホール・トイレ廻り平面詳細図

Ｓ＝１／５０

25

2

4

0

1

,

8

7

5

8

0

0

新規出入り口開口

床見切りSUS304

40×20×t2.0

(既存仕上材 存置)

 ・天井　まげわっぱ加工天井 存置

 ・床　フローリング張替え

ＤＮ

開口枠ｽﾁｰﾙt1.6 V.P 

床見切りSUS304

40×20×t2.0

床:ﾓﾙﾀﾙ下地

ビニール床シートt2.2貼り

ＳＫ

SD：内外共ベネチャート塗装

150

3

4

5

Ｗ

=

1

,

8

1

5

倉 庫

WD:OCL塗

汚垂れ石

150

約90㎡

スタジオＢ

（旧 小展示室）

花崗岩本磨　t２０

煙
突

開口枠ｽﾁｰﾙt1.6 V.P 

(既存開口部カバー材)

天井下がり位置

4

0

4

0

２階ホール廻り改修平面詳細図

 ・床　フローリング張替え

 ・床　フローリング張替え

40×20×t2.0

床見切りSUS304

 ・床　フローリング張替え

 ・壁　既存仕上材 存置

 ・天井　まげわっぱ加工天井 存置

 ・床　フローリング張替え

フッ素樹脂系焼付塗装

床見切りSUS304

40×20×t2.0

8

0

0

 スタジオＢ 改修概要

ホール 改修概要

E

X

P

.

J

2

,

7

0

0

既存縦樋位置

既存縦樋位置

エレベーター棟

(エレベーター棟詳細図参照)

ホール

2,200

ＣＨ=２５００

ＣＨ=２５００

ＣＨ=３４００

ＣＨ=３０００

ＣＨ=３０００

旧県立美術館改修工事

2019.3

座面

 

既存大理石

 

 ・壁　PB9.5+構造用合板12(２重張)、EP白色塗装

 ・天井　石こうボード9.5、EP白色塗装

撤去

開き戸ｽﾁｰﾙ V.P 常閉特定防火設備

手洗いカウンター

マーブルライト

手洗いカウンター

マーブルライト

9

4

5

900

4

0

40 40 900

L型手すり

(機械設備)

(機械設備)

L型手すり

W=1,500 D=600

W=2,000 D=600

920

5,100

2,400 2,700

2

,

5

0

0

2

,

0

0

0

男子トイレ

5,100

2,4002,700

2

,

5

0

0

2

,

5

0

0

1

,

3

0

0

隔て板

トイレブース

開口 開口

メラミン化粧合板棚板ｔ25

 

カガミ

(機械設備)

9

0

0

9

0

0

2

,

5

0

0

4,190

開口 開口 開口

トイレブース

2

,

0

0

0

2

,

5

0

0

カガミ

(機械設備)

2,400

2,700

2

,

5

0

0

軽鉄間仕切り下地

開口部補修

軽鉄間仕切り下地

スタッフ

ルーム

約20㎡

男子トイレ　Ａ方向　展開図

男子トイレ　Ｃ方向　展開図

女子トイレ　Ｂ方向　展開図

女子トイレ　Ｃ方向　展開図

膳板 ア25mm OS

開き戸ｽﾁｰﾙ 特定防火設備

既存沓拭ﾏｯﾄ

隔て板

(機械設備)

小便手すり

既存ｶｳﾝﾀｰ

既存ｶｳﾝﾀｰ
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スタジオＡ１　展開図　1/50

F E D C B1

最

高

高

さ

 

1

6

,

4

0

0

DCB1

5,800

9

EDCB2

10 11

2

,

5

0

0

2

,

2

0

0

7,200 5,800 5,800 7,200

3

,

0

0

0

1

,

0

0

0

8

0

4

,

0

0

0

7

,

0

0

0

3

階

天

井

高

さ

 

3

,

0

0

0

1

,

1

0

0

5,8007,200

7

,

0

0

0

5,400

5,8005,8005,800

5,400

2

,

5

0

0

340

1,835

4

,

5

0

0

検　印 作　図

作成年月

図面番号

工事名称

図面名称 縮尺

補正年月日 補正内容 備　考

株式会社　　コスモス設計

1:50

A1

A3

1:100

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

一級建築士事務所登録

3FL

柱 幅木:ｴﾝﾋﾞ幅木 H60

SD:ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

SD:ﾍﾞﾈﾁｬｰﾄ塗装

旧県立美術館改修工事

スタジオ　展開図

2019.3

2,475

開口

3階スタジオＡ３

既存ﾘﾀｰﾝｶﾞﾗﾘｱﾙﾐ

既存ﾋﾟｸﾁｬﾚｰﾙ

幅木:EP塗装

間仕切壁:防火区画間仕切り壁EP 白色塗装

柱型:ﾓﾙﾀﾙ下地 EP 白色塗装

スタジオＡ１　展開図　1/50

スタジオＢ　展開図　1/50

天井:耐震天井改修

天井:耐震天井改修

天井:耐震天井改修

木手摺:OS塗装

鋼製手摺子:SOP塗装

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木H75

床:下地モルタル補修 フローリング張替え ナラ直貼りｧ15塗装品 

壁:軽鉄下地 構造用合板12+PB9.5（二重張） EP 白色塗装 

下り天井:LGS下地
壁:軽鉄下地 構造用合板12+PB9.5（二重張） 

 EP 白色塗装 

既存ﾋﾟｸﾁｬﾚｰﾙ

床:既存ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

壁:軽鉄下地 構造用合板12+PB9.5（二重張） 

 EP 白色塗装 

 EP 白色塗装 

壁:軽鉄下地 構造用合板12+PB9.5（二重張） 

床:下地モルタル補修 フローリング張替え ナラ直貼りｧ15塗装品 

スタジオＡ２通路

3

,

8

0

0

 EP 白色塗装 

壁:軽鉄下地 構造用合板12+PB9.5（二重張） 

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木H75

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 床:下地モルタル補修 フローリング張替え ナラ直貼りｧ15塗装品 

既存SD:

天井:LGS下地石膏ボードｱ9.5　EP 白色塗装 

天井:LGS下地石膏ボードｱ9.5　EP 白色塗装 

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木H75 床:下地モルタル補修 フローリング張替え ナラ直貼りｧ15塗装品 

 EP 白色塗装 

壁:軽鉄下地 構造用合板12+PB9.5（二重張） 

スタジオＢ　展開図　1/50

3

,

8

0

0

Ａ－３２
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

A3

1:40

1:80

踊り場

踊り場

UP

DN

踊り場

1

2

4

7

4

1

2

1

2

1

2

1

,

0

4

5

1

,

0

4

5

12

Ｓ＝１／４０

1階平面詳細図

中間階平面詳細図

Ｓ＝１／４０

121212 12

1,530 192

2

,

5

6

4

6

6

0

// // // // // // // // // // //

// // // // // // // // // // // //

440

440

2

,

6

0

0

1

,

4

0

0

Ｆ

//

印は手摺支柱位置を示す

2

,

5

6

4

Ｇ

手摺材:SGP25A

手摺材:SGP25A

手摺材:SGP25A

ＤＮ

手摺材:SGP25A

面台:高耐食亜鉛メッキ鋼板t1.6加工

フッ素樹脂焼き付け塗装

2

6

2

2

3

7

9

0

1

ウレタン系塗床材(防滑仕様)

床仕上げ：モルタル金ゴテ押さえの上

主要間仕切り

両面石膏ボード12.5+9.5二重張り

防火区画(LGS下地)

Ｇ

(

階

段

幅

)

510

2

,

8

0

0

1

,

4

0

0

1

,

4

0

0

100

水勾配

水勾配

１

２

5,400

１

２

5,400

Ｆ

Ｇ

2

,

6

0

0

耐震壁範囲

1

2

4

7

4

1

2

1

2

8

2

0

2

3

6

1

,

0

4

5

2

1

2

1

,

0

4

5

水抜きパイプ：VP 50φ

既存柱位置

既存柱位置

既存柱位置

850

DN

17181920212223

5,110

踏み面仕上げ：

モルタル金ゴテ押さえの上

ウレタン系塗床材(防滑仕様)

床仕上げ：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ押さえの上

ウレタン系塗床材(防滑仕様)

階

段

幅

階

段

幅

階

段

幅

外部踏み板

チェッカーＰ.Ｌ　t9.0曲げ加工

1

2

1

2

1

2

8

2

0

2

3

6

2

1

2

階

段

幅

階

段

幅

階

段

幅

1,500

3,610

DN

1

5

1

9

0

6

5

0

ササラ側板FB-12×300

踏面、けあげP.L　t6.0加工

面台:高耐食亜鉛メッキ鋼板t1.6加工

フッ素樹脂焼き付け塗装

石膏ボード下地の上窯業系サイディングt14横張り

155

3

0

0

Ｄ-１部分詳細図

Ｓ＝１／１０

Ｓ＝１／１０

Ｄ-２部分詳細図

屋外用階段ノンスリップ

ハイステップ　タイヤレスタイプ

ST-35U　アンカー付き

Ｄ-１

Ｄ

-

３

Ｄ

-

２

踏み面仕上げ：

モルタル金ゴテ押さえの上

ウレタン系塗床材(防滑仕様)

ワイヤーメッシュφ5×100×100

935

12

935

シーリング充填

Ｓ＝１／４０

3階平面詳細図

既存柱位置

既存

地中梁位置

2

5

2

5

940

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

31 32 33 34 35 36 37

30

171819202122232425262728

29

16

11 12 13 14 15

10

9

8

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

30

20 20

増打ち

増打ち

6,110

(基礎寸法)

750

K1K2K3

1,500532 3,610

1,040

K1K2K3

1,500

3,610

530

2通り側柱芯

2通り側柱芯

Ka

Kb

Kb

2

,

8

0

0

1

,

4

0

0

1

,

4

0

0

2

5

2

5

増

打

ち

増

打

ち

(

基

礎

寸

法

)

4

5

4

5

3

,

3

6

0

2通り側柱芯

2通り側柱芯

Ka

既存

地中梁位置

柱根廻り：コンクリート打放し

(別詳細図参照)

柱根廻り：コンクリート打放し

(別詳細図参照)

上下弦材:FB-9×38

1

6

1

3

0

0

外部踏み板

チェッカーＰ.Ｌ

t9.0曲げ加工

5

0

8

0

6

２ＦＬ

2階出入り口ＦＬ

支柱材:FB-12×44

格子材:FB-9×32

ササラ側板FB-12×300

補強アングルＬ-75×75×6.0

SUSプレートt2.0加工

7

9

Ｓ＝１／１０

Ｄ-３部分詳細図

既存

地中梁位置

旧県立美術館改修工事託

2019.3

外部階段平面詳細図

スタジオＡ３

スタジオＡ１

260

260

3,640 1,060

260

1

8

0

260

260

//

3,900 1,060

260

260

3,380

1,070

Ａ－３３
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Ｓ＝１／４０

Ｇ～Ｆ間　断面詳細図

2,555

500

500

2,555

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

旧県立美術館改修工事設計業務委託

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

A3

1

3

,

0

0

0

4

,

0

0

0

4

,

0

0

0

4

,

5

0

0

1

5

0

30

1

0

0

3

0

3

,

0

0

0

8

3

0

1

,

1

0

0

1

,

8

0

0

3

0

0

6

0

0

1

5

0

250

2,000

700

100

150

1

,

1

0

0

屋外階段

5

0

0

▽

柱

芯

１

２

5,400

250

// // // // // // // // // // // // //

250

3,7501,722

1,210

踏面仕上げ

モルタル金鏝仕上げの上

ウレタン系塗床材(防滑仕様)

踏面、けあげP.L　t6.0加工

屋外用階段ノンスリップ

ハイステップ　タイヤレスタイプ

ST-35U　アンカー付き

主要間仕切り

防火区画

手摺材:SGP25A

面台:高耐食亜鉛メッキ鋼板t1.6加工

フッ素樹脂焼き付け塗装

モルタル金ゴテ押さえの上床仕上げ：

ウレタン系塗床材(防滑仕様)

支柱材:FB-12×44

２ＦＬ

3

0

0

3

0

0

3

0

0

〃

〃

1,050 700 150

3,400

2,000

100

3

,

0

0

0

1

,

0

0

0

7

,

0

0

0

600

1

5

0

1

0

0

7

4

0

1

0

3

0

0

6

0

0

1

5

0

1

5

0

3

5

2

,

8

8

0

1

8

0

1

8

0

踊り場ＦＬ

支柱材:FB-12×44

手摺材:SGP25A

DN

主要間仕切り

防火区画

1

,

1

0

0

Ｆ

Ｇ

2,600

1,400

DN

1

8

3

踊り場ＦＬ

2

,

9

2

8

2

,

5

6

2

65

9.5

12.5

40

150

5

0

8

0

1

0

5

2

,

0

4

5

5

,

0

0

0

4

,

5

0

0

4

,

0

0

0

4

,

0

0

0

5

0

0

2

3

,

0

0

0

901

1

,

1

0

0

8

0

2

,

0

0

0

1

6

1

Ａ

Ａ

1

6

1

1

8

3

1

8

3

1

,

2

8

1

1,770

250

250

1,200

9

0

0

2階出入り口部分

2階出入り口断面詳細図

Ｓ＝１／４０

(Ａ－Ａ部分)

避難階段

階段受け柱：構造用角形鋼管

1

,

1

0

0

床仕上げ：

ウレタン系塗床材(防滑仕様)

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ押さえの上

補強アングルＬ-75×75×6.0

既存柱部分

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

// // // //

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

1,500

補強アングルＬ-75×75×6.0

階段受け梁材：

Ｈ-244×175×7×11

３ＦＬ

ＲＦＬ

２ＦＬ

１ＦＬ

ＧＬ
設計地盤ＧＬ

2階出入り口ＦＬ

３ＦＬ

ＲＦＬ

１ＦＬ

ＧＬ
設計地盤ＧＬ

1

,

1

0

0

床板:鋼板t6.0

ササラ側板FB-12×300

3

0

0

5

0

支柱材:FB-12×44

外部踏み板

チェッカーＰ.Ｌ　t9.0曲げ加工

5

0

6

6

8

0

片持ち受梁

チェッカーＰ.Ｌ

外部踏み板

t9.0曲げ加工

Ｄ-１

Ｄ-２

Ｄ-３

上下弦材:FB-9×32

1:40

1:80

格子材:FB-9×32

ワイヤーメッシユφ5.0×100×100

壁:石膏ボード下地の上

9

0

0

既存地中梁

1

5

0

2,800

1,400

25

内面合わせ

25

25

75

125

75

125

柱廻り根巻きコンクリート

250// // // // // // // // // // ////

1,200

510

1,0405,110

溜桝設備工事

階段受け柱：構造用角形鋼管

階段受け柱：構造用角形鋼管

□-150×150×t9.0

250

940

3,500

既存柱部分

Ｈ-300×150×6.5×9

受け梁Ｈ-300×150×6.5×9

25

片持ち受梁

Ｈ-300×150×6.5×9

15

1

5

1

8

5

5

0

0

5

0

1

0

0

1

8

1

3

1

5

床仕上げ：コンクリート金鏝仕上げ

1

8

5

5

0

0

1

0

0

5

0

3,360

45

増打ち増打ち

45

(基礎部分は構造図参照)

既存地中梁

既存地中梁

柱根廻り：コンクリート打放し

(別詳細図参照)

750

190

20

増打ち

20

増打ち

6,110

基礎立上り：

コンクリート打放し仕上げ

Ｓ＝１／４０

①～②間　断面詳細図

K1K2K3

Ka

K3通り柱芯

1,400

K1通り柱芯

K3通り柱芯

K2通り柱芯

Kb

20 20

1

5

9

2

8

0

6565

460

200

既存地中梁

1

5

9

2

8

0

2020

420

15065

65

□

□

□

□

K3 K2

K1

柱根巻き断面詳細図

Ｓ＝１／２０

基礎立上り：

コンクリート打放し仕上げ

1

,

1

0

0

1

1

0

8

6

0

1

3

0

砕石RC-40　t100

捨コン　t50

フランジP.L

t9.0

シーリング充填

フランジP.L

t9.0

シーリング充填

タテ筋12－D10

ヨコ筋2－D10

タテ筋12－D10

ヨコ筋2－D10

ササラ側板FB-12×300

(別詳細図参照)

アンカーボルト3-М20

(基礎部分は構造図参照)

(基礎寸法)

(基礎寸法)

階段受け柱：構造用角形鋼管

□-200×200×t12

□-150×150×t12

□-200×200×t12

階段受け柱：構造用角形鋼管

□-200×200×t12

階段受け柱：構造用角形鋼管

□-150×150×t12

2019.3

外部階段断面詳細図

スタジオＡ３

スタジオＡ１

スタジオＡ３

* 鉄骨部分は全て溶融亜鉛メッキ仕上フッ素樹脂塗装(常温タイプ型)とする。

石膏ボード下地の上窯業系サイディングt14横張り塗装品

軒天井:石膏ボード厚9.5EP塗装仕上げ

Ａ－３４

1

8

0

1

8

0

1

8

0
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2

5

0

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

A3

3,000

女子便所

E

X

P

.

J

ａ

ａ

敷居間隔１０ｍｍ

3

,

4

0

0

3,0001,200

220

N

o

.

0

1

1

,

1

0

0

E

X

P

.

J

出入口芯

倉庫

床用エキスパンション

クリアランス100タイプ

(アルミ製)

床用エキスパンション

クリアランス100タイプ

(アルミ製コーナー用)

3,450

3,650

200

3

,

0

0

0

2

0

0

2

0

0

ａ

ａ

1

2

5

2

,

9

0

0

3

,

4

0

0

3,0001,200

220

N

o

.

0

1

E

X

P

.

J

床用エキスパンション

クリアランス100タイプ

(アルミ製コーナー用)

3,450

3,650

200

3

,

0

0

0

2

0

0

2

0

0

7

,

2

0

0

7

,

2

0

0

男子トイレ

ロックウール充填

６ ７ ８

Ｆ

Ｅ

６

Ｅ

７ ８

5,400

5,400 5,400

Ｆ

Ｓ＝１／５０

2階平面詳細図

Ｓ＝１／５０

1階平面詳細図

1:50

1:100

FL± 0

FL－100

スロープ　4.35％

スロープ　1/12

8.33％

FL－500

倉庫

1

2

0

1

2

0

1

,

6

5

0

FL－500

ＧＬ

ＧＬ

1階Ｅ.Ｖホール

2階Ｅ.Ｖホール

1

,

0

1

5

1

,

0

8

0

重量電動シャッター

既存開口部フサギ材

高耐食亜鉛メッキ鋼板t1.6曲げ加工

フッ素樹脂系焼付塗装

E

X

P

.

J

本

体

上

面

排

水

口

アルミ製庇

1,156

630 1140 524

1

,

6

6

0

250

昇降路内法 2950

かご外法 2681

121

30

118

250

30

1

4

0

かご内法 2500

か

ご

内

法

 

1

5

0

0

151

3

1

3

1

2

5

0

6

6

9

昇

降

路

内

法

 

2

5

0

0

か

ご

外

法

 

1

5

6

2

2

5

0

出

入

口

幅

1

2

0

0

2

6

9

630

16641156

1

3

5

100

排水パイプ

φ50下抜き

8

7

.

5

か

ご

外

法

 

1

5

6

2

昇

降

路

内

法

 

2

5

0

0

6

6

9

2

,

0

4

0

2

5

0

出

入

口

高

さ

出

入

口

幅

1

2

0

0

2

1

0

0

1

,

3

6

0

2

6

9

点検用コンセント１００Ｖ（電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

電源引込み口

（電気工事）

3

1

1

4

0

30

3

1

かご内法 2500

か

ご

内

法

 

1

5

0

0

151

制御盤

巻上機

1

4

0

0

5

0

0

アルミ製庇:出幅1000タイプ

ＣＡＮシリーズ・ジョイントレスタイプ

CAN1001JB程度

1000

1,156

630 1140 524

250

30

121

250

118

昇降路内法 2950

かご外法 2681

8

7

.

5

1

2

5

630 1664

1156

3

5

0

120

1,450

3

5

0

2,610

1,200

1,410

床:100角磁器質タイル貼り

5,400

5,400

5,400

Ｄ-Ｄ

3階平面詳細図

Ｓ＝１／５０

横引き型75φ

ステンレスルーフドレン

Ｒ階屋上

2

,

4

5

0

壁

開

口

幅

　

2

,

6

8

0

1

,

2

5

0

1

,

3

6

0

2

1

0

0

出

入

口

高

さ

1

2

0

0

出

入

口

幅

2

,

0

4

0

6

6

9

2

5

0

2

5

0

2

6

9

昇

降

路

内

法

 

2

5

0

0

か

ご

外

法

 

1

5

6

2

出入口芯

250

118

630

30

121

250 昇降路内法 2950

かご外法 2681

16641156

か

ご

内

法

 

1

5

0

0

かご内法 2500

151

30

3

1

3

1

1

4

0

外壁コーナー用

外壁エキスパンション

(アルミ製)

クリアランス100タイプ

床用エキスパンション

3階屋上

2階屋上

3階Ｅ.Ｖホール

2階屋上

エキスパンション位置

外壁コーナー用

外壁エキスパンション

アルミ笠木Ｗ=275

Ｓ＝１／５０

R階平面詳細図

エキスパンション位置

1

,

2

0

0

(

躯

体

撤

去

)

Ｅ

Ｆ

7

,

2

0

0

E

X

P

.

J

200

3,650

3,450

220

1,200 3,000

E

X

P

.

J

2

0

0

3

,

0

0

0

2

0

0

E

X

P

.

J

200

3,650

3,450

220

1,200 3,000

E

X

P

.

J

2

0

0

3

,

0

0

0

2

0

0

5241140630

1,156

N

o

.

0

1

1

2

5

8

7

.

5

敷居間隔１０ｍｍ

ａ

ａ

Ｃ階段

ＤＮ

(アルミ製)

クリアランス100タイプ

壁・屋根用エキスパンション

高耐食亜鉛メッキ鋼板

コーナーカバー

裏側ロックウール吹付

フッ素樹脂焼付塗装ＺＡＭ　t1.6曲げ加工

6-М12

t6.0取り付P.L

既存躯体側

既存縦樋位置

9

0

325

Ｗ=20

シーリング目地位置

580

5

8

0

既存躯体部分

フッ素樹脂焼付塗装

ＺＡＭ　t1.6曲げ加工

コーナーカバー

高耐食亜鉛メッキ鋼板

ケミカルアンカー

下地アングル

既

存

躯

体

部

分

L-50×50×4

Ｓ＝１／３０

Ｄ-Ｄ断面詳細図Ｄ-Ｄ平面詳細図

Ｓ＝１／３０

開口枠:スチールP.L

t1.2　AE焼付塗装150

床用エキスパンション

クリアランス100タイプ

(アルミ製コーナー用)

2,315

3

,

4

0

0

9

0

0

2

,

9

0

0

2,400

325

275

5

0

0

コーナーカバー

(別詳細図参照)

壁・屋根用エキスパンション

クリアランス100タイプ

(アルミ製)

縦樋SGP　VE塗装

ステンレスルーフドレン

縦型100φ

ステンレスルーフドレン

縦型75φ

2

,

0

4

0

1

,

3

6

0

出

入

口

高

さ

2

1

0

0

出入口芯

敷居間隔１０ｍｍ

2,000

1,910

634

679

外壁コーナー用

外壁エキスパンション

ス

ロ

ー

プ

エレベーター棟平面詳細図

2019.3

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

手すり:アルミ既製品

手すり:アルミ既製品

9

0

0

9

0

0

7,925

2

,

9

0

0

4,475

FL± 0

2

,

9

7

5

7

5

75

7,925

75

3

,

4

0

0

4,475

2

,

9

7

5

3

,

4

0

0

7

5

2

,

9

7

5

3

,

4

0

0

7

5

7,600

Ａ－３５
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

A3

1:40

1:80

外壁:押出成形セメント板

3

,

0

0

0

200

3,400

3,000

200

2,900

1

,

7

2

0

5

0

0

4

,

0

0

0

4

,

0

0

0

2

,

7

8

0

Ｅ

2

6

5

C

H

=

2

,

9

0

0

325

9

0

3

0

0

6

0

0

1

5

0

2,000

150

100

700

1

5

0

3

5

1

,

2

2

0

2

,

7

8

0

Ｓ＝１／４０

南北方向断面詳細図

3

,

8

5

0

EXP.J

アルミ製建具

開口部:

3階Ｅ.Ｖホール

床仕上げ:

既存部分

増築部分

壁・屋根用エキスパンション

クリアランス100タイプ

(アルミ製)

床用EXP.J:

クリアランス100タイプ

天井EXP.J:クリアランス100タイプ

(平場用)

既存部分

２階廊下

2階Ｅ.Ｖホール

1階Ｅ.Ｖホール

床用EXP.J:

クリアランス100タイプ

既存部分

１階廊下

EXP.J

3

5

0

3

5

0

アルミ笠木Ｗ=275

Ｒ階屋上

3階屋上

1

2

,

8

0

0

2

,

4

2

5

開口部:内両開き扉

鋼製建具(気密枠仕様)

ウレタン塗膜防水屋上防水:

ウレタン塗膜防水

コンクリート金鏝下地

屋上防水:

2

,

0

0

0

2

5

乗場位置表示器

一般用押ボタン

車いす用押ボタン

1

4

0

1,660

出

入

口

高

さ

2

1

0

0

2

5

乗場位置表示器

一般用押ボタン

車いす用押ボタン

乗場位置表示器

一般用押ボタン

車いす用押ボタン

点字注意名板

（最下階のみ）

Fix

出

入

口

高

さ

2

1

0

0

2

5

出

入

口

芯

9

4

0

1

2

0

0

9

4

0

床仕上面

（ＥＶＦＬ）

9

4

0

開口三方枠:

高耐食溶融メッキ鋼板

(ＺＡＭ)1.6加工

フッ素樹脂焼付塗装

3

0

1

4

0

1

,

3

0

0

1

0

0

5

5

0

9

5

0

天井:岩綿吸音板t12張り

石膏ボードt9.5捨張り

天井:岩綿吸音板t12張り

石膏ボードt9.5捨張り

床仕上げ:

壁仕上げ:石膏ボード下地

ビニールクロス貼り

壁仕上げ:石膏ボード下地

ビニールクロス貼り

自動ドアー

4,000

窓面手摺り

SGP25A　SOP塗装

支柱材FB-16×44　SOP塗装

9

5

0

窓面手摺り

SGP25A　SOP塗装

支柱材FB-16×44

SOP塗装

ウレタン塗膜防水

コンクリート金鏝下地

屋上防水:

2階屋上

ビニール床シートt2.2貼り

床仕上げ:

ビニール床シートt2.2貼り

床仕上面

ビニール床シートt2.2貼り

柱、梁鉄骨部分

ロックウールt25吹付

3

,

0

0

0

1

,

0

0

0

30

3

,

0

0

0

1

,

0

0

0

1

5

0

1

5

0

3

0

5

0

0

4030

250

６

2

6

5

200

200

3,450

1,200

3,0003,650

3

,

0

0

0

1

,

2

5

0

2,950

80

EXP.J

100

9

7

0

3

0

揚重ビーム

Ｈ－１２５×１２５×６．５×９

(ＥＶ工事)

ハンガーケース取付材

Ｌ－７５×７５×９

壁・屋根用エキスパンション

クリアランス100タイプ

(アルミ製)

既存部分

増築部分

3階屋上

アルミ水切りD=80

開口三方枠材:ＳＵＳ304

t2.0ヘアーライン仕上げ

(エレベーター工事)

3階Ｅ.Ｖホール

床用EXP.J:

クリアランス100タイプ

押出成形セメント板受け材

Ｌ－７５×７５×９

1階Ｅ.Ｖホール

ＥＶ出入口扉

ピット内部防水

ウレタン塗膜防水

Ｅ.Ｖ昇降路ピット

既存部分

既存部分

2階Ｅ.Ｖホール

三方枠取付鋼材

Ｌ－７５×７５×９

Ｈ－１００×１００×６×８

敷居取付材

床仕上げ:

Ｅ.Ｖ昇降路

EXP.J

天井EXP.J:

(コーナー用)

東西方向断面詳細図

Ｓ＝１／４０

8

3

0

3

0

1

0

0

150

35

25

柱、梁鉄骨部分

ロックウールt25吹付

アルミ笠木Ｗ=275

2

0

0

天井:岩綿吸音板t12張り

石膏ボードt9.5捨張り

天井:岩綿吸音板t12張り

石膏ボードt9.5捨張り

天井:岩綿吸音板t12張り

石膏ボードt9.5捨張り

C

H

=

2

,

9

0

0

C

H

=

2

,

5

0

0

ＥＶ出入口扉

C

H

=

2

,

5

0

0

床EXP.J:

(コーナー用)

床EXP.J:

(コーナー用)

床仕上げ:

ビニール床シートt2.2貼り

コンクリート直均し下地

コンクリート直均し下地

ビニール床シートt2.2貼り

既存部分

柱、梁鉄骨部分

ロックウールt25吹付

柱、梁鉄骨部分

ロックウールt25吹付

5

0

0

4

,

0

0

0

4

,

0

0

0

2

,

7

8

0

1

,

2

2

0

2

,

7

8

0

3

5

0

1

2

,

8

0

0

3

,

9

5

0

1

,

1

7

0

外壁:押出成形セメント板

２ＦＬ

３ＦＬ

３ＲＦＬ

２ＲＦＬ

１ＦＬ

ＧＬ

ＲＦＬ

1

0

0

9

5

0

3

5

0

1,000

3

0

100

5

5

0

1

,

3

0

0

1

4

0

(強化ガラス仕様)

支持アーム(ARM1000J)

アルミ押出し形材製

アルミ製庇:出幅1000タイプ

ＣＡＮシリーズ・ジョイントレスタイプ

CAN1001JB程度

２階廊下

1

7

0

3

0

2

,

0

0

0

2

0

0

5

0

3

4

1

6

6

5

0

5

5

0

1

0

0

1

,

3

0

0

Fix

Fix

1

2

0

7

0

2

5

0

±

5

0

出入り口部分断面詳細図

Ｓ＝１／４０

開口部:

アルミ製建具

窓面手摺り

SGP25A　SOP塗装

支柱材FB-16×44　SOP塗装

550

450

1,330

2

0

0

5

0

6

5

0

床 :100角磁器質タイル貼り

1

5

0

1

5

0

5

0

嵌め殺し窓(スベリ出し窓付)

枠材タモ集成

OSCL

縦樋ステンレス鋼管

SUS304　φ60.5　ＨＬ

アルミ製自動ドアー

突出し窓

オペレーター開閉式

W＝ 200　 H＝ 20タイプ

SUSグレーチング (縦目タイプ)

200

ＶＰ 50φ排水桝に接続

5

0

0

4

,

0

0

0

4

,

0

0

0

4

,

5

0

0

1

3

,

0

0

0

2

,

1

0

0

出入り口開口部片引き自動ドアー

(アルミ製)

天井EXP.J:

クリアランス100タイプ

(平場用)

デッキ裏部分

ロックウールt25吹付

壁仕上げ:石膏ボード下地

ビニールクロス貼り

壁仕上げ:石膏ボード下地

ビニールクロス貼り

見切り:SUSアングル

Ｌ-50×50×6

t30A種抽出法ポリスチレンフォーム保温板

t=0.15ポリエチレンフィルム

t=150

砕石RC-40

砕石RC-40

t=0.15ポリエチレンフィルム

t30A種抽出法ポリスチレンフォーム保温板

t=150

設計地盤ＧＬ

スロープ:コンクリート目地切り

刷毛引き仕上げ

3

0

4

7

0

Ｒ階屋上

縦樋SGP　VE塗装

ステンレスルーフドレン

横引き型75φ

屋上防水:

コンクリート金鏝下地

ウレタン塗膜防水

220

ロックウール充填

ロックウール充填

ロックウール充填

見切り:スチールP.L　t1.2加工

天井EXP.J:クリアランス100タイプ

(平場用)

VE焼付塗装

3

0

0

6

0

0

1

5

0

150

100

700

2,000

▽

柱

芯

1

,

2

0

0

9

0

0

ビニール床シートt2.2貼り

コンクリート直均し下地

床仕上げ:

t=150

t=0.15ポリエチレンフィルム

t30A種抽出法ポリスチレンフォーム保温板

砕石RC-40

400

溜桝設備工事

1

5

0

2,800

70

スチールP.L　t1.2

天井:岩綿吸音板t12張り

石膏ボードt9.5捨張り

壁仕上げ:石膏ボード下地

出

入

口

高

さ

2

1

0

0

ビニールクロス貼り

6

3

3

0

30

30

200

6

3

3

0

30

30

200

スチールP.L　t1.2

AE焼付塗装

AE焼付塗装

シャッターボックス

旧県立美術館改修工事

2019.3

エレベーター棟断面詳細図

１階倉庫

２階階段室

３階スタジオＡ３

１階ホール天井高さ

ＣＨ＝２，５００

スチールシャッター

フラット板　t60縦張り

砂壁状吹付材

フラット板　t60縦張り

砂壁状吹付材

コンクリート金コテ下地

3

,

9

5

0

Ａ－３６
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ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）

電話中継盤

昇降路内の温度は４０℃以下とする

昇降路頂部煙感知器設置例

昇降路頂部の煙感知器・熱感知器設備工事

ピット内点検用コンセント設備工事

接地線の昇降路内制御盤迄の引込工事

制御電源の昇降路内制御盤迄の引込工事（ＡＣ１相　１００Ｖ５０ＨＺ）

動力電源の昇降路内制御盤迄の引込工事（ＡＣ３相　２００Ｖ５０ＨＺ）

レール取付用鋼材の設置工事

各階出入口の敷居受け用持出し工事

各階の三方枠及び扉機構取付用鋼材の設置工事

ピット内防水仕上工事

乗場機器取付後の出入口まわりの壁及び床仕上工事

各階乗場床の機器取付用かき込み工事

各階出入口の穴あけ工事（押釦・位置表示器を含む）

昇降路頂部の揚重ビームの設置工事（２０ｋＮ）

昇降路の築造工事1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

14

15

エレベーター遠隔監視用配管・配線工事（ＭＤＦからエレベーター制御盤迄）

16

17

火災発生時、ＯＮする無電圧接点の昇降路までの配管・配線工事

非常用インターホンの指定取付位置より昇降路迄の配管・配線工事

（指定取付場所　　　階　　　室）

12

13

18

かご内スピーカー用配管・配線工事

別　途　工　事　及　び　施　工　区　分　表 電気建築　 設備 本工事

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

A3

1:50

1:100

昇降機設備図（1）

2019.3

１ＦＬ

２ＦＬ

３ＦＬ

出

入

口

高

さ

2

1

0

0

塗膜防水仕上面

（建築工事）

制御盤

電話線配管配線工事（電気工事）

昇降路最下階制御盤から最寄りの電話中継盤まで

ＰＶＣ　０．６５－４Ｃ

電源引込み口

（電気工事）

点検用タラップ

（ＥＶ工事）

点検用コンセント　１００Ｖ　（電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）
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部材

記号

名　称 部　材 工事区分

ａ 三方枠取付鋼材 Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｂ 敷居取付材 Ｈ－１００×１００×６×８ 建築工事

ｆ１ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－２５０×２５０×９×１４ 建築工事

ｇ１

レールブラケット取付用立柱兼

揚重ビーム取付用立柱

Ｈ－２５０×２５０×９×１４ 建築工事

ｋ 揚重ビーム Ｈ－１２５×１２５×６．５×９ ＥＶ工事

ｍ ハンガーケース取付材 Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｑ ＡＬＣ受け材 Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

エレベーター仕様要項

分

類

仕様項目 01号機

基

本

仕

様

機種名称 機械室ﾚｽｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

用途 乗用

制御方式 可変電圧可変周波数制御（回生なし）

操作方式

乗合全自動方式(1C-2BC)

積載量 1750ｋｇ

定員 26名

定格速度

45m/min

戸閉方式

2枚戸片引き（2S)

出入口幅x高さ 1200mmx2100mm

かご室サイズ（内法間口ｘ奥行ｘ高さ） 1500mmx2500mmx2280mm

出入口方式 一方向出入口

正面側停止数

3停止(1-3階)

動力用電源 AC3φ-200V-50Hz

照明用電源 AC1φ-100V-50Hz

そ

の

他

基

本

仕

様

耐震設計施工指針耐震クラス クラスA14

公共建築工事標準仕様 適用年版 平成28年版

敷居間隔 10mm

ドアセンサ機能 マルチビームドアセンサ2D

車いす仕様 あり（制御機能）

視覚障がい者対応仕様 あり

地震時管制運転方式

P波センサ付3段設定(普通級)

停電時自動着床装置（ＭＥＬＤ） あり

かご呼び取消し機能 あり

乗

場

仕

様

乗場三方枠

大枠角形幕板なし 301mm～600mm ｽﾃﾝﾚｽﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ(1-3階)

乗場戸

ステンレスバイブレーション仕上(1-3階)

乗場敷居

アルミ製(1-3階)

乗場インジケーター

一体セグメントLED　ステンレスバイブレーション(1-3階)

乗場インジケーター一体形ボタン

ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色LED(1-3階)

休止灯 あり

車いす専用乗場ボタンプレート

一般用乗場ﾎﾞﾀﾝﾌﾟﾚｰﾄ一体形 ｽﾃﾝﾚｽﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ仕上(1-3階)

車いす専用乗場ボタン

ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色LED(1-3階)

乗場休止スイッチ 乗場インジ・ボタン組込

か

ご

室

仕

様

天井

標準型:LEDダウンライト(白色LED)

壁 化粧鋼板

出入口上板 化粧鋼板

かご室戸 化粧鋼板

袖壁・出入口柱 ステンレスバイブレーション仕上

巾木 アルミ製

かご床 樹脂タイル2mm（標準タイル）

かご室敷居 アルミ製

かご操作盤タイプ 袖壁操作盤

かご操作盤プレート材質・仕上 ステンレスバイブレーション

かごボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色LED

インターホン乱用防止カバー あり

正操作盤インジケータータイプ

かご内液晶インジケーター(5.7インチ) CUDO認定品

かご操作盤液晶表示言語

４ヵ国語ガイド(通常時：日英、緊急時：日英中韓、１画面表示)

車いす専用かご操作盤 両側面に設置 ﾌﾟﾚｰﾄ:ｽﾃﾝﾚｽﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ仕上

車いす専用かご操作盤インジケータータイプ セグメントLED

車いす専用かごボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色LED

車いす用インターホン乱用防止カバー あり

かご室換気 ﾗｲﾝﾌﾛｰﾌｧﾝ

かご室手すり

丸形ステンレス(YH-55S)　二面取付（両側面）

かご室鏡

ｽﾃﾝﾚｽ鏡面ﾌﾙﾊｲﾄ(巾500）

キックプレート ステンレスヘアライン仕上（ビスなし）高さ:床面より350mm

壁保護幕 あり（磁石式）

床保護マット あり

そ

の

他

仕

様

気配りドア あり

ホールモーションセンサ＜３Ｄ＞ あり

遮煙機能付

2枚戸片引き用(1-3階)

点字名板取付方法 接着

おもり非常止め なし

火災時管制運転方式 火報信号連動式

インターホン型式 6V1局

かご内アナウンス

かご内４ヵ国語アナウンス(通常時：日英、緊急時：日英中韓)

停電時自動着床装置アナウンス あり

かご室スピーカー あり

スピーカーＯＮ－ＯＦＦスイッチ あり（開戸内設置）

フェッシャープレート

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ手配(2-3階)

レールサイズアップ あり

煙感知器点検口スイッチ あり

仮設動力電源 1式

・外部より点検可能な構造として下さい

・雨水浸入が無い様配慮下さい

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・煙感知器はかご投影面にかからない位置として下さい

・点検口は下記①または②として下さい

　①ＥＶ昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれか

　　（１）ホーチキ　　　ＫＵＳ－１Ｂ

　　（２）能美防災　　　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ

　　（３）ニッタン　　　ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ

　　（４）パナソニック　ＢＶ９５３５１（ＢＯＸ）＋ＢＶ９５３８１Ｈ（扉）

　②以下２項目を満足する点検口　～「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照

　　（１）スイッチ取付スペース２００×９０程度確保できる。

　　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、１ｍｍ以上浮かないこと。
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ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）

立柱の最下階付近での固定用に

ピット面から最下階まで立柱用受け台を

コンクリートにて施工下さい。

ピ

ッ

ト

深

さ

最下階

ピット面

75以下

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計
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部材

記号

名　称 部　材 工事区分

ａ

三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｂ 敷居取付材 Ｈ－１００×１００×６×８ 建築工事

ｍ ハンガーケース取付材 Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｑ

ＡＬＣ受け材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

旧県立美術館改修工事

Ａ－３８

40 / 58



動力電源設備（ＣＶ－Ｔ電線使用時）

接地線サイズ電線サイズ

（＊）

感度電流値

動作時間

電源側ＮＦ容量設備容量号機名

電源電圧

周波数

電動機容量

ｍ まで

ｍｍＡＴｋＶＡ

ｍＡ以上

秒以上

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍ

ｍ まで

まで

Ｖ

Ｈｚ

２

２

２

２

０１

ＡＣ３φ２００

５０

　９．１ｋＷ

０．２

（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合

●制御盤まで放送スピーカー用配管・配線工事

０．９ｍｍ×１４本（φ２５）

１．２×３本　（電気工事）

●制御盤内まで火災時閉じる無電圧接点支給工事

（電気工事）

●電話回線

ＭＤＦからエレベーター制御盤へ

ＰＶＣ　０．６５　４Ｃ（１９）

（電気工事）

●外部インターホン取付位置（   ）迄の

配管・配線工事（電気工事）

照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　５０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）

９ ７５

２００

　５４ 　１４

　８３ 　２２

１３７ 　３８

　５．５

（単位：ｋＮ）

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計
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（電気工事）

点検用コンセント１００Ｖ（電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

ＥＶレール支持用立柱（建築工事）に作用する地震時水平荷重値
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Ｄ種接地工事

一次側継ぎ工事まで施工

（電気工事）
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注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と

　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。
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部材

記号

名　称 部　材 工事区分

ａ

三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｆ１ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－２５０×２５０×９×１４ 建築工事

ｆ２ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－１７５×１７５×７．５×１１ 建築工事

部材

記号

名　称 部　材 工事区分

ａ

三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｂ 敷居取付材 Ｈ－１００×１００×６×８ 建築工事

ｆ１ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－２５０×２５０×９×１４ 建築工事

ｆ２ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－１７５×１７５×７．５×１１ 建築工事

ｇ１ 揚重ビーム取付用立柱（最上階のみ） Ｈ－２５０×２５０×９×１４ 建築工事

ｇ２ 揚重ビーム取付用立柱（最上階のみ） Ｈ－１７５×１７５×７．５×１１ 建築工事

ｋ 揚重ビーム Ｈ－１２５×１２５×６．５×９ ＥＶ工事

旧県立美術館改修工事

Ａ－３９
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 機械排煙設置

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A3

A1

-

-

5

,

8

0

0

3

1

,

2

0

0

1

7

,

4

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

4

,

0

0

0

7

,

2

0

0

倉

庫

約12㎡

授乳室

煙

突

ダクト

スペース

(旧 ボンベ室)

トイレ湯沸倉庫

多目的

トイレ

トイレ トイレ

女子男子

機械室

約16㎡

機械室

約56㎡

機械室

約63㎡

倉庫

倉庫

UP

UP

UP

UP

UP

UP

ＥＶ

北側

出入口

UP

展示物等

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

54,000

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

3

1

,

2

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

スロープ

スロープ

シャッター

ホール

約60㎡

ス

ロ

ー

プ

通用口

（旧 展示室）

約560㎡

市民活動スペース

北

風除室

管理運営団体事務室

約86㎡

カウンター

（旧 収蔵庫）

テナントカフェ

約40㎡

(旧 喫茶室)

デッキデッキ

休憩室

約26㎡

（旧 倉庫）

搬入口

倉庫

機械室

防

災

盤

、

分

電

盤

１ ２ ３ ４ ５ ６ 6-1 6-2 ７ 7-1 ８ ９ 10 11

Ａ

B1

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

UP

6

,

1

0

0

UP UPUP

UP UP

2,800

（旧 事務室）

約12㎡

ロッカー

コイン

会議室

約24㎡

女子

更衣室 更衣室

男子

ユニット

シャワー

ユニット

シャワー

7,655

3,2001,000 3,380

7,580

1,200 2,180

3,220

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

B2

Ｅ

E-1

E-2

2

,

6

0

0

2

,

5

9

0

3

,

0

1

0

1

,

6

0

0

1

,

4

0

0

4

,

4

0

0

屋外階段　幅900以上

蹴上げ　180以下

踏面　　260以上

鉄骨造

UP

受変電設備

5,4005,4005,400

27,000

5,4005,400

カウンター

キッチン

3

,

0

1

0

2

,

6

6

5

デッキ

デッキ

デッキ

2,700 2,700 2,700 2,700 1,800 3,600

3

,

0

0

0

2

,

8

0

0

GL±0

1

,

7

0

0

2

,

4

0

0

1

,

7

0

0

1,820 2,320

2

,

1

2

0

9

0

5

4

,

7

5

0

800

800

9

3

5

800

6

,

0

7

5

胸像移設

２ヶ所

GL+500

GL+500

GL+500

GL+500

GL+500

GL+500

GL±0

GL±0

GL±0

GL±0

GL±0

1FL=GL+500

1FL=GL+500

1

,

5

0

0

GL+500

900

（旧 休憩室）

（旧 会議室）

エレベーター

ホール

倉 庫

約130㎡

（旧 展示室）

スタジオＡ２

風除室

DN

DN

煙

突

UP

DN

倉庫

庇屋根

庇屋根

UP

DN

ＥＶ

約20㎡

(旧 控室)

ダクト

スペース

スタジオＡ１

（旧 大展示室）

スタジオＢ

（旧 小展示室）

 エレベーター新設

約500㎡

ホール

(旧 研修室)

約90㎡

バルコニー

約80㎡

北

（人荷兼用）

倉庫

約48㎡

スタッフルーム

スタッフ

ルーム

カ

ウ

ン

タ

ー

男子トイレ

女子トイレ

約47㎡

Ａ

B1

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

機械室

約157㎡

倉庫

約14㎡

シンク

格子バトン

格子バトン

格子バトン

一文字バトン

一文字バトン

約12㎡約17㎡

7,580 3,220

1,000 3,200 3,380

1,200 2,180

7,655

3

,

0

1

0

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

B2

Ｅ

E-1

E-2

4

,

0

0

0

1

7

,

4

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

2

,

5

9

0

3

,

0

1

0

1

,

6

0

0

3

1

,

2

0

0

1

,

4

0

0

4

,

4

0

0

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

3

1

,

2

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

5,4005,4005,4005,4005,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

5,4005,4005,4005,4005,400

27,000

2

,

4

7

5

2

1

,

0

5

0

2

,

4

7

5

5,975

4,950 2,8503,000

3,840

2

,

7

0

0

3

,

1

0

0

エレベーター

ホール

１ ２ ３ ４ ５ ６ 6-1 6-2 ７ 7-1 ８ ９ 10 11

54,000

DN

ＥＶ

スタジオＡ１　上部吹抜

（旧 展示室）

DN

（旧 展示室）

約400㎡

ダ

ク

ト

ス

ペ

ー

ス

屋 根

1

,

4

0

0

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

3

1

,

2

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

1

,

4

0

0

27,000

5,4005,4005,400 5,400 5,400

スタジオＡ３

舞台照明設備設置 

スタジオＡ３

北

１ ２ ３ ４ ５ ６ 6-1 6-2 ７ 7-1 ８ ９ 10 11

約24㎡

倉庫

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

3

4

,

0

0

0

B2

Ｅ

E-1

E-2

3,2001,000 3,380

7,580

1,200 2,180

3,220

7,330250

1

,

4

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

1

,

4

0

0

2

,

5

9

0

3

,

0

1

0

1

,

6

0

0

5

,

8

0

0

4

,

0

0

0

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

27,000

2,400 3,000

エレベーター

ホール

Ａ

B1

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

1,625 900 2,875 2,250 900 5,125 900 1,625

8

7

5

9

0

0

8

2

5

8

2

5

9

0

0

4

,

0

7

5

4

,

0

7

5

9

0

0

8

2

5

8

2

5

9

0

0

8

7

5

3,000

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

2,000 2,000

2

,

0

0

0

1

,

4

0

0

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

3

8

,

0

0

0

3

1

,

2

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

1

,

4

0

0

2

,

0

0

0

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

27,000

2,000 2,000

31,000

点検口

避雷針

ＲＤ鋳鉄製

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｂ1

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６

1

,

8

0

0

2

,

8

5

0

2

,

0

0

0

φ

2

,

0

0

0

φ

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

2

,

0

0

0

φ

2

,

0

0

0

φ

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

2

,

0

0

0

φ

2

,

0

0

0

φ

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

2

,

0

0

0

φ

2

,

0

0

0

φ

2

,

8

5

0

1

,

8

0

0

床

：

モ

ル

タ

ル

金

仕

上

モ

ル

タ

ル

金

Ｖ

Ｐ

ス

チ

ー

ル

手

摺

：

Ｓ

Ｏ

Ｐ

塗

円

形

Ａ

Ｗ

：

取

合

部

シ

ー

ル

・

ガ

ラ

ス

シ

ー

ル

打

替

ス

チ

ー

ル

手

摺

：

Ｓ

Ｏ

Ｐ

塗

コ

ン

ク

リ

ー

ト

梁

：

Ｅ

Ｐ

塗

点

検

口

：

ス

チ

ー

ル

ｔ

4

.

5

　

6

5

0

×

7

5

0

Ｓ

Ｏ

Ｐ

塗

点

線

下

部

ス

ラ

ブ

ヲ

示

ス

床

：

モ

ル

タ

ル

金

仕

上

モ

ル

タ

ル

金

Ｖ

Ｐ

タ

ラ

ッ

プ

ハ

ッ

チ

1,800 1,800900 900

350 2,000 350

100950 100 950100 150 150

70 3030

70

7

0

0

3

0

0

3

6

0

3

5

35 300

7

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

3

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

1

,

4

5

0

575 400

7

5

0

200 650

1

,

0

2

5

30035

3

5

3

6

0

3

0

0

7

0

0

7070 3030

150950 100 950 100150

100

350 2,000 350

900 1,800 1,800 900

5,400

側丸窓：

排煙窓電動ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ開閉

増設耐震壁

水平ケーブルブレースによる補強

増設耐震壁

KAW

1A

KAW

1A

KAW

1A

KAW

1A

KAW

1B

KAW

1B

KAW

1A

KAW

1A

KAW

1A

KAW

1A

KAD

1

KAW

2

1

KSD

KAW

2A

1

KTB KTB

2

KAW

3

SH

1

KAG

1

KAG

1

KAD

2

KAD

1

KAD

1

1

KSD

1

KSD

1

FSD

1

FSH

KAD

4

4

KSD

KAW

2B

KAW

1

KAW

1

KAD

2

KSW

1

KSW

1

KSW

1

KSW

1

KSW

1

KSW

1

KSW

1

KSW

1

1

FSD

FSH

2

FSH

4

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

排煙窓電動ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ開閉

側丸窓：

2019.3

１Ｆ　ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

２Ｆ　ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

３Ｆ　ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

ＲＦ　ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

FSH

3

KAD

3

1

KSD

KWD

1

KWD

2

KWD

4

KWD

4

KWD

4

KWD

1

KWD

1

KWD

3

KWD

3

KWD

2

KWD

KWD

KWD

1

KWD

2

KWD

2

KWD

4

KWD

2

3

3

KSD

2

KWW

1

KWW

2

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

改修建具表-１

STD

1

STD

1

KAW

2B

STD

2

STD

2

特

特

特

特

特

特

特

特

1

FSD

特

1

FSD

特

KTB

4

KTB

3

KTB

5

KTB

6

Ａ－４０
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2

,

0

4

5

7

4

0

1

0

0

2

,

0

4

5

7

4

0

1

0

0

2

,

0

0

0

8

0

0

1

0

0

2,465 70 2,465

9001,800

1,800

70 70

2

,

0

0

0

8

9

0

1

0

0

1

,

9

0

0

1

0

0

5

0

0

7

4

0

1

0

0

1

,

2

0

0

1

0

0

2

,

0

0

0

8

0

0

押板積層材CL

ＫＡＷ

ステンレス沓摺

番号

補正年月日 補正内容 備　考 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A3

A1

-

-

建具の種類と符合 ガラスの種類と符合

ドアーガラリの種類と符合錠の種類と符合 沓摺の種類と符合 建具の種類と符合(可動部分)

ドアーガラリの大きさと符合 沓摺の形状と番号

本表は設計図に示す建具および特記事項、標準詳細を一括して表す。

戸棚およびカウンターその他これに類する建具は詳細図によるものと

し、本表に含まない。

シ ン ボ ル一 般 事 項

符号 符号

符号 符号

材　　　質

材　　　質 材　　　質

材　　　質

符号 材　　　質

符号 種　　　類 符号 種　　　類

符号 程度(通気量:m3/hr･m2)

番号 １ ２ ３内法寸法(Ｗ x Ｈ)

特 記 事 項 建具標準詳細図特記がない場合は下記事項による。

形状

符号 使用場所 形 式 機 構 内方寸法(ＷxＨ) ガラス 材 質 仕 上 備　　考
特 殊 金 物

付　属　品

ステンレス自動ドア FL-8 ｽﾃﾝﾚｽ3S仕上 電動装置一式

センサータイプ(3Sﾊﾟｰﾏﾈﾝﾄ仕上)

木製扉ＷＤ ＡＤ アルミ製扉

ＣＰ シリンダー箱錠 Ｓ スチール沓摺

Ｓ 普通透明板ガラス ＣＦ 線入形板ガラス

ＷＧ 木製ガラリ ＰＡＴ 完全エャータイト型　(2未満)

ＷＷ

ＷＧ

Ｆ

ＳＤ

ＳＷ

ＳＧ

ＳＳ

ＳＬ

木製窓

木製ガラリ

ふすま

スチール製扉

スチール製窓

スチール製ガラリ

スチール製シャッター

スチール製リンクグリルシャッター

ＡＷ

ＡＧ

ＡＬ

ＳＴＤ

ＳＴＷ

ＳＴＧ

ＳＴＬ

ＳＴＳ

ＴＤ

ＴＷ

アルミ製窓

アルミ製ガラリ

アルミ製リンクグリルシャッター

ステンレス製扉

ステンレス製窓

ステンレス製ガラリ

ステンレス製シャッター

ステンレス製リンクグリルシャッター

強化ガラス製扉

強化ガラス製扉

ＦＬ

Ｗ

Ｃ

ＫＳ

ＫＦＬ

ＫＷ

ＫＣ

Ｍ

ＫＭ

Ｆ

ＷＦ

フロート透明ガラス

網入透明板ガラス

線入透明板ガラス

熱線吸収普通板ガラス

熱線吸収網入板ガラス

熱線吸収線入板ガラス

熱線反射ガラス

熱線吸収反射ガラス

形板ガラス

網入形板ガラス

ＷＬ

Ｕ

ＣＵ

Ｔ

Ｌ

Ａ

ＣＴＰ

Ｂ

波形ガラス

溝形ガラス

線入溝形ガラス

強化ガラス

合せガラス

複層ガラス

色焼付ガラス

腐蝕加工

ＣＬ

ＰＤ

ＬＤ

ＮＬ

Ｃ

ＭＷ

ＭＳ

ＭＤ

ＥＬ

棒鍵箱錠

シリンダー本締錠

棒鍵本締錠

ナイトラッチ

空錠

モノロックタイプ両面錠

モノロックタイプ片面錠

モノロックタイプ間仕切錠

非常用錠

ＳＴ

Ｂ

ＳＮ

ＴＢ

Ｔ

ＺＢ

Ｚ

Ｗ

黄銅沓摺

本石沓摺

テラゾーブロック沓摺

テラゾー沓摺

人研ブロック沓摺

人研石塗研出沓摺

木製沓摺

ＳＧ

ＡＧ

ＳＴＧ

スチール製ガラリ

アルミ製ガラリ

ステンレス製ガラリ

ＡＴ

ＳＡＴ

Ｒ

エャータイト型　(2以上8未満)

準エャータイト型　(8以上30未満)

既製品

目地棒 建具枠巾

仝　　上 仝　　上

DC

PH

熱線吸収フロートガラス

扉厚巾

整理番号

建具の符号

ガラリの符号

錠の符号

ドアーチェック フロアーヒンジ

沓摺の符号と

形状番号

１Ａ

ＳＴＤ

1階エレベーター

ホール

2,600×2,500

個　数

1,200x2,885 アルミ ﾋﾝｼﾞ付ﾗﾝﾏｷｬｯﾁ錠

付属品一式

ＫＡＷ

１Ａ

1階市民活動スペース

オペレーター

PG3-6-3外倒しｻﾂｼｭ付き ９

２ 新設

既存撤去新設

１Ｂ

1階市民活動スペース ２

仝　　上

ＫＡＷ

２

1階市民活動スペース

嵌め殺しｱﾙﾐｻｯｼｭ

１

１ 5,000x2,900

仝　　上 仝　　上

仝　　上

仝　　上

仝　　上

PG5-6-5

アルミ

新設

新設

ＫＡＷ

２Ａ

1階テナントカフェ

嵌殺しｱﾙﾐｻｯｼｭ

片引きｱﾙﾐｻｯｼｭ付

4,600x2,375 PG5-6-5

アルミ

引手

クレセント

既存撤去新設

ＫＡＤ

３

1階市民活動スペース

風除室

嵌殺しｱﾙﾐｻｯｼｭ

両開きｱﾙﾐｻｯｼｭ

１ 1,837x2,990

アルミ

フロアヒンジ

既存撤去新設

機械室

ＫＡＧ

１

アルミガラリ ２
1,600x2,900

アルミ 既存撤去新設防虫網

PD

アルミシヤッター

 ＳＨ

ホール

1階エレベーター

金物一式

 

アルミ１ 2,600x2,500

１

ＫＡＤ

１

スタジオＡ２ 両引き分けｱﾙﾐｻｯｼｭ ２ 4,000x2,100

アルミ

ハンガー金物

引き棒

T-5

ＫＡＤ

２

屋外階段

片開きｱﾙﾐｻｯｼｭ

片開きｱﾙﾐｻｯｼｭ ２ 900x2,000

PG3-6-3

アルミ

PD(レバーハンドル付)

ＫＡＤ

新設

新設

新設

両開きｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

1階市民活動スペース

スタジオＢ

ＫＳＤ

１

DC

PH

PD(レバーハンドル付)

既存撤去新設

 

ＦＳＤ

１

階段

スチールSOP

防火ドア

DC

PH

PD(握玉付)

900x2,000

１

3階スタジオＡ３

 ＫＡＷ

外倒しｱﾙﾐｻｯｼｭ

3,810x800

アルミ

ﾋﾝｼﾞ付ﾗﾝﾏｷｬｯﾁ錠

付属品一式

オペレーター

新設

新設

ホール

 ＫＡＷ

２Ｂ

外倒しｱﾙﾐｻｯｼｭ

嵌め殺しｱﾙﾐｻｯｼｭ

2,670x2,500

２

アルミ 新設ﾋﾝｼﾞ付ﾗﾝﾏｷｬｯﾁ錠

付属品一式

オペレーター

PG5-6-5

PG3-6-3

工事名称

 ＫＳＷ

3階スタジオＡ３

１

外倒しフラッシュ

嵌め殺しフラッシュ

８ 800x2,100

スチール

焼き付け塗装

▼

非常進入口

付属品一式

オペレーター

新設非常進入口ｷｬｯﾁ錠

2019.3

４

ＫＡＤ

２階倉庫

両開きｱﾙﾐｻｯｼｭ

１ PG3-6-3

1,800x2,000

アルミ

DC

PH

PD(レバーハンドル付)

新設

３

アルミ

ハンガー金物

引き棒

T-5 新設１

 ＫＡＷ

３

管理運営団体事務室 １
外倒しｱﾙﾐｻｯｼｭ

片引きｱﾙﾐｻｯｼｭ

アルミ

1,800x3,000

PG3-6-3

PG5-6-5

（ランマ）

戸車一式

戸車一式

オペレーター

クレセント

引手 新設

管理運営団体事務室

片引き分けｱﾙﾐｻｯｼｭ

2,000x2,100

４

４

ＫＳＤ

ホール

2階エレベーター

両開きｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ １ 2,500x2,500

DC

PH

PD(レバーハンドル付)

スチール

焼き付け塗装

新設

ＫＳＤ

２

ホール

3階エレベーター

片引込ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ スチールＶＥ 吊金物一式

シリンダー鎌錠

1,500x2,460１ 新設（既存ＳＤ15再利用）

塗装　ＳＯＰ

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

改修建具表-２

２2・3階エレベーター

ＳＴＤ

２

1階玄関

ホール

ステンレス自動ドア FL-8 ｽﾃﾝﾚｽ3S仕上 電動装置一式

センサータイプ(3Sﾊﾟｰﾏﾈﾝﾄ仕上)

２ 2,800×2,500 既存撤去新設

スタジオＡ１

常閉特定防火設備

倉庫

防音ドアT-3

特

特

(２)

1階市民活動スペース

テナントカフェ

４

常閉特定防火設備

1,800x2,500

スチール

ベネチャート塗装

Ａ－４１
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A3

A1 -

-

符号 使用場所 形 式 機 構 程　度 内方寸法(ＷxＨ) ガラス 材 質 仕 上 備　　考
特 殊 金 物

符号 使用場所 形 式 機 構 内方寸法(ＷxＨ) ガラス 材 質 仕 上 備　　考
特 殊 金 物

2019.3

個　数

 

付　属　品 付　属　品
800x2,150 FL-4 シナベニヤＶＥ ＤＣ

ＰＨ

塗装　ＳＯＰ

ＰＤ(レバーハンドル付)

ＫＷＤ

片開きﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

１

2Fスタッフルーム

４

ＫＷＤ

２

両開きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

1,800x2,150

５

1F倉庫

1F階段前

廊下

会議室

2F倉庫

スタッフルーム

3F倉庫

ＤＣ

ＰＨ

ＰＤ(レバーハンドル付)

シナベニヤＶＥ

塗装　ＳＯＰ

フランス上げ落し

800x2,150 FL-4 シナベニヤＶＥ ＤＣ

ＰＨ

塗装　ＳＯＰ

ＰＤ(レバーハンドル付)

ＫＷＤ

片開きﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

木製ガラリ

1F更衣室

ＫＷＤ

３

４

800x2,150 FL-4 シナベニヤＶＥ ＤＣ

ＰＨ

塗装　ＳＯＰ

ＰＤ(レバーハンドル付)

片開きﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

2Fトイレ

４

1F休憩室

1F倉庫

３

２階階段

特定防火設備

１

特定防火設備

１3階スタジオＡ３

4,500x3,000

１

 ＦＳＨ

 ＦＳＨ

3階スタジオＡ３

3階スタジオＡ３

3階スタジオＡ３

特定防火設備

１

特定防火設備

１

特定防火設備

１

ＫＷＷ

１

2階スタジオＡ１

ＫＷＷ

２

2階スタジオＡ１

塗装　ＳＯＰ

L-3-5

１合わせガラス窓

塗装　ＳＯＰ

L-3-5

1,200x1,200１合わせガラス窓

2, 600x1, 200

ﾏｼﾞｯｸﾐﾗｰ

ﾏｼﾞｯｸﾐﾗｰ

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

改修建具表-３

１

ＫＴＢ

1階男子トイレ

ＫＴＢ

２

1階女子トイレ

ＫＴＢ

ＫＴＢ

ＫＴＢ

ＫＴＢ

３

４

５

６

2階男子トイレ

2階女子トイレ

2階女子トイレ

2階男子トイレ

１

１

１

１

１

１

トイレブース

メラミン化粧合板

フラッシュ木目調

端部:面材と近似色の焼付塗装

SUS巾木、笠木

ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ表示錠

ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ、戸当り

トイレブース

隔て板

メラミン化粧合板

フラッシュ木目調

W800×H2,000

SUS巾木、笠木

端部:面材と近似色の焼付塗装

メラミン化粧合板

フラッシュ木目調

端部:面材と近似色の焼付塗装

SUS巾木、笠木

ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ表示錠

ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ、戸当り

メラミン化粧合板

フラッシュ木目調

端部:面材と近似色の焼付塗装

SUS巾木、笠木

ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ表示錠

ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ、戸当り

メラミン化粧合板

フラッシュ木目調

端部:面材と近似色の焼付塗装

SUS巾木、笠木

ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ表示錠

ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ、戸当り

メラミン化粧合板

フラッシュ木目調

端部:面材と近似色の焼付塗装

SUS巾木、笠木

ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ表示錠

ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ、戸当り

トイレブース

トイレブース

トイレブース

トイレブース

防火・防炎シヤッター

防火・防炎シヤッター

防火・防炎シヤッター

防火・防炎シヤッター

防火・防炎シヤッター

煙感知器連動

 

塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 

手動巻き上げ　

 

安全装置:急降下停止装置

 

スラット t=1.6

錆止め塗装

ﾏｸﾞｻ,ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:ｽﾃﾝﾚｽ  

天井内L型ｼｬｯｰﾀｰｹｰｽ

２－１

5,000x3,000

３

 ＦＳＨ

 ＦＳＨ

 ＦＳＨ

２－２

3,500x3,000

3,500x3,000

４－１

 ＦＳＨ

５

 ＦＳＨ

４－２

7,500x3,000

10,000x3,000

5,000x3,000

１

２

3階スタジオＡ３

3階スタジオＡ３

特定防火設備

防火・防炎シヤッター

特定防火設備

防火・防炎シヤッター

煙感知器連動

 

塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 

手動巻き上げ　

 

安全装置:急降下停止装置

 

スラット t=1.6

錆止め塗装

ﾏｸﾞｻ,ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:ｽﾃﾝﾚｽ  

天井内L型ｼｬｯｰﾀｰｹｰｽ

煙感知器連動

 

塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 

手動巻き上げ　

 

安全装置:急降下停止装置

 

スラット t=1.6

錆止め塗装

ﾏｸﾞｻ,ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:ｽﾃﾝﾚｽ  

天井内L型ｼｬｯｰﾀｰｹｰｽ

煙感知器連動

 

塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 

手動巻き上げ　

 

安全装置:急降下停止装置

 

スラット t=1.6

錆止め塗装

ﾏｸﾞｻ,ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:ｽﾃﾝﾚｽ  

天井内L型ｼｬｯｰﾀｰｹｰｽ

煙感知器連動

 

塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 

手動巻き上げ　

 

安全装置:急降下停止装置

 

スラット t=1.6

錆止め塗装

ﾏｸﾞｻ,ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:ｽﾃﾝﾚｽ  

天井内L型ｼｬｯｰﾀｰｹｰｽ

煙感知器連動

 

塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 

手動巻き上げ　

 

安全装置:急降下停止装置

 

スラット t=1.6

錆止め塗装

ﾏｸﾞｻ,ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:ｽﾃﾝﾚｽ  

天井内L型ｼｬｯｰﾀｰｹｰｽ

煙感知器連動

 

塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 

手動巻き上げ　

 

安全装置:急降下停止装置

 

スラット t=1.6

錆止め塗装

ﾏｸﾞｻ,ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ:ｽﾃﾝﾚｽ  

天井内L型ｼｬｯｰﾀｰｹｰｽ

Ａ－４２
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W1400

AG

4

AG

4

11

Ｄ

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A3

A1

-

-

障害者便所

5,400 5,400 5,400

男子便所

機械室（2）

会議室 休憩室

押入 押入

事務室

Ｄ.Ｓ

空調機械室 機械室（１）

収蔵庫

廊下

女子便所

荷解室

ホール

県事務室

展示室

風除室

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｇ

Ａ

Ａ階段

収蔵庫

喫茶室

ロッカー室

Ｂ階段

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

1

,

4

0

0

5

,

8

0

0

4

,

0

0

0

1,200

2,700 2,700 2,700 2,700 1,800

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4001,200 5,400

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

54,000

UP

UP

UP

UP

Ｃ階段

UP

UP

UP

UP

UP

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｇ

Ａ
2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

3

1

,

2

0

0

5,4005,400

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｇ

大展示室

倉庫

小展示室

クローク

切符売場

応接室

研修室

Ａ階段

西展示室

ホール

将来増築予定

ｼｮｰｹｰｽ

便所

湯沸

更衣室

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

4

,

0

0

0

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｇ

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

3

1

,

2

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

5,4005,4005,4005,4005,4005,400

54,000

5,4005,400

点線は３階展示室を示す

Ｃ階段

UP

DN

Ｂ階段

DN

バルコニー

DN

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

ＤＳ

展示室

展示室

展示室

大壁画

吹　　抜

ＤＳ

展示室

下り天井

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

500

2,000

5,4005,4005,400

27,000

5,4005,400

54,000

5,4005,4005,4005,4005,400 1,500

Ｆ

Ｅ

Ｃ

500

2

,

0

0

0

1

,

4

0

0

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

1

,

4

0

0

2

,

0

0

0

3

8

,

0

0

0

Ｃ階段

DN

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

3

1

,

2

0

0

A1

A2

B1

B2

G1

G2

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

1

,

4

0

0

2

,

6

0

0

2

,

0

0

0

A2

B2

G1

27,000

5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 2,000

B1

B2 B2

A2A2 A2

B1

G1

G2

1

,

4

0

0

2

,

6

0

0

7

,

2

0

0

5

,

8

0

0

5

,

8

0

0

7

,

2

0

0

2

,

6

0

0

1

,

4

0

0

4

,

0

0

0

2

6

,

0

0

0

4

,

0

0

0

1

1

AD

1

1

1

1

1

機械室

（３）

SD

10

SG

SG

SD

14

104

UP

SD

13

SD

103

消

火

ボ

ン

ベ

室

AG

105

AW

5

5

AW

AW

5

WD

2B

WD

2A

10

AW

8

WD

2

WD

2

F

F

WD

9

WD

10

AG

AG

101

AG

102

SD

8

AW

AW

WD

19

AD

3

SD

AW

2

WD

6

SD

102

LSD

101

SD

106

SD

2

SD

9

WD

8

AW

7

AW

7

SD

104

WD

101

AW AW AW AW

控　室

AW

AW

館長室

1

1

1

風除室

15

SD

5

103

WD

Ｄ.Ｓ

WD

2B

103

WD

WD

103

WD

9

SD

3

102

WD

SS

4

12

AW

3

WD

4

WD

3

6 51010

AG

5

SD

11

WD

WD

WD

SD

19

AG

1

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

AW

9

１Ｆ　ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

１ ２ ３ ４ ５ ６

2,0005,4005,4005,400

31,000

5,4005,4002,000

ＲＦ　ＫＥＹ　ＰＬＡＮ２Ｆ　ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

３Ｆ　ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

B2

B1

B2

B1

101

STD

STD

102

104

STD

103

STD

AW

101

SD

101

SD

105

2019.3

1

AW

撤去建具を示す

1

AW

SD

撤去

W1800

H2000

撤去

SD

倉庫

H2000

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

既存建具表-１

改修建具を示す

Ａ－４３
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片面　V塗装

102

ステンレス沓摺

番号

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A3

A1

-

-

建具の種類と符合 ガラスの種類と符合

ドアーガラリの種類と符合錠の種類と符合 沓摺の種類と符合 建具の種類と符合(可動部分)

ドアーガラリの大きさと符合 沓摺の形状と番号

本表は設計図に示す建具および特記事項、標準詳細を一括して表す。

戸棚およびカウンターその他これに類する建具は詳細図によるものと

し、本表に含まない。

シ ン ボ ル一 般 事 項

符号 符号

符号 符号

材　　　質

材　　　質 材　　　質

材　　　質

符号 材　　　質

符号 種　　　類 符号 種　　　類

符号 程度(通気量:m3/hr･m2)

番号 １ ２ ３内法寸法(Ｗ x Ｈ)

特 記 事 項 建具標準詳細図特記がない場合は下記事項による。

形状

符号 使用場所 形 式 機 構 程　度 内方寸法(ＷxＨ) ガラス 材 質 仕 上 備　　考
特 殊 金 物

付　属　品

ステンレス自動ドア 3,050x2,500 FL-8 ｽﾃﾝﾚｽ3S仕上 電動装置一式

センサータイプ(3Sﾊﾟｰﾏﾈﾝﾄ仕上)

木製扉ＷＤ ＡＤ アルミ製扉

ＣＰ シリンダー箱錠 Ｓ スチール沓摺

Ｓ 普通透明板ガラス ＣＦ 線入形板ガラス

ＷＧ 木製ガラリ ＰＡＴ 完全エャータイト型　(2未満)

101

ＳＴＤ

1階玄関

ＷＷ

ＷＧ

Ｆ

ＳＤ

ＳＷ

ＳＧ

ＳＳ

ＳＬ

木製窓

木製ガラリ

ふすま

スチール製扉

スチール製窓

スチール製ガラリ

スチール製シャッター

スチール製リンクグリルシャッター

ＡＷ

ＡＧ

ＡＬ

ＳＴＤ

ＳＴＷ

ＳＴＧ

ＳＴＬ

ＳＴＳ

ＴＤ

ＴＷ

アルミ製窓

アルミ製ガラリ

アルミ製リンクグリルシャッター

ステンレス製扉

ステンレス製窓

ステンレス製ガラリ

ステンレス製シャッター

ステンレス製リンクグリルシャッター

強化ガラス製扉

強化ガラス製扉

ＦＬ

Ｗ

Ｃ

ＫＳ

ＫＦＬ

ＫＷ

ＫＣ

Ｍ

ＫＭ

Ｆ

ＷＦ

フロート透明ガラス

網入透明板ガラス

線入透明板ガラス

熱線吸収普通板ガラス

熱線吸収網入板ガラス

熱線吸収線入板ガラス

熱線反射ガラス

熱線吸収反射ガラス

形板ガラス

網入形板ガラス

ＷＬ

Ｕ

ＣＵ

Ｔ

Ｌ

Ａ

ＣＴＰ

Ｂ

波形ガラス

溝形ガラス

線入溝形ガラス

強化ガラス

合せガラス

複層ガラス

色焼付ガラス

腐蝕加工

ＣＬ

ＰＤ

ＬＤ

ＮＬ

Ｃ

ＭＷ

ＭＳ

ＭＤ

ＥＬ

棒鍵箱錠

シリンダー本締錠

棒鍵本締錠

ナイトラッチ

空錠

モノロックタイプ両面錠

モノロックタイプ片面錠

モノロックタイプ間仕切錠

非常用錠

ＳＴ

Ｂ

ＳＮ

ＴＢ

Ｔ

ＺＢ

Ｚ

Ｗ

黄銅沓摺

本石沓摺

テラゾーブロック沓摺

テラゾー沓摺

人研ブロック沓摺

人研石塗研出沓摺

木製沓摺

ＳＧ

ＡＧ

ＳＴＧ

スチール製ガラリ

アルミ製ガラリ

ステンレス製ガラリ

ＡＴ

ＳＡＴ

Ｒ

エャータイト型　(2以上8未満)

準エャータイト型　(8以上30未満)

既製品

目地棒 建具枠巾

ＳＴＤ

ＳＴＤ

ＳＴＤ

101

101

101

102

1階ホール

2階風除室

103

104

ＬＳＤ

 ＡＷ

2階ホール

1階障害者便所

2階控室

 ＳＤ

 ＳＤ

 ＳＤ

 ＳＤ

1階展示室

102

103

機械室(3)

消火ボンベ庫

104

 ＳＤ

105

空調機械室

機械室(1)

 ＳＤ

機械室(1)

106

 ＷＤ

 ＷＤ

 ＷＤ

101

102

103

 ＡＧ

 ＡＧ

 ＡＧ

101

荷解室

会議室

館長室

控室

研修室

1階倉庫

1階倉庫

103

機械室(1)

 ＡＧ

 ＡＧ

104

105

機械室(2)

仝　　上

仝　　上

仝　　上

軽量ｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

嵌殺ｼｱﾙﾐｻｯｼｭ

親子開きｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

片開きｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

片開きｽﾁｰﾙﾄﾞｱ

片開きｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

両開きｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

片開きｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

片開きｽﾍﾞﾆﾔﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

仝　　上

仝　　上

アルミガラリ

仝　　上

仝　　上

仝　　上

仝　　上

2,850×2,500

5,300x2,700

5,220x2,500

950x2,050

1,800x2,150

(4,760x2,150)

2,040x2,460

750x2,150

900x2,150

600x1,200

1,600x2,150

600x1,200

800x2,150

850x2,150

800x2,150

1,200x450

2,900x350

(840x840)×2

(AW-7 5,130x840)

840x840

(AW-7 5,130x840)

(840x840)×2

(AW-8 3,420x840)

FL-8

FL-8

FL-8

F-4

FL-5

F-4

F-4

仝　　上 仝　　上

仝　　上

仝　　上 仝　　上

仝　　上

仝　　上 仝　　上

仝　　上

スチール

ﾀﾞｲﾉｯｸｼｰﾄ貼

アルミガラリ

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ一式

引手

アルミ

スチール

V塗装

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠

6吋丁番4枚吊

DP

甲種防火戸

スチール

AT仕様

ﾛｯｸｳｰﾙ充填

DC

PH,グレモン錠

PD 片面　SOP塗装

DCスチールSOP

PH

CP

甲種防火戸、常時閉

AT仕様

ﾛｯｸｳｰﾙ充填

スチールSOP PH

グレモン錠

DCスチールSOP

PH

PD(握玉付)

スチールSOP PH

点検扉用P.H

分電盤錠

DC

PH

PD(握玉付)

シナベニヤSOP

DC

PH

PD(握玉付)

仝　　上

DC

PH

PD(握玉付)

仝　　上

アルミ

仝　　上

仝　　上

仝　　上

仝　　上

熱線吸収フロートガラス

扉厚巾

6

0

0

2

,

1

0

0

1,850 800800 1,850

2

,

1

0

0

4

0

0

1,810 800800 1,810

2

,

1

5

0

800800

5901,660 590825 825

40

150

40

40

1,800

整理番号

建具の符号

ガラリの符号

錠の符号

ドアーチェック フロアーヒンジ

沓摺の符号と

形状番号

2019.3

撤去建具を示す

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

既存建具表-２

株式会社　　コスモス設計

Ａ－４４
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(便所のみ)

1,920x1,350

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A3

A1 -

-

符号 使用場所 形 式 機 構 程　度 内方寸法(ＷxＨ) ガラス 材 質 仕 上 備　　考
特 殊 金 物

付　属　品
符号 使用場所 形 式 機 構 程　度 内方寸法(ＷxＨ) ガラス 材 質 仕 上 備　　考

特 殊 金 物

付　属　品

ＳＤ

1

1階展示室 両開きｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ 1,837x2,990 スチールＶＥ フロアヒンジ

ＰＤ

彫込回転把手

1階展示室

1階展示室

4

喫茶室

2階ホール

館長室

事務室、会議室

休憩室、研修室

応接室

機械室(1)

機械室(2)

ＡＤ

3

ＡＷ

1

ＡＷ

2

ＡＷ

3

ＡＷ

ＡＷ

5

ＡＷ

6

ＡＷ

7

ＡＷ

8

ＡＷ

9

ＡＷ

10

ＡＷ

12

館長室

研修室

2階便所

屋根

強化ガラスドア

内倒しｻﾂｼｭ付き嵌殺しｱﾙﾐｻｯｼｭ

片引きｱﾙﾐｻｯｼｭ付

嵌殺しｱﾙﾐｻｯｼｭ

嵌殺しｱﾙﾐｻｯｼｭ

引違いｱﾙﾐｻｯｼｭ付

嵌殺しｱﾙﾐｻｯｼｭ

2連引違いｱﾙﾐｻｯｼｭ

仝　　上

6連内倒しｱﾙﾐｻｯｼｭ

4連内倒しｱﾙﾐｻｯｼｭ

片引きｱﾙﾐｻｯｼｭ付

嵌殺ｱﾙﾐｻｯｼｭ

引違いｱﾙﾐｻｯｼｭ

嵌殺しｱﾙﾐｻｯｼｭ

1,000x1,250

(南北面2ヶのみ)

2,000φ

3,420x840

5,130x840

4,710x1,250

1,837x2,990

1,200x2,885

4,660x2,375

4,710x2,035

2,000x2,045

4,760x1,250

(休憩室のみ)

FL-5

FL-5

FL-5

FL-5

T-12

L-18

FL-6

仝　上

厚型

仝　上

S-3

仝　上

W-6,L

ｶｸｻﾝ-6、L

厚型

ﾏｼﾞｯｸﾐﾗｰ

-3

アルミ 押板積層材CL

フロアヒンジ

PD

アルミ ﾋﾝｼﾞ付ﾗﾝﾏｷｬｯﾁ錠

付属品一式

仝　　上 吊戸車一式

引手

クレセント

仝　　上

仝　　上 吊戸車一式

引手

クレセント

仝　　上 仝　　上

仝　　上 仝　　上

仝　　上

仝　　上

ヒンジ一式

キャッチ錠

フック棒

ヒンジ一式

キャッチ錠

フック棒

仝　　上 ＰＨ

クレセント

仝　　上 戸車一式

引手

クレセント

仝　　上

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

1階展示室

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

1

ＳＤ

1

1

1

2

3

5

8

9

10

11

13

14

18

19

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

2A

2.2B

3

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

4

6

9,9'

10

15

ＷＤ

ＳＧ

ＡＧ

ＡＧ

ＳＳ

5

19

荷解室

2階大展示室

2階小展示室

1階ホール

機械室(1)

機械室(2)

2階大展示室

1階廊下

機械室

3階展示室

小展示室

2階大展示室

事務室

休憩室

廊下(2B)

クローク(〃)

研修室

応接室

喫茶室

2階切符売場

1階物入

1階便所

2階ホール

1階事務室

空調機械室

3階D.S

2階便所

館長室

3枚引込ｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

両引込ｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

片引込ｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

片開きｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

両開き片面ｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

仝　　上

親子開きｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

片開きｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

片開きｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

片開きｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

仝　　上

片開きｽﾁｰﾙｱﾝｸﾞﾙﾄﾞｱ

仝　　上

仝　　上

仝　　上

仝　　上

片開き縁甲板貼戸

片開きﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

片開き耐水ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

片引込ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

片開きﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

スチールガラリ

アルミガラリ

仝　上

簡易ｽﾁｰﾙｼｬｯﾀｰ

2,700x3,050

2,500x2,460

1,600x2,150

1,600x2,150

1,300x2,150

935x2,150

800x2,150

400x600

800x2,150

1,000x2,150

800x2,150

800x2,150

800x2,150

800x2,150

800x2,150

650x2,150

650x2,150

1,880x2,460

800x2,150

1,600x2,900

2000x2,890

300x300

2020x2,150

C

厚型

FL-4

FL-4

薄型

仝　上

薄型

ｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭＶＥ 協和式ﾊﾞｰｶﾞｰ一式

　　　レール付

引手丸鋼9φ　南京錠

仝　　上 吊金物一式

自閉式

仝　　上 吊金物一式

自閉式

塗装　　仝　　上

シリンダー鎌錠

仝　　上 ＤＣ

フロアヒンジ

ＰＤ 彫込回転把手

仝　　上 ＤＣ　ＰＨ

ＰＤ(握玉付)

フランス上げ落し

スチールＶＥ

仝　　上 ＤＣ

ＰＨ

ＰＤ(握玉付)

塗装　　仝　　上

仝　　上 ＤＣ

ＰＨ

ＰＤ(握玉付)

塗装　　仝　　上

仝　　上 塗装　　仝　　上ＰＨ

彫込回転把手

仝　　上 ＤＣ

ＰＨ

塗装　　仝　　上

ＰＤ(握玉付)

ＤＣ

ＰＨ

塗装　　仝　　上

ＰＤ(握玉付)

シナベニヤＶＥ

木製ガラリ

ＤＣ

ＰＨ

塗装　　仝　　上

ＰＤ(握玉付)

シナベニヤＶＥ

ＤＣ

ＰＨ

塗装　　仝　　上

ＰＤ(握玉付)

仝　　上

ＤＣ

ＰＨ

ＰＤ(握玉付)

片面練付ﾍﾞﾆﾔＣＬ

シナベニヤＶＥ

木製ガラリ

塗装　片面　ＯＣＬ

塗装　片面　ＳＯＰ

ＤＣ

ＰＨ

ＰＤ(握玉付)木製ガラリ

両面練付ﾍﾞﾆﾔＣＬ

ＤＣ

ＰＨ

塗装　片面　ＯＣＬ

塗装　片面　ＳＯＰ

ＰＤ(握玉付)

檜縁甲板ＣＬ

片面シナベニヤＶＥ

F-4

シナベニヤＶＥ

木製ガラリ

ＤＣ

ＰＨ

ＰＤ(握玉付) 1階物入　額・ｶﾞﾗﾘﾅｼ(9')

木製ガラリ

ＤＣ

ＰＨ

ＰＤ(握玉付)

塗装　ＳＯＰ塗更新耐水ベニヤＶＥ

スチールＶＥ 吊金物一式

シリンダー鎌錠

塗装　仝　　上

シナベニヤＶＥ

木製ガラリ

ＤＣ

ＰＨ

ＰＤ(握玉付)

塗装　仝　　上

シナベニヤＶＥ 塗装　仝　　上

アルミ

仝　　上 塗装　仝　　上

シナベニヤＶＥ 金物一式

(ランマ付)

1,880x2,460

1,460x2,460

仝　　上

ＤＣ

ＰＨ

ＰＤ(握玉付)

ＤＣ

ＰＨ

ＰＤ(握玉付)

塗装　　仝　　上

2

,

1

5

0

7

4

0

1

0

0

900400

ＡＧ

 Ｆ

1

4

機械室

管理人室

宿直室

仝　　上

引違いﾌｽﾏ戸(天袋付) 1,450x2,320

仝　上

新鳥ノ子貼 彫込引手

400x600

2019.3

塗装 ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗装

塗装 ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗装

塗装 ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗装

塗装　　SOP塗装

塗装　　Ｖ塗装

塗装　　SOP塗装

2Ｂのみ　Ｖ塗装

塗装　ＯＣＬ塗

塗装　ＳＯＰ塗

塗装　ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗装

塗装　ＳＯＰ塗

撤去建具を示す

８ヶ所撤去

妻側２ヶ所を除き

フィルム張り

１６ヶ所電動オペレーター開閉

改修

改修建具を示す

撤去

撤去

存置

旧 県 立 美 術 館 改 修 工 事

既存建具表-３

ＳＯＰ

仝　上

Ｖ塗装

Ａ－４５
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100

1:200

A3

A1

工事名称

設備立上位置図

コンセント

床固定金具 スチール製　８個

ポリエステル化粧積層合板

ステンレス貼り　SUS304（t=1.0mm）

シンク　樹脂製排水トラップ付

ラワン合板芯　材

表面材

付　属　品

巾　木

天板／シンク（t=30mm）

部   位 材　質　な　ど

ＡＣ用コンセント（２口）１個

水栓金具 シングルレバー混合水栓（TOTO　TKGG31E）

本体（t=20mm）

ＡＢＳ樹脂

芯　材

縁　材

表面材

扉・前面板（t=20mm）

ＡＢＳ樹脂

パーティクルボード芯　材

縁　材

耐摩耗性多層ウレタンコート化粧板（クリアテックボード）表面材

アルミ（ラッチ付）把　手

別　途

ＩＨヒーター パナソニック

電気オーブンレンジ パナソニック

Fケーブル床出し 2m（125V 15A接地付ダブルコンセントに接続設備工事）

1/2" 床立上げ FL＋50（キャビネット設置後配管接続止水栓取付設備工事）

1/2" 床立上げ FL＋50（キャビネット設置後配管接続止水栓取付設備工事）

IHヒーター用電源

コンセント用電源

給水

設備凡例

給湯

排水

200V 30A 2極接地極付転がしコンセント max5800W

40A  床立上げ FL＋50（キャビネット設置後配管接続設備工事）

推奨コンセント（パナソニック WK36301B）同等品

オーブンレンジ用電源 250V 20A 2極接地極付転がしコンセント max3900W

推奨コンセント（パナソニック WKS294）同等品

※オーブンレンジ下範囲で設備立上げが困難な場合は後方斜線範囲内も立上げ可能。

パーティクルボード

耐摩耗性多層ウレタンコート化粧板（クリアテックボード）

収納付手洗いF-2

設備立上位置図

1/2" 床立上げ FL＋50（キャビネット設置後配管接続止水栓取付設備工事）給水

設備凡例

排水 40A  床立上げ FL＋50（キャビネット設置後配管接続設備工事）

床固定金具 スチール製　　４個

ポリエステル化粧積層合板

付　属　品

巾　木

部   位 材　質　な　ど

水栓金具 台付自在水栓　４個

本　体（t=20mm）

ＡＢＳ樹脂

パーティクルボード芯　材

縁　材

耐摩耗性多層ウレタンコート化粧板（クリアテックボード）表面材

ステンレス、樹脂製トラップ付

ラワン合板芯　材

表面材

シンク

扉　　（t=20mm）

耐摩耗性多層ウレタンコート化粧板（クリアテックボード）

パーティクルボード

ＡＢＳ樹脂

芯　材

縁　材

表面材

アルミ（ラッチ付）把　手

アジャスター

FIX

単水栓

排水トラップ

※オカムラ　Ｗシリーズ　壁面流し台程度

調理実習台F-1

カウンターF-18

木 目

木

 

目

巾木

アジャスター

アジャスター受

連結孔

ケーシング

巾木

アジャスター

ケーシング

木 目

配線キャップ

3-L金具

JOIFAシール貼付

ウラヨリ

JOIFA JOIFA

木 目

3-L金具

ケーシング

（車椅子対応）

エンドパネル

エンドパネル

エンドパネル

エンドパネル

（車椅子対応）

（車椅子対応）

カウンター/天板：メラミン化粧板

縁材：ABS樹脂

幕板/側板：強化紙

巾木：スチール塗装仕上げ

ﾊﾟﾈﾙ/表面材：メラミン化粧板

※オカムラ　RAカウンター程度

エンドパネル

エンドパネル

エンドパネル

木 目

ﾊｲｶｳﾝﾀｰ

ﾕﾆｯﾄ

木

 

目

※給排水：設備工事

※オカムラ　93M4AB/93M4AB(SP)程度

※電源：電気工事

※IHヒーター用電源コンセント：電気工事

※オーブン用電源コンセント：電気工事
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6
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1
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175325175

6

0

0

5

8

0

2

0

325 500

4

1

0

50

1400

50

1500(天板)

800

275

25

215 285

7

2

0

120

4535

800

273 242 285

6

3

0

6

0

147

6035

40

25

1

5

5

1500(天板)

1

0

0

0

2

8

0

2

8

0

7

2

0

1

0

0
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8

0

0

4

2
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7

5

30

8

0

0

30
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4560

7

4

5

2

8

2

804

矢視A図

矢視B図

コンセント

A

B

天板：SUS

天板：SUS

(特注）

(特注）

コンセント

（

ス

ト

ロ

ー

ク

）

2600

25

8

0

0

3

0

6

6

8

1

0

2

750 1100 725

9

0

0

1

0

0

4

0

0

（

シ

ン

ク

）

4

0

0

2600

2600

25 25

725 1100 725

1060

2600

2600

600

600

600

25

750 1100 725

1060

25

3

2

0

25

2600

725 1100 725

A

B

（

ス

ト

ロ

ー

ク

）

3

2

0

家 具 図

旧県立美術館改修工事

2019.3

上部木製蓋：集成材厚25 OS塗装

上部木製蓋：集成材厚25 OS塗装

Ａ－４６
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［仕様書］

（ＡＬＣ、ＰＣ壁の場合）

（ＲＣ壁の場合）

（ＡＬＣ、ＰＣ壁の場合）

（ＲＣ壁の場合）

（ＲＣ壁の場合）

装置全高

Ｈ１

Ｈ２

Ｈ３

Ｈ４

Ｈ５

Ｈ６

Ｈ７

７５

装置幅

Ｂ部

Ａ部

Ｃ

上下フレーム

上下フレーム

中間フレーム

中間フレーム

中間フレーム

中間フレーム

中間フレーム

※

７
５

幕
Ｍ１０×１６０ｍｍ又は２００ｍｍ　ＳＵＳ３０４全ネジ　貫通ボルト付き

差し込み式ハンドル

（コンクリートアンカー、ＡＬＣプレート共通）

バトンピッチ約１６００ｍｍ

１７０

ＡＬＣプレ－ト

ｔ１．５×１６×５０×７５

ｔ４×１５０×１５５

１．５ｔ×１６×５０×７５

幕収納時

アンカープレート

ｔ１．５×３０×１７０×１６７×５５

下化粧板

中間バトン　ｔ１．５×φ２５

ワイヤーロープφ４

Ｃ′

フレーム

ｔ５×７５×１００×１５０

アンカーベース

コンクリートアンカー　Ｍ１０（ＳＵＳ３０４）

アンカーベース

装置幅　　　２０００ｍｍ

（別途）

（別途）

ステンレス

ガラス繊維入り樹脂

幕止めフック

装置外ラインを表す

装置幅

幕カラミ防止装置（９０゜回転収納）

ウインチ

幕止めフック

アンカープレート

コンクリートアンカー　Ｍ１０

コンクリートアンカー　Ｍ１０

固定バトン（下部）ｔ１．５×２５．４角パイプ

７
５

誘導バトン

中間バトン

固定バトン

防水コーキング

防水コ－キング

ＡＬＣプレ－ト（ｔ４．５×□２００　スチ－ル、ユニクロメッキ）

フレーム　ｔ１．５×１６×５０×７５

フレーム

ワイヤーロープ　φ４

水抜き穴

ガイドローラー
バトンスプリング

フレームジョイント

フレームジョイント
装置幅

５０装置幅－１００５０

１
０
０

１７０
７５

１
５
０

２
０
０

１
０
０

２００

７５

Ｄ

Ｄ’

ウインチ：ステンレス

補正年月日 補正内容 備　考 作成年月工事名称

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

1:100

A1

A3

1:200

旧県立美術館改修工事

懸垂幕詳細図１

2019.3

装置高さ　　７０００ｍｍ

西側３連設置

材質：ウインチを除きＳＵＳ３０４　＃４００研磨

側面図 正面図 アンカー図

メディアタワー　下手巻式（ＭＴＳＴ型）標準地域仕様

Ａ部　断面詳細図
Ｂ部詳細図

Ｃ～Ｃ’断面詳細図
Ｄ～Ｄ’断面図

Ａ－４７
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（別途鉄骨工事）

補正年月日 補正内容 備　考 作成年月

工事名称

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

1:100

A1

A3

1:200

旧県立美術館改修工事

装置高さ　　６０００ｍｍ

正面図 側面図

装置幅

アーム幅

躯体 ▼ＧＬ

（
6
5
0
）

（
3
5
0
）

アーム幅＝装置幅+400以上

（別途鉄骨工事）
（溶接固定すること）

50 120

230 装置幅

（30）

120

ウインチハンドル

干渉注意

（
2
5
）

幕幅＝装置幅-100mm

▼ＧＬ躯体

70 130

2
5

5
5

ウインチハンドル

干渉注意
（緩み防止ナット付き）

（溶接固定すること）

（溶接固定すること）

ウインチハンドル

干渉注意

A
寸

法

（別途鉄骨工事）

アーム（上）
シーブ台

φ６サイドワイヤー

φ４メインワイヤー

オープンフック

幕止め金具

誘導バトン

躯体（別途鉄骨工事）

アーム中心線

４－アイボルト及び中央のシーブはアーム中心線上に設置する

躯体側のシーブはサイドワイヤーと干渉しないように２５ｍｍ程度ズラして取付ける

下部ストッパー

ウインチ台取付用穴（４－Ｍ８タップ）

Ｍ８アイボルト

Ｍ８アイボルト

ターンバックル

アーム（下）
ウインチ台

アーム（下）

※３

懸垂幕詳細図２

2019.3

寸法

装置幅　　　２０００ｍｍ

南側２連設置

メディアタワー　下手巻　ワイヤー式（ＭＴＳＴ－ＪＷ型）

Ａ－４８
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補正年月日 補正内容 備　考

一級建築士事務所登録

株式会社　　コスモス設計

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

検　印 作　図

図面名称

工事名称

縮尺

1:100

A1

A3

1:200

図面番号

作成年月

サイン詳細図１

1/10外構  施設名称サイン（壁付）凡例 数量

W

A-1

表示方法：ステン箱文字（SUS　304）ヘアライン仕上　D:15㎜

施設名称未定

１ 1/20案内  総合案内凡例 B-1 数量  1 1/20B-2凡例 案内  フロア案内 数量

1/10案内  各階案内（EV内）凡例 B-3 数量  1

 2

1/20誘導  平付C-1凡例 C-2数量 凡例 誘導  階数表示（階段・当階）  6数量

665

1

2

0

0

8

表示方法／インクジェットシート・端部巻き込み

表示本体／アルミ複合板ｔ5+捨貼ｔ3

321

3 3

3F

×

2

ケ所

2F ×

2

ケ所

1F ×
2 ケ所

表示方法／インクジェットシート・端部巻き込み

表示本体／アルミ複合板ｔ5+捨貼ｔ3

450

4

5

0

（フロア図）（フロア図） （フロア図）

1F 2F 3F

表示方法／インクジェットシート・端部巻き込み

表示本体／アルミ複合板ｔ5+捨貼ｔ3

ご　案　内

1600

9

0

0

8

9

0

0

665

8

ご案内

表示方法／インクジェットシート・端部巻き込み

表示本体／アルミ複合板ｔ5+捨貼ｔ3

（フロア図）

2F

3F

2F

1F

4

2

0

300

8

ご案内

表示方法／インクジェットシート・端部巻き込み

表示本体／アルミ複合板ｔ5+捨貼ｔ3

多目的スペース

カフェ

授乳室

会議室

トイレ

休憩室

ホール

事務室

1/2誘導  階数表示（階段・踊場）C-3凡例 数量

両面テープもしくは

接着剤にて固定

本体／t3.0 アクリル切文字、合成樹脂塗装仕上

※書体・W寸法等は打ち合わせによる。

3

W

1

5

0

7

5

1

5

0

1

0

 2

4

凡例 数量

200

2

0

0

E-1 室名  平付

表示基板／アクリルt５

表示方法／ＣＡＰＰインクジェット出力

事務室

凡例7 E-2

表示方法：アクリル切り文字　100×100

部屋名未定

1

0

0 ス タ ジ オ Ａ

1/10 数量

室名  アクリル切り文字

6

旧県立美術館改修工事

2019.3

3

0

0

Ａ－４９
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補正年月日 補正内容 備　考

一級建築士事務所登録

株式会社　　コスモス設計

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

検　印 作　図

図面名称

工事名称

縮尺

1:100

A1

A3

1:200

図面番号

作成年月

凡例 数量 凡例 数量 凡例 数量

凡例 数量

 2E-4 数量

3

0

※表示内容・W寸法は打ち合わせにより決定とする。

本体／シートレター

W

1/1室名  バックヤードサイン 20

サイン詳細図２

200

2

0

0

表示基板／アルミ複合板t3＋捨て板t3

表示方法／ＣＡＰＰインクジェット出力(端部巻込）

6

Ｆ-1 ピクト　平付 6

200

2

0

0

SUS M

４×25

ビス

TM9

～

15

トメラー

アクリル

t5

SUS t

１

.2 

折曲加工

表示基板／アクリルt５

表示方法／ＣＡＰＰインクジェット出力

F-2 ピクト　突出

F-3 ピクト　シート

※表示内容・W寸法は打ち合わせにより決定とする。

本体／シートレター

2

150

1

5

0

2019.3

旧県立美術館改修工事

Ａ－５０
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｂ1

Ｇ

Ａ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｂ1

Ｇ

Ａ

図　書　館

国 学 館 高 校

浄化槽

Ｂ 門

Ａ 門

Ｃ 門

荷解室入口

機械室搬入口

管理部門入口

展示室入口

自転車置場

駐車場

土手

土手

土手

塀:プレキャスト

コンクリート

水銀燈

芝生

芝生

Ａ

Ｂ

4,000

3,000

3

,

0

0

0

4

,

0

2

0

4,200

塀:プレキャストコンクリート

8

0

0

身障者用駐車場

バリカー

旧境界線旧境界線

1,000

スロープ

車止

スロープ

門扉門扉

門扉

門扉

彫刻展示台

サインＡ

サインＢ

車止

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

1:100

1:200

A3

縁石 断面図 S=1/20

車止 断面図 S=1/20

バリカー 断面図 S=1/20

下側パイプ

(ポリエチレン管2種)

1

2

0

5

0

1

5

0

1

5

0

5

0

1

5

0

120

縁石:120x120x120 L=600

均しモルタル

基礎コンクリート

砕石

1

5

0

5

0

5

0

1

5

0

150

車止め 150x170x200 L=600

均しモルタル

7

0

0

9

0

0

2

5

0

1

5

0

5

0

200

φ165

2

1

7

砕石

GLカバー

25m/m南京錠

反射テープ

基礎コンクリート

アンカープレート

沈みカン

密粒アスコンア50

路盤砕石    ア150

密粒アスコンア50

路盤砕石ア150

Ａ門扉 平面図･立面図 S=1/100 戸車 断面図 S=1/5

アンカー:L-40x40x3

@600

950

Ｂ

Ａ

Ａ立面図 Ｂ立面図

A門 W=4,020

B門 W=4,200

C門 W=3,000

(施錠付)

材質:門扉は全てスチール焼付仕上

※B門、C門はこれにならう

1

5

0

62

1

7

5

3

0

1

4

5

2

5

5

4

5

1

0

0

40

15 25

PL-6

9Kレール

タテ･ヨコ D10@200ダブル

PL-4.5

□100x50x2.3□100x50x2.3

□25x12x1.2

3

0

0

W

7

5

0

コンクリート塀コンクリート塀

1

5

0

1

,

4

5

0

□100x50x2.3□100x50x2.3

控柱:□100x50x2.3

□100x50x2.3

□25x12x1.2

コンクリート塀

950

Ｎ

2019.3

旧県立美術館改修工事

現状外構図

撤去詳細

門塀:

撤去

撤去 撤去

撤去

アスファルト舗装ア50

広場･通路

舗装撤去

車止めバリカー(３本)

残す　点字ブロック

水銀燈移設

（電気設備）

既存コンクリート塀 撤去 

既存コンクリート塀 撤去 
（敷地西側 約95ｍ）

（敷地北側 　60ｍ）

既存コンクリート塀 撤去 

県 民 会 館

撤去

撤去

撤去

撤去

表層撤去

花壇積石撤去

花壇コン擁壁撤去

Ｌ型側溝撤去

車止撤去

１５３m

４６．５m

４０m

８８２㎡

２６m

４１m

１５６m

１８ヶ所

表層厚50

御影石

160～180

120×120

仕 様 数 量撤 去

地先境界ブロック撤去

地先境界ブロック撤去

アスファルト舗装解体撤去

既存コンクリート塀 撤去 

自転車置場　立面図 S=1/100

5,000 5,000

900900

1,5001,000

400

1

5

0

2

,

0

0

0

1

0

0

補修

屋根:ウレタン塗膜防水 外壁:砂壁状吹付材

軒裏:透湿防水型外壁仕上材吹

Ａ－５１
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S=1:100

下層路盤工：再生クラッシャーラン(RC-40)t=15cm

園 路 縁 石 工

150

1

5

0

5

0

1

0

0

250

地先境界ブロック(150×150)
S=1:20

基礎コンクリート

(18N-8-40)

基礎材(RC-80)

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ(C-150×150)

L=0.6m　W=32kg/個

下層路盤工：再生クラッシャーラン(RC-40)t=15cm

S=1:100

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100

1:200

A3

A1

工事名称

2019.3

旧県立美術館改修工事

舗装仕上

土塁

自転車置場

（仮称）秋田市文化創造交流館

土塁

土塁

保存樹

クロマツ

空調

屋外機

受変電設備

通用口

展示物等

搬入口

国学館高等学校

学校法人敬愛学園

エレベーター
増築部

駐車場 ７台

（うち 車いす用１台）

芝

舗装仕上

至 千秋公園

至 広小路

中
 
土
 
橋
 
通
 
り

（イベント・憩いの場）

広場空間

広場空間

（イベント・憩いの場）

芝

（イベント・憩いの場）

広場空間

芝

県・市連携文化施設

移設

給水・電源
屋外設備新設

屋外設備新設
給水・電源

お　堀

外構平面図

北

③ 県記念会館の説明版(昭和時代の写真付き）

④ 三の丸と土塁の説明版(明治時代の写真付き)

既存コンクリート塀 撤去 

（敷地北側 約60ｍ）

① 東海林太郎胸像(移設)

既存コンクリート塀 撤去 

（敷地西側 約95ｍ）
舗装仕上
カラーアスファルト

アスファルト舗装 アスファルト舗装(カラー)

表　層　工：再生②密粒度アスコン(20)　 t= 5cm

表　層　工：カラー舗装　　　　　　 　　

歩道t= 4cm　車道t= 5cm

496m

記念石移設

UP

UP UP

UP

UP

名 　  　　 称 数 　 量

m2

アスファルト舗装Ａ（カラー） A= m2

m2

A=

A=

２９６

A= m2

地先境界ブロック(150×150)

A=

野芝張り

m

４９６

イベント広場 １，８２１

アスファルト舗装Ａ（カラー） A= m2

２９０

８１３

花壇復旧補修　4.8ｍ

既存コンクリート塀 撤去 

アスファルト舗装

車道

歩道

上層路盤工：粒度調整砕石(M-40)　　　　 t=15cm

路　盤　工：再生クラッシャーラン(RC-40)t=15cm

Ａ－５２

UP

② 平野政吉・藤田嗣治胸像(現存)コーティング塗装（耐候性）

コンクリート基礎 基礎W1000×L1000×H200 
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自転車置場

（仮称）秋田市文化創造交流館

通用口

中央図書館 明徳館
至 千秋公園

至 広小路

中
 
土
 
橋
 
通
 
り

（うち 車いす用１台）

駐車場 ９台

駐車場 10台

空調

屋外機

受変電設備

クロマツ１

保存樹

サクラ２

クロマツ３

サクラ３

ケヤキ３

ケヤキ６

ケヤキ４

ケヤキ５

ケヤキ１

ケヤキ２

サクラ１

サクラ６

サクラ４

ケヤキ11

ケヤキ９

ケヤキ10

ケヤキ８

ケヤキ７

ケヤキ15

学校法人敬愛学園

国学館高等学校

メタセコイア11

メタセコイア12

メタセコイア14

メタセコイア13

メタセコイア15

メタセコイア16

イチョウ２

ケヤキ16

メタセコイア17

メタセコイア18

メタセコイア19

ケヤキ17

イチョウ３

ドウダン20

ドウダン21

ドウダン22

土塁

土塁

土塁

メタセコイア20

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

メタセ

コイア１

メタセ

メタセ

メタセ

メタセ

コイア２

コイア３

コイア４

コイア５

サクラ５

メタセ

コイア７

ケヤキ13

ケヤキ12

メタセ

メタセ

コイア８

コイア10

イチョウ１

アカマツ３

メタセ

コイア９

モミジ３

モミジ４

カイヅカ

イブキ４

カイヅカ

カイヅカ

イブキ１

イブキ２

モミジ６サクラ８

モミジ２

クロマツ２

カイヅカ

イブキ３

サザンカ

サザンカ

サザンカ

１

２

３

サルスベリ１

ツゲ１

ツゲ２

ツゲ４

ヒバ17

ヒバ18

ヒバ20

ヒバ19

ヒバ24

ヒバ25

ヒバ26

ヒバ27

ヒバ28

ヒバ29

ヒバ30

ケヤキ14

ヒマラヤスギ１

ヒマラヤスギ２

ヒマラヤスギ３

ヒマラヤスギ４

ヒマラヤスギ５

ヒマラヤスギ６

ドウダン19

ツバキ

メタセ

コイア６

サクラ７

クロマツ５

ハルニレ１

ハルニレ２

モミジ５

カツラ１

モッコク

モッコク モッコク

ツツジ

ヒバ31

ヒバ32

ヒバ33

ヒバ35

ヒバ34

ヒバ21

ヒバ22

ヒイラギ１

ヒバ１

ヒバ２

ヒバ３

ヒバ４

ツゲ８

ツゲ５

ツゲ６

ツゲ７

ツゲ３

ドウダン×10

ニシキギ

ツツジ×５

ドウダン×５

搬入口
展示物等

アカマツ３

アカマツ２

ヒバ５～８ ヒバ９～16

ツツジ×５

枯木

クロマツ４

保存樹木（高木）　樹高６ｍ以上

　〃　　（中低木）樹高５ｍ以下

　〃　　（株物）　樹高１ｍ程度

凡 例

アスファルト舗装

アスファルト舗装
伐採予定樹木

敷地内移植予定樹木

花壇撤去位置

北

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100

1:200

A3

A1

工事名称

2019.3

旧県立美術館改修工事

樹木計画図

（積石）

Ａ－５３
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外観図 S=1/20

A

A

A-A断面図 S=1/4

B-B断面図 S=1/4

B

B

基礎コンクリート基礎コンクリート

クラッシャーランクラッシャーラン

表示基板

フレーム

支柱

基礎を示す

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100

1:200

A3

A1

工事名称

2019.3

旧県立美術館改修工事

説明版詳細図

２ヶ所

69
0

(628)

320

(30)(
1
0
8
6
)

9
5
0

180

(
7
4
1
)

1310

990150 10 10 150

870

990
10

40
20 20

40

10

57
0

69
0

40

6
0

20

3
0
°

20
40

6
0

1130

□500

□600

□500

□600

2
0

4
0
0
1
5
0

1
5
0

1
0
0

t2.0ステンレス鋼板

t2.0ステンレス鋼板

M10ボルトプラグ

フレーム

M8六角ボルト

表示基板

支柱    ：御影本石/前後上面＝本磨き仕上、側面＝バーナー仕上

フレーム：60×40×t1.5ステンレス角鋼管、ヘアライン仕上

表示基板：t1.5アルミ板、高耐候性印刷シート貼り

Ａ－５４
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録

秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

株式会社　　コスモス設計

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

2019.3

A3

A1

1:50

1：100

5,715

4,280

部材（支柱・横材・端材）：溶融亜鉛メッキ仕上げ 部材（支柱・横材・端材）：溶融亜鉛メッキ仕上げ

遮音パネル設置要領図（ＧＨＰ用）　S=1:50 遮音パネル設置要領図（ＧＣＵ用）　S=1:50

160

160

160

680

1,030

680160

160
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目隠しパネル詳細図

※　参考型式はセキスイ大型フェンス　目隠し塀Ｇ型#3000とする。

形状：片開き扉付（施錠共）

※　参考型式はセキスイ大型フェンス　目隠し塀Ｇ型#3000とする。

形状：片開き扉付（施錠共）
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旧県立美術館改修工事

中性化工事図

・電気化学再生アルカリ工法（ファイバー工法）

事前調査後、絶縁処理及び養生をおこなう。

内部電極設置、仮設陽極設置、再生アルカリ化電気設備設置 

通電処理・溶液散布をおこない、仮設陽極撤去・清掃をおこなう。

浸透性吸水防止工法（シラン・シロキサン系）をおこなう。

【工事内容】

印　中性化工事の範囲を示す
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